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※注意







この書籍は「アドベンチャーブック」です。







文中に現れる選択肢をタップことによりストーリーが変化します。







選択肢をタップせずにページをめくると表示される警告文を無視して進みますと







現在読んでいるストーリーと関係のない文章が表示されますのでご注意ください。
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第１章　バラ色の日々




念願の銃士になってから２年。　国王陛下暗殺未遂の事件を受け、陛下の守りをより強化すべく厳しい訓練に明け暮れる日々だったけれど……。　今日は、束の間の休日。




【シャルレ】

（家の掃除も終わったし、夕飯どうしようかな）




街の市場を歩きながら、のんびりと買い物をしていた。




【肉屋】

「やあ、シャルレ。あいつ朝っぱらから強盗と派手な捕り物してたぞ」




【シャルレ】

「派手な捕り物って……もしかして何か壊したりしてた？」




【野菜売り】

「酒場の店主が、看板壊されたってぼやいてたぜ」




【シャルレ】

「……あとで謝りに行かないと」




【果実売り】

「たく、こんなかわいい奥さんもらって家庭持ったから落ち着くかと思ったが、まだまだその気配はなさそうだな」




【シャルレ】

「はは……」




【パン屋】

「だが、あいつのあのデカイ声を聞いてると今日もパリは平和なんだなって気がしてホッとする」

「一本サービスしとくからいつも街を守ってくれてありがとよ、て伝えておいてくれ」




そう言って、パン屋のご主人はフランスパンの入った袋を渡してくれた。




【肉屋】

「じゃあこっちもサービスしとく。精のつく料理を食べさせてやってくれ」




【野菜売り】

「野菜も大事だからな。オマケしとくよ」




【シャルレ】

「みんなありがとう。だけどこんなに……いいの？」




予定していたよりも、ずっとずっとたくさんの食料が腕の中にある。




【果実売り】

「何だかんだ言って愛されてるからな……アトスのやつは。新鮮な果実も持っていってくれ」




真っ赤なリンゴが、紙袋の中にポンと置かれる。ズシリとした重みから、アトスへの愛情をたっぷりと感じて嬉しくなる。




【シャルレ】

「ほんとに……ありがとう」




アトスと結婚して、新居で２人きりの生活を始めて慣れないこともあったけど……。夫婦になったことで、より彼の人柄を知る機会が増えて。

結婚してよかったと、心の底から感じていた。




【？？】

「ずいぶん買い込んでるな……。　それ、ひとりで持って行けるのか？」




【シャルレ】

「あ」




親し気な声にハッと顔をあげると、幼なじみの顔が目に飛び込んでくる。




【シャルレ】

「プランシェ……」




【プランシェ】

「手伝おうか？」




【シャルレ】

「じゃあ、これお願いできる？」




【プランシェ】

「肉に野菜…………か。ついでに魚はどうだ？　ニシンの燻製のスープとか」

「安くしておくぞ」




【シャルレ】

「そうだね！　スープのこと考えてなかったからちょうどいいかも。それに……」

「私もアトスも、プランシェの料理が大好きだから」




【プランシェ】

「嬉しいこと言ってくれるな」

「じゃあ、ちょっとうちの店に寄って行ってくれ。こっちの通りに新しいのを出したんだ」




【シャルレ】

「あれ、それってこの前出したお店とは別……？」




【プランシェ】

「ああ。　おかげ様で繁盛して、３店舗目を出せたんだ」




【シャルレ】

「えっ、３店舗目!?」




アトスと私が結婚を機にアジトを出たとき、プランシェも独立してアジトを出て、料理の腕を活かした惣菜を取り扱う雑貨屋を始めた。　味がいいのは分かっていたけれど……まさかほんの数年でパリに３つの店舗を持てるほど上手くいくなんて。




【プランシェ】

「今度の店は貴族向けに少し高級なものを揃えてるんだ」

「そこを足がかりに上流階級に取り入って、王宮御用達のお墨付きをもらったら次はパリを出て他の領地にも店を構えて、外国にも進出する！」




目を輝かせるプランシェの横顔は、昔から見ていたものとは違って精悍になっていた。




【シャルレ】

「もうそこまで考えてるんだ」

「料理だけじゃなく商売の才能もあったなんて……すごいね！　プランシェ」




【プランシェ】

「俺には剣の腕で国を守るなんてできないからな」

「他に自分にできることはないか考えて、そこにたどり着いただけだ。別にすごいことじゃない」

「お前こそ、銃士として活躍しながらちゃんと奥さんもやってるんだろ？　そっちのほうがよっぽどすごいと思うぞ」




【シャルレ】

「お互い成長したんだね」




【プランシェ】

「そうだな。でも、ここで満足してる場合じゃないからな」

「ニシンのスープ、後で感想聞かせてくれ。改善の参考にさせてもらうから」




【シャルレ】

「うん」




プランシェとの昔話に花を咲かせてから帰ると、陽が暮れ始めていた。




【シャルレ】

（もうすぐアトス帰って来るな。早くご飯の準備しなきゃ）




ニシンのスープを鍋にあけ、火にかけて温めながら味見をする。




【シャルレ】

「ん。やっぱり美味しい。このスープに合わせるなら、お肉は焼いたほうがいいな。どんな味にしよう……」




そんなことを考えながら、材料と調味料を手元に用意した。作り始める前に、どんな味になるかちゃんと考えてから調理する。それがいい味に仕上げるコツだ、とアトスに教えてもらったことがすっかり身についていた。




【シャルレ】

「お肉は焼きすぎると固くなるから、最初は表面だけこんがりさせて後は火からおろしてじっくりフライパンの中で……」




料理はどちらかというと苦手だったけれど、出来上がったものを美味しく食べてほしいと考えながらつくっているうちに自然と上達していった。




【シャルレ】

（喜んでくれるかな）




旦那さまの顔を想像しながら、夕飯の準備を進めていると……玄関が開く音がした。




【シャルレ】

（あ、帰ってきた）




【シャルレ】

「アトス、お帰りなさい」

「え……!?」




迎えに行った私の視界に真っ先に飛び込んできたのは、彼の顔ではなく……真っ赤な薔薇の花束だった。




【シャルレ】

「何、これ……」




【アトス】

「お前へのプレゼントだ」




【シャルレ】

「きれい…………何かいいことでもあった？」




目の前に差し出された花束を受け取ると、濃厚な薔薇の香りがふわりと揺れた。




【アトス】

「ああ。だからこれは祝いの花束だ」




薔薇に負けないくらいに満面の笑みを咲かせながら、アトスは私をギュッと抱きしめた。




【アトス】

「いつも俺を支えてくれるお前に感謝したくて買ってきた」




【シャルレ】

「そんなに喜ぶくらい良いことがあったんだ？」




花瓶に活けた薔薇の花をテーブルの上に置くと、一気に雰囲気が華やいだ。準備しておいた料理を並べ終えてテーブルに着くと、ようやくアトスは何があったのかを教えてくれた。




【シャルレ】

「え……銃士隊の副隊長になるの!?」




【アトス】

「みんなへの公表は明日になるが今日、親父から正式に任命された」




【シャルレ】

「おめでとう……！」




【アトス】

「この名誉は俺だけのものじゃない。シャルレがいなけりゃ、あり得なかったからな……」

「だから真っ先にお前に伝えて、ありがとうって言いたかったんだ」




【シャルレ】

「アトス……」




私の目に、彼を連想させるような情熱的な赤が映る。幾重にも重なった花びらに、アトスの想いが深く込められてるような気がして胸が熱くなってきた。感動に震えていると、ふとテーブルの上の料理が気になってしまう。




【シャルレ】

「……もうちょっと早く知らせてくれれば、普通の家庭料理じゃなくて、貴族風の豪華なものにしたのに」




【アトス】

「何言ってんだよ。これが俺にとって最上のごちそうだ。お前が作ってくれる料理は、いつだって最高だからな」




そう言いながら、カットした鹿肉を口に入れておいしそうに噛みしめる。




【アトス】

「うん、ハーブの下味もしっかりついてるし、お前ほんと料理上手くなったよな……」

「最初の頃は生焼けか黒焦げしかなくて、食べるのに勇気がいったもんだが」




【シャルレ】

「っ……」




しみじみとした声に、顔がカッと熱くなる。




【シャルレ】

「最近はちゃんとひとつひとつの工程を考えて丁寧に料理してるから、野菜もどういう切り方をすれば火が通りやすいのかとか分かるようになってきたし」




【アトス】

「手のケガもなくなったもんな」




【シャルレ】

「ナイフの持ち方からしっかり習ったからね。それもこれも、指導官の教え方が上手かったからだと思う」




開き直ってにっこりと目の前の人に笑いかけると……。




【アトス】

「フッ」




アトスは優しい目でこちらを見つめてきた。




【アトス】

「銃士隊に入隊してから、誰よりも鍛錬を積んで剣の腕もあげたし。お前ってほんと、努力家だな」




【シャルレ】

「全体訓練が終わった後も個別で練習に付き合ってくれてありがとう。でも、偉くなったら責任が増えて忙しくなるね」

「……これからは稽古に付き合ってもらうのも難しくなるかな」




【アトス】

「だからって他の奴に頼んだりするなよ？」




【シャルレ】

「え、なんで？　手が空いてそうな時に、アラミスとポルトスにお願いしようかなって思ったけど」




【アトス】

「どんなに忙しくてもお前の相手は俺がする。どうせ同じ家に住んでるんだし」

「何より……疲れた後にそのまま一緒にベッドになだれ込めば、朝にはすっかり癒される。その楽しみがなくなるのは嫌だからな」




【シャルレ】

「な、何言ってるの……」




真面目なムードから一転して空気を変えてくるから妙にドキッとしていると……。テーブルの下から伸びてきた脚が、私の脚に絡みついてきた。




【シャルレ】

「っ！」




【アトス】

「料理も剣も上達したがベッドの上でのマナーはどうだ？　それもたっぷり、教えたつもりだが……」




【シャルレ】

「し、知らない」




【アトス】

「口で利くより、実践したほうが早いか」

「──ベッドの上で」




【シャルレ】

「…………っ」




ロウソクの灯りを受けて、私を見つめる瞳が妖しく煌めく。熱を込められた視線に射抜かれ、胸がトクトクと……高鳴っていくのと共に。夜が、深まっていく。そして……。




２人だけの夜の時間が、やって来た。眠る準備を済ませて寝室へ入ると。




【アトス】

「ほら、来いよ」




【シャルレ】

「……うん」




先にベッドに入っていたアトスが、低い声で…………誘ってきた。




【アトス】

「ほら、来いよ」




ベッドの上に身を横たえながら、アトスがこちらを見つめてくる。




【シャルレ】

「……うん」




シーツの上に手をのせ静かに近づくと彼は私に手を伸ばして、そのまま抱き寄せた。




【アトス】

「髪、サラサラになるまできちんと梳いてきたんだな。それに……」




うなじにかかる髪がすくいあげられ、そのまま首筋に顔を埋めてくる。




【シャルレ】

「んっ」




アトスの鼻が首に触れて、思わず肩がぴくりとなってしまう。




【アトス】

「甘い香りを漂わせて、ちゃんと俺を誘う準備してきてるな」




寝る前にほんの少し甘い香水を身に付ける。それが貴族の女性の夜のたしなみだ、なんて言われて…………。その通りにやっているけど、何度やっても恥ずかしさが拭えない。




【シャルレ】

「これ、本当に上流階級では当たり前なの？」




【アトス】

「夫婦とはいえ、その気もない相手を無理やり抱くわけにはいかないからな。こうして甘い香りを漂わせてくれれば、食べていいって分かるだろ？」

「ご婦人の気持ちを尊重するルールだと思うが……問題あるか？」




【シャルレ】

「それは……」




【アトス】

「とにかく、おしゃべりは終わりだ」




【シャルレ】

「ん！」




いきなり唇を奪われて、息もできないほどに激しく口づけされる。




【シャルレ】

「アト…………ス……」




一気に跳ね上がった自分の鼓動を聞きながら、身体が熱く高まっていく。




【アトス】

「香りが濃くなったな。熟れて食べごろの合図だ」




火照る私をベッドの上に寝かせ、その首元にかぶりつくように……アトスが顔を埋めてきた。




【シャルレ】

「あ……ん……」




ピリッとするような刺激的な激しさは身体の中で甘く溶けていって。たっぷりの愛を注がれながら、濃厚な夜がすぎていった……。




心臓が壊れそうな程甘い夜をすごして、心地よい疲れに酔いしれながらぐっすりと眠っていると……窓から白い光が差し込んできた。




【シャルレ】

「ん……もう朝？」




重いまぶたをそっと開くと。目の前には、静かに眠るアトスの顔があった。




【シャルレ】

（気持ちよさそうに寝てる。任務で疲れてるはずなのに、遅くまで起きてたから……）




このままゆっくり眠らせてあげよう。そんなことを思って、ひとりベッドを抜け出し──時計を見てハッとする。




【シャルレ】

「え、もうこんな時間!?」




声のボリュームが調整できないくらいに驚いていると……。




【アトス】

「ん……どうした…………」




【シャルレ】

「アトス、起きて！　あと５分で朝礼が始まっちゃう!!」




【アトス】

「……」

「はぁ!?　今、何て言った」




【シャルレ】

「もう朝礼まで時間がないよ！　早く着替えて!!」




【アトス】

「今日の朝、みんなの前で副隊長就任の発表するって言ってたのに、こんな日に遅刻なんて……」




私たちは大慌てで隊服に着替え、宿舎へと走った……。




【シャルレ】

「ハァ、ハァ……」




【ポルトス】

「シャルレ、大丈夫？　ずいぶん息が切れてるみたいだけど」




【シャルレ】

「全力で…………走った……から」




【ポルトス】

「幸いまだ、隊長は来てないよ」




【シャルレ】

「本当……？」




【ポルトス】

「ああ」




【アトス】

「間に合ったか」




そのことにホッとすると、冷ややかな視線が飛んでくる。




【アラミス】

「完全に遅刻だ。新しく入った隊士たちの模範となるべく集合時間の前に来ているべきだろう」

「それを、真っ先に悪い見本となってどうする？」




【アトス】

「仕方ねえだろ。目が覚めたらとっくに時間がすぎてたんだから」




【ポルトス】

「朝、スッキリ起きれないほど昨日は激しい夜を過ごしてたのかな」




【シャルレ】

「え……」




フフ、という含みをもたせた笑みを浮かべながら、ポルトスが私のシャツに手を掛けてきた。




【ポルトス】

「……首元にアトスの痕が、くっきり付いてるよ」




【シャルレ】

「!!??」




私のシャツの第一ボタンを閉めながら密やかな声で告げてくるから、耳まで真っ赤になってしまう。




【ポルトス】

「まだまだお熱いようで何よりだけど隊長に見つかったら大変だから、気をつけて」




【シャルレ】

「……ありがとう」




顔を染めたままお礼を言っていると、アラミスと会話していたアトスが視線を飛ばしてくる。




【アトス】

「おいポルトス、距離が近すぎるぞ」




【ポルトス】

「そうかな？　友人として適切な距離だと思うけど」

「ねえ、シャルレ」




【シャルレ】

「う、うん……」

（さっきの会話、誰かに聞かれたりしたら大変だもん）




バラバラに暮らし始めたけれど、にぎやかなのは相変わらず。そんないつものやり取りをしていると……。




【ベルトラン】

「アトス！　朝礼の前に陛下に挨拶をするから城へ来いと言っておいただろう。なのに、何のんきに過ごしている！」




激しい雷が落ちてきた。




【アトス】

「あ……そうだった、やば」




【ベルトラン】

「まったく、お前という男は……」




顔を真っ青にするアトスを前に、父上は盛大なため息を吐いた。




【ベルトラン】

「シャルレもシャルレだ。妻なら、夫を支えるのが勤め。まだ未熟な２人でも、一緒になれば成長していけるだろう……」

「そう思って結婚を許したがどうやら判断を誤ったらしい」




【シャルレ】

「ごめんなさい……」




【アトス】

「いや、こいつは悪くねえ。俺が朝の予定を告げてなかったから」




【シャルレ】

「ううん。アトスが副隊長に就任したことは聞いてたもの。その挨拶に城に行くことくらい、考えておくべきだった」




【ポルトス】

「え、副隊長？」




【アラミス】

「アトスが？」




会話を聞いていた２人が、驚いた顔をする。




【ベルトラン】

「皆にはまだ伝えていなかったが……本日からアトスが銃士隊副隊長に就任することになった」

「…………と公表しようとしていたが、どうもたるんでいるようだからな。今から結婚を取り下げ、ついでに今回の昇進の件も考え直すことにしようかと……」




【シャルレ】

「え、待って父……」




【アトス】

「待ってくれ親父！」




真剣に悩むような表情を見せる父上に慌てると。アトスが声を上げて前に出る。




【アトス】

「昇進の話はまた後で活躍して挽回すればいい話だが結婚については無理だ！」

「俺はもう、こいつなしの人生なんて考えられないからな」




【シャルレ】

「っ」




そう言い切って、私の肩を抱き寄せる。それを見て、後ろにいた隊士たちがざわつく。




【隊士Ａ】

「お、総隊長の前で堂々と言いきった！」




【隊士Ｂ】

「さすがだアトス！」




【隊士Ｃ】

「あそこまでされると、いっそ清々しいな」




口笛まじりにはやしたててくる声に、恥ずかしさが募る。




【シャルレ】

「ちょ、ちょっとアトス何言ってるの……！」




【アトス】

「は？　絶対に譲れないもんの話してるだけだ。変なこと言ってるか？」




【シャルレ】

「そ、それは……ハッキリ言い切ってくれるのは嬉しいけど、ただタイミングが……」




【隊士Ａ】

「いいぞアトス！」




【隊士Ｂ】

「男らしい潔さだ」




その場にいる全員の視線を集めて、肩身の狭い思いをしていると……。




【ベルトラン】

「きつく言えば、少しは反省して自覚を促せると思ったんだが」




【ポルトス】

「どうやら逆効果だったみたいですね」




【アラミス】

「やはり、アトスの昇進の件は見直されたほうがよいのでは？」




【ベルトラン】

「うむ。本当にそう思えてきた」




苦笑いをしながら、父上はまたも盛大なため息を吐いた。




【シャルレ】

「副隊長の話、なくならなくてよかったけど。まったく…………恥ずかしいんだから」




あの後、父上が場を仕切り直し、アトスの副隊長就任の件は予定通り公表されたけれど。隊のみんなは、アトスというよりアトスと私を見て祝福の声をかけてきた。




【アトス】

「まあ過ぎたこと考えてても仕方ないだろ」




【シャルレ】

「もう……」




あっけらかんと言われたことに呆れていると、向かいからやってきた男の人が声をかけてくる。




【男性Ａ】

「お、アトス。朝から総隊長様のお怒りを買ったようだな」




【アトス】

「は!?　誰からそんなこと聞いたんだ」




【男性Ｂ】

「朝から怒られるなんて、うちのガキと変わんねえな。副隊長になったって噂聞いたが、あれはガセだったんだろ」

「てこたぁオレの勝ちだな」




【男性Ａ】

「クソッ、国王さまのお命救ったような英雄だから人柄はともかく、手柄で出世したと思ったんだがな」




そのやり取りから、２人がアトスの昇進の真偽で賭けをしていたのがうかがわれる。




【アトス】

「あのな……その言い方は気に食わねえが、ともかく喜べ。お前の勝ちだ」




【男性Ａ】

「は？　てことは……」




【男性Ｂ】

「まさか」




信じられない。信じたくない…………と言わんばかりに、私のほうへすがり付くような視線が向けられる。




【シャルレ】

「アトスは昨日、近衛銃士隊の副隊長に正式に任命されました」




【男性Ａ】

「本当か！　やったぜ、俺の勝ちだ！　ありがとなアトス」




【アトス】

「いや、そこは感謝じゃなくて祝いの言葉をかけるもんだろ……」




苦笑いしながらそうぼやいていると。




【？？】

「誉れ高き近衛銃士隊の副隊長だって？おい、ずいぶんと出世したなアトス！」




【アトス】

「ん、この声は……」




声がかけられた方向へと振り向くと、長旅をしてきたのであろうと思われる貴族の男性が立っていた。




【シャルレ】

（誰……？）




【アトス】

「お前……もしかしてエドガーか!?」




【エドガー】

「もしかしなくてもそうだ。十数年ぶりだな」




【アトス】

「ああ。俺が家を出て以来、会う機会はなかったからな……」




再会を喜び合うように固く抱きしめあう。その姿から、２人が相当親しい間柄なんだと伝わってきた。




【シャルレ】

「ねえアトス、こちらの方は？」




【アトス】

「ああ、こいつは……」




アトスが切り出そうとすると、エドガーと呼ばれた男性は帽子を脱いで一礼してきた。




【エドガー】

「ご挨拶が遅くなりすみません。アンディージョス男爵家の者でエドガーと申します」




【シャルレ】

「男爵家……」




【アトス】

「家同士の付き合いがあってな。かなり昔からの知り合いなんだ」




いつもは家のことを話したがらないアトスが、にこやかな顔でそう紹介してくれた。その表情から、彼との関係がとてもよいものだったのだと伝わってくる。




【エドガー】

「で、腰にレイピアを差した、こちらの勇ましいご婦人は誰なんだ？」




【アトス】

「俺の妻だ」




アトスから改めてそう紹介されると、なんだかくすぐったい気持ちになる。




【シャルレ】

「初めまして。シャルレです」




【エドガー】

「妻…………お前、結婚してたのか」




【アトス】

「ああ」




【エドガー】

「何だよ、知らない間に出世して、こんな素敵な女性を妻に迎えていたとは、まったく羨ましい限りだよ」




【アトス】

「お前は結婚は？」




【エドガー】

「まだまだだ。今は軍に入って、何かしらの手柄を立てなきゃいけない状態だからな」




【アトス】

「軍？　わざわざラングドックから数日かけてパリに出てきたのは軍に入隊するためなのか？」




【シャルレ】

（ラングドック……）




それはガスコーニュに近い地方で、フランスの国境の辺りに位置する、パリからは遠い場所だ。




【アトス】

「でもお前んとこの領地は気候も穏やかで、作物に恵まれたとこだろ」

「国境で交易も盛んで豊かなのに、なんでわざわざ嫡男のお前が軍に従事するんだ」




通常貴族たちは、それぞれが持つ領地から納められる税によって資産を増やしている。嫡男であれば領地に留まり、残された資産をそのまま受け継ぐ。そうしたことのできない次男以下が軍などに入り、手柄を立てて新たな領地を得ようとするのが普通だった。




【エドガー】

「銃士隊の人間なら知ってるだろ。あの……前宰相が起こした事件」




【アトス】

「ん、ああ」




久しぶりの再会だからか、エドガーはアトスがあの事件で活躍した三銃士のひとりとは知らないらしい。




【シャルレ】

（前宰相…………リシュリュー……）




数年前、あのときの短くて、けれども長い日々がふっと思い起こされる。その経験を経て私とアトスは結ばれたのだから、忘れることなんてもちろんできなかった。




【シャルレ】

「宰相である地位の人間が、国王陛下のお命を狙い国家を転覆させようとしていた……事件ですよね」




【アトス】

「それがどうしたんだ」




【エドガー】

「その事件以来、王宮や貴族、官僚たちの間では、ひとりの人物に権利を集中させるのは危険だという思想が広まっていてな」

「政府が、フランスの各地方の貴族に対して家を継ぐ嫡男を国に仕えさせるよう命じたんだ」




【アトス】

「つまり、謀反（むほん）を起こさせないよう人質に取る……てことか」




【エドガー】

「そう表現すると人聞きが悪いが、まあそんなところかな。とは言っても、別にそんな悪いことばかりじゃない」

「家を継ぐって大役がある以上、ある程度働いたら解放されるし、これは地方の貴族にとってはチャンスでもある」 




【シャルレ】

「チャンス…………？」




【アトス】

「功績を残せば、国に恩を売ることができる」

「そこまで活躍しなくても、上手く中央の人間とのパイプを築くことができれば面倒な社交界にマメに顔を出さなくても忘れられることはなくなるだろうしな」




【エドガー】

「さすが、察しがいいな」




【シャルレ】

「へえ」




【アトス】

「まったく、貴族のお偉方の世界ってのは何かと大変だな。まあ俺には関係ない話だ」

「せいぜい頑張れよ」




他人事のようにアトスが言い切ると、エドガーは不思議そうな顔をした。




【エドガー】

「関係ない……のか」




【アトス】

「どうした？」




【エドガー】

「いや、お前は昔に家を出てるしその後戻ったって話も聞かなかったからな」

「関係ないって…………俺もそう思ってたんだが」




【アトス】

「何だよ、煮え切らない言い方だな。何を気にしてんだ？」




【エドガー】

「ラ・フェール伯爵家からも、嫡男が軍隊に送られたって耳にしたんでな」




【アトス】

「な…………」




【シャルレ】

（ラ・フェール……）




その家の名を耳にして、目を見開くアトスの反応から察する。




【シャルレ】

（それが、アトスの家の名なんだ）




捨てた過去だから。そう言って、触れることなく来ていたけれど。




【シャルレ】

（継ぐはずだったアトスが家を出たのに、嫡男って……もしかして、兄弟でもいたのかな）




家族となったのに、夫のことについて深く知らないことが胸を刺した。




【シャルレ】

「アトスって……」




兄弟がいたのか、全然連絡を取っていないのか……。聞きたいことはあったけど、自ら質問をするのはやめておこうと思いとどまった。




【シャルレ】

（アトスが自分から話したいと思わないことを、無理に聞くのは止めよう）




そう思っていると……口を閉ざした私に代わり、今度はアトスが口を開いた。




【アトス】

「俺に兄弟はいない。一体、どういうことなんだろうな。母上に新しい子どもが授かるとは思えないし」




【エドガー】

「ああ、伯爵が新しい妻をめとったとかいうこともないだろう」

「今も奥さまが寄り添って社交界に出席しているということだったからな」




【アトス】

「そうか。それならどっかから養子をもらったのかもな。自分の言うことをよく聞く、利害の一致した相手を」




苦いものを口にしたかのように目を細める。そんな顔を見せたかと思うと、次の瞬間にはパッと元に戻っていた。




【アトス】

「まあそれも、縁を切った俺には関係のない話だ。見廻りの途中だ、俺たちは任務に戻るな」




【エドガー】

「そうだったな。俺も登城して入隊の手続きをしないといけないんだった」




【アトス】

「何かあったら、銃士隊副隊長を頼って来いよ」




【エドガー】

「頼もしい限りだ。だがすぐに、俺もお前と肩を並べるくらいの活躍をしてみせるからな」




【アトス】

「その日を楽しみに待ってる」




その声に手を振りながら、エドガーが去っていく。




【アトス】

「…………」




残されたアトスの横顔を見つめると、どこか遠くを見ているように、私の目には写った。




【シャルレ】

（気にならない、そんな素振りしたけど、やっぱり気になってるんだ……）




何より、私自身が気になっていた。そんなことを考えながら見廻りの任務を終え、何事もなく無事に一日を終えて……家へと帰った。




【アトス】

「ん、美味いな。このスープ。どうやって作ったんだ？お前、さらに腕を上げたな」




夕飯の席で、アトスが明るい調子でそう声をかけてきた。




【シャルレ】

「それ、昨日と同じものだよ。プランシェのお店で売ってる一番人気のスープなの」




【アトス】

「え、あ……そうなのか？」




普段のアトスだったら、舌が敏感だから私が作ったものかそうでないかくらい容易に見分けられるはずだ。




【シャルレ】

「ねえアトス、気になってるんでしょ？」




【アトス】

「何をだ？」




【シャルレ】

「ご実家のことだよ」




【アトス】

「いや、別に……俺はもう関係のない人間だ。ラ・フェール家がどうなろうと、関係ない」




【シャルレ】

「これはアトスだけの問題じゃないよ。私たちの問題。だから、私にも関係のあることなの」




【アトス】

「？」




きょとんとしてスプーンを置くアトスの隣へと移動して、その手を、そっと握る。




【シャルレ】

「結婚して、家族になって……アトスは私の父上とも家族となった」

「けれど私は……まだ一度もあなたのご両親にお会いしてない」

「実家との繋がりは切れて、過去のことだから……て気にしないようにしてたけど、こんな風に話題に上ったらさすがに無視できないよ」




【アトス】

「……」




【シャルレ】

「私がお会いしたいの」




【アトス】

「会って、どうするんだ……」




【シャルレ】

「ご挨拶したい」

「本当は結婚の前にお会いするべきだったんだろうけど。それはもうできないから……せめて、結婚しましたって報告くらいさせてほしい」




【アトス】

「会っても後悔するだけだぞ。きっとまともに話を聞こうとなんてしないだろうからな」




【シャルレ】

「それでも、直接お会いできただけで全く知らない今の状態よりは、少しお近づきになれるわけでしょ？」

「せっかく家族としての繋がりができたんだから……このままお互いに無視したままは嫌なの」




【アトス】

「シャルレ……」




切々と語った言葉は、確かにアトスに届いたのだと思う。右手を握る私の手に、彼の左手が乗せられて、そこから熱がしっかりと伝わってきたから。




【アトス】

「お前って努力家だけど、それって裏を返せば諦めが悪いとも言うよな」




【シャルレ】

「そうだよ」




【アトス】

「毎日こう囁き続けられたらたまったもんじゃないからな……一度会って、諦めさせた方が手っ取り早そうだ」




【シャルレ】

「それじゃ……」




【アトス】

「パリに別邸がある」

「息子を国の中央へ送り込んで顔を売ろうってしてるんなら、そこに滞在して社交界に出てるはずだ」




【シャルレ】

「なら、その別邸に行ってみれば会えるかもしれないんだね」




【アトス】

「ああ……早速、明日行ってみるか」













第２章　初めての家族




【アトス】

「ここだ」




貴族街の一角。とある一軒の屋敷の前でアトスが立ち止まった。




【シャルレ】

（パリの中にこんな立派な別邸を持ってるなんて。いつも気軽に声をかけてくれてる街のみんなが知ったら、相当驚くだろうな）




そんな他愛もないことを考えていると、柵の向こうから上品そうな声が聞こえてくる。




【夫人】

「本日は私共のお茶会にお越し下さりありがとうございます」




身なりの整った男女が揃った茶会の席で、ひとり立ち上がり挨拶をする。青いドレスの貴婦人を見て、アトスが目元を緩めた。




【シャルレ】

「あの方が、アトスのお母さん？」




【アトス】

「ああ。久しぶりに見るが、最後に会ったときから変わらず元気なようだ」




【シャルレ】

「綺麗な方だね」

「笑ったときの表情、アトスとそっくり髪の色も同じだし」

「どちらかというとお母さん似？」




【アトス】

「そう言われてきた。おかげで、救われたと思っている」




それは、父親に似なくてよかったという意味なんだろう。




【シャルレ】

（やっぱり……お父さんとのわだかまりは大きいんだ）




私は、父上も母上も尊敬していて大好きだから。家を出て縁を切ろうと考えるほど、家族と深い確執を持っていることが悲しく感じてしまう。




【シャルレ】

「ねえ、それで……」




【アトス】

「親父はいないようだ。こういう社交の場には、必ず顔を出す主義だからな」

「今あそこに座っていないということは出かけてるんだろう」

「挨拶するなら今のうちだ」




【シャルレ】

「……」




父親の目を盗んでこっそりと挨拶をする。それでは、本来の目的からは外れてしまうけれど……。少しでもアトスとご家族が歩み寄れるのであればいいかと考えながら、門へと向かおうとする。




けれど……。




【貴婦人】

「まあ、綺麗な顔立ち。こんなに美しいご子息が社交界にデビューされたら、たちまち会場のお嬢様方を虜にしてしまうんじゃない？」




【アトス】

「……」




子息、という言葉に反応して庭に視線を向けると……。金髪の髪を煌めかせる、人形のように整った顔立ちの青年が微笑んでいた。




【？？】

「嬉しいお言葉、ありがとうございます」




【貴婦人】

「夫のある身であることが悔しく思われるわ」




【紳士】

「おい、何を言ってるんだ。年を考えなさい」




【貴婦人】

「あら、恋に必要なのは情熱。年齢は関係ないわ」




積極的な貴婦人の言葉に、その場に参加する誰もが笑う。




【アトス】

「誰だ、あいつ」




【シャルレ】

「見覚えはないの？」




【アトス】

「……ないな。一体どこから連れてきたんだ」




関係ない、と口にしていても──やはり、自分の代わりに息子となった相手の正体が気になるらしい。社交の場を華やかに盛り上げる青年をジッと見つめていた。




【？？】

「そこの２人、何をしている」




【シャルレ】

「っ！」




背後から厳しい声をかけられてドキリとしてしまう。




【シャルレ】

「あ、あの……」




立ち止まって庭を眺めていたのだから不審者と思われてもおかしくはない。慌てて弁解しようとすると……。




【アトス】

「ん、お前…………もしかしてブルーノか？」




かっちりと制服を着こなした、年配の警備兵が険しい表情を驚きのそれに変える。




【ブルーノ】

「そういう貴方は……アトス様!?」




【アトス】

「やっぱりそうか！　まだこの家に仕えてたんだな」




【ブルーノ】

「それはもちろん。私の曽祖父の頃から、我が家はラ・フェール家にお仕えしておりますから」




【アトス】

「制服が立派になったな。てことはあれか、ただの一警備兵から警備長にでも昇格したか」




【ブルーノ】

「ええ、そうです」

「パリは何かと物騒なことが起こりやすい場所なので、領地に滞在しているよりも危険が増すため私自ら精鋭を選りすぐり、今回の旅に同行しております」




代々ラ・フェール家に仕えてきたと言っていたから、恐らくアトスが生まれた時から知っている間柄なのだろう。親密な雰囲気が、とてもよく伝わってくる。




【アトス】

「そうか。俺も先日昇進したばかりだが、お前も偉くなったんだな」




【ブルーノ】

「昇進……ですか。アトス様は今、何を？」




【アトス】

「近衛銃士隊の副隊長だ」




【ブルーノ】

「あの、誉れ高き銃士隊の……しかも副隊長！　もしや今日は、そのことを伯爵にご報告に来られたんですか？」

「今はご不在ですが、すぐにお戻りになる予定です。きっとお喜びになられるでしょう」




【アトス】

「あ、いや……」




アトスが言葉を濁していると、楽しくお茶を飲んでいた夫人がこちらにやって来る。




【夫人】

「そこにいるのはブルーノ？」




【ブルーノ】

「はい、奥様」




【夫人】

「大きな声を出していたようだけど、一体何？　揉め事？　問題が起きたなら、報告…………」




そこで言葉が止まる。目の前の青年が誰なのか気づいたのだろう。




【アトス】

「和やかなお茶会の雰囲気を邪魔してしまったのなら申し訳ありません」

「母上」




【夫人】

「あなた…………アトス、なの？」




【アトス】

「はい、お久しぶりです」




【夫人】

「そんな、まさか……また会えるなんて」




口元を扇で隠し、小さな嗚咽をあげた。




【侍女】

「奥さま、皆さまがお待ちです。どうされたのですか」




肩を小刻みに震わせながら、けれどもかけられた声にすぐに顔を上げる。自分の泣いている姿を見せまいとする堂々とした態度に、気品とプライドを感じた。




【夫人】

「ほんの少しだけ席を立ちます」

「すぐに戻りますから、その間皆さまを退屈させないようお茶とお菓子を振る舞っておいて」




【侍女】

「はい」




深く頷いて侍女が去ると、夫人はこちらを見つめてきた。




【夫人】

「こんな柵越しでは話しづらいわ。屋敷の中に入って。ブルーノ、案内をお願い」




【ブルーノ】

「ハ！　奥様」




ブルーノの後をついて屋敷の中に入ると……。先ほど柵越しに眺めていたアトスのお母さんが立っていた。間近で眺めると、やはりアトスは母親似なんだと改めて感じる。




【アトス】

「いきなりの訪問、お許しください」




【夫人】

「ええ、本当に。本当に驚いたけれど……でも、いいの。こうして会いに来てくれたのだから」




細い腕を伸ばして、頭ひとつ高いアトスを愛おしそうに抱く。親子の絆は切れてなどいないのだと、その感動の対面が教えてくれた。




【アトス】

「今日は、私の妻を紹介しようと挨拶に参りました」




【夫人】

「妻？　あなた、結婚したの？」




【アトス】

「何も報せず申し訳ありません。ですが、彼女とは家同士の結婚ではなく、心から愛した証としての婚姻を交わしたので」




【シャルレ】

「シャルレと申します」




【夫人】

「シャルレ…………さん」




【シャルレ】

「いきなりのご訪問、失礼しました」

「パリに来られているのでは、と聞いて居ても立っても居られなくなり、こうして挨拶に伺わせていただきました」




【夫人】

「アトスはこうと決めたら意地でも動かない子だからあなたの強い助言あって、こうして来てくれたのでしょう」

「私たちを再会させてくれてありがとう……シャルレさん」




【シャルレ】

「いえ……この家に皆さんがいらしてるんじゃないですか」

「そう教えてくれたのはアトスです。こうして会いに来たのは、彼自身が望んだことです」




【アトス】

「おい」




【シャルレ】

「本当のことでしょう？」




【アトス】

「っ……」




二の句が継げないアトスを見て、お母さんは嬉しそうに微笑んだ。




【夫人】

「それで、今は何をしているの？」




【アトス】

「近衛銃士隊の副隊長を務めています」




【夫人】

「まあ！　先の宰相の事件の折りに国王陛下を救ったというあの銃士隊の。なんて誇らしいんでしょう」




【？？】

「それならきっと、お父様もお喜びになられるでしょうね」




【シャルレ】

（あ……さっきの）




にこやかな笑顔を浮かべたまま、さきほど庭で見かけた青年が部屋に入ってきた。




【？？】

「これじゃ僕がラ・フェール家の嫡男として、軍に入って活躍する必要はなくなっちゃったかな」

「張り切ってこの家の名を上げようと気合入れていたんだけど」




困ったように眉尻を下げる彼に対し、アトスは冷静な顔で告げる。




【アトス】

「いや、俺はこの家に戻る気はない。ただ結婚を知らせておこうと思って来ただけだからな」




【夫人】

「アトス…………」




きっぱりとした物言いに、夫人が表情を硬くする。




【シャルレ】

（やっぱり、戻って来て欲しいと願うのが母親……だよね）




先ほどからの態度から見て、それは痛いほど伝わってくる。




【アトス】

「どこの誰かは知らないが……この家のことはお前に任せる」

「て、いきなり現れた俺に言われても微妙だとは思うが、ともかく家の為に……」




【？？】

「何言ってるの、兄さん」




【アトス】

「ん？」




【？？】

「どこの誰か知らないって……それ本気で言ってる？」




美しいエメラルドグリーンの瞳を丸めて見つめてくる青年の顔を、アトスは何度もじっくりと眺める。




【？？】

「やだなあ……僕は兄さんに久しぶりに会えて嬉しいのにすっかり忘れてるなんて」




【アトス】

「久しぶりって……」




【？？】

「僕だよ、僕。昔よく一緒に遊んでくれたでしょ？」

「マリウスだよ」




その名前が出た瞬間。




【アトス】

「ああ！」




アトスは目も口も開いて、驚きを声に出した。




【アトス】

「お前…………あの、泣き虫マリ坊か!?」




【マリウス】

「その呼び方はやめてよ」

「アトス兄さん、僕のことが分からなかったんでしょ？」

「それくらい成長したってことだと思ったんだけど……違う？」




【アトス】

「あ、いや……まあ確かに。あんときの面影ないくらい、いい男になったとは思うぞ」




【マリウス】

「でしょ？　じゃあもうやめてよね。恥ずかしいから」




彼の正体が分かった瞬間、アトスの中にあった警戒心が一気に砕けた。




【シャルレ】

「アトス、知り合いだったんだ」




【アトス】

「ああ……まあ。こいつが生まれた時から知ってたんだがあの頃はほんっとチビで俺がちょっと何かしただけで、びーびー泣いてたんだ」




【マリウス】

「兄さんは声が大きいから。笑い声ですら人を威嚇してるみたいだったからだよ」




【アトス】

「笑い声で威嚇って……俺は熊か？」




【マリウス】

「身体が小さかった僕にとっては、そうも見えてたと思う」

「だから怖くて」




【アトス】

「んで、ロシュフォールの後ろによく隠れてたよな」




【シャルレ】

（ん？）




【アトス】

「びびりで泣き虫なお前が、軍なんかでやってけるのか？」




【マリウス】

「だからもう、あのときとは違うって言ってるでしょ」




【シャルレ】

「ね、ねえちょっと待って」




ポンポンと弾む昔話の中で、気になる名前が出てきて思わず会話の流れを止めてしまった。




【アトス】

「どうした」




【シャルレ】

「いや、今…………」

「ロシュフォールって言わなかった？」




【アトス】

「ん、ああ」




【シャルレ】

「どうしてここで、彼の名前が出るの？」




まさかの人物の登場に驚いていると。




【マリウス】

「兄をご存じなんですか？」




マリウスが、さらに驚きの発言をしてきた。




【シャルレ】

「兄って……」




【マリウス】

「僕は今、ラ・フェール家の人間ですが以前は、マリウス・ラ・トゥール・モンパシエと名乗っていました」

「ロシュフォール・ラ・トゥール・モンパシエの弟です」




【シャルレ】

「ロシュフォール・ラ・トゥール・モンパシエ……」




呪文のように名前を口の中で反芻はんすうすると。




【ロシュフォール】

「ククッ……！　そうか……これがその力か……！」




激しい雨を浴びながら、愉しげに笑うロシュフォールの顔が思い浮かんだ。




【シャルレ】

（アトスを敵視して、煽るためなら私も利用するあの冷酷で非情な男と……兄弟？）




明らかに、私の中のロシュフォールと目の前のマリウスのイメージが結びつかなかった。




【シャルレ】

「全然似てない……」




思わず本音を漏らしてしまうと、マリウスは複雑そうに笑った。




【マリウス】

「そう言っていただけて、内心ホッとしてます」

「彼は天才的な剣士で、幼い頃は憧れていた尊敬の兄ですが今となっては前宰相と画策してフランス国王を脅かした逆賊ですから似ていると言われると少し複雑な気持ちになるので」




【シャルレ】

「…………」

（そう、だよね）




ロシュフォールがリシュリューと手を組み、何をしてきたのか。その野望を打ち砕いた私たちは身をもって知っている。どう言葉をかけたらいいのか、迷って何も言えずにいると……。




【マリウス】

「そんな顔は似合いませんよ」




【シャルレ】

「え」




マリウスは私に歩み寄り、そっと右手を取った。




【マリウス】

「僕は今はラ・フェール家の者ですから。ロシュフォールの弟ではなく、あなたの義弟です」

「よろしくお願いしますね義姉さん」




にこ、と微笑んで、唇で私の手の甲に触れてくる。そのあまりにも柔らかな感触に、ドキッとしてしまった。




【マリウス】

「白ユリのように毅然と咲き誇っているほうがお似合いですから、どうか顔を上げてください」




手の甲にキスをしたかと思うと、翡翠ひすいのような瞳で真っすぐに見つめてくる。




【シャルレ】

（この目…………覚えがある……）




美しい宝石のような冷たい輝き。その光は、ロシュフォールが抱いていたものと同じだった。




【シャルレ】

（……て、似てないって思ったのに、なんで）




明るくにこやかなマリウスから、ロシュフォールが持っていた昏い感情を感じた気がして、慌てて頭を振ると。




【マリウス】

「どうしました？　眩暈でも？」




間近に迫ってきた整った顔立ちに、ドキッとしてしまう。




【シャルレ】

「あ、いえ、何でも……」




【マリウス】

「こうして近くで見ると、本当に美しい方だ」




【シャルレ】

「え……っ」




いつの間にか、キスをされた手を掴まれた上に背中にまで手を回されて……抱き寄せられるような恰好になっていた。




【マリウス】

「こんな女性と家族になれただけでも嬉しいことだけど、もう誰かのものになってしまったと考えると……残念ですね」




【シャルレ】

「っ!!」




甘い顔と、甘い声。見た目以上にしっかりと筋肉のある腕に抱かれて…………ドキドキが止まらない。




【アトス】

「おい！」




そんな私の身体を、アトスの強引な腕がさらう。




【アトス】

「いつまで見つめ合ってんだよ。俺以外の男に見惚れてんな！」




ぶっきらぼうだけどストレートな物言いに、慌てて口を開いた。




【シャルレ】

「ヤキモチ妬いてるんだ？」




口を開いたとたん、そんな言葉がポロリと落ちた。それに対してアトスは……。




【アトス】

「当たり前だろ。お前は俺の妻なんだから。他の男に触られていい気分するわけないだろ」




やっぱり、気持ちをストレートに言葉にする。それが、とても嬉しかった。




【シャルレ】

「そう…………だよね。ごめん」




顔がにやけてしまうのを止められずにいると、アトスは軽く首をかしげて私をそっと解放してくれた。




【アトス】

「それにしても……まさかお前が、ラ・フェール家の養子になるとはな。モンパシエ家はどうなったんだ」




【マリウス】

「国王陛下を狙うような大罪を犯す者を出してしまったから……爵位も領地も取り上げられたんだ」




【アトス】

「……」




【マリウス】

「それで、フランスにいられなくなった父上は外国へ。もうモンパシエを名乗れなくなった僕は、古くから付き合いのあるラ・フェール伯爵を頼って…………」




【アトス】

「……そうか」




【マリウス】

「実の兄についてはとても残念だけど……でも僕、知ってるんだ」




【アトス】

「何をだ？」




【マリウス】

「リシュリューの陰謀で解隊に追い込まれた銃士隊の中で隊の復活を信じ、誇りを胸に彼らの陰謀を打ち砕いた三銃士の話。あの、三人の銃士のひとりはアトス兄さん何でしょう？」




【夫人】

「そうなの？」




【アトス】

「あっ……」




突然きらきらした期待の目を向けられたじろぐアトス。自分の行いを美化して自慢する気はないのは知っていたけど、事実は事実だからと…………。




【シャルレ】

「本当です」




代わりに、私が頷いた。




【アトス】

「あ、おまっ」




【シャルレ】

「本当なんだからいいじゃない」




【アトス】

「いや、だけど」




【夫人】

「まあ……！　国を救った英雄だなんてこんなにも誇れることはないわ」




【マリウス】

「やっぱりそうだったんだ」。義理の兄がそんなに誉れ高い人だなんて、社交界で話題にしたら誰もが注目するだろうな……」




一気に打ち解けた空気になり、その場がワッと盛り上がる。




【アトス】

「ば、やめろ」




【マリウス】

「何で？　こんなに自慢できることはないのに」




【アトス】

「あれは俺の手柄ってわけじゃないアラミス、ポルトスの協力があったからだし何より…………」




そこで言葉を区切って、私のほうへ視線を送る。




【アトス】

「そもそも、シャルレと出会わなければ俺たちは希望を取り戻すことなんてできなかったんだ。だから……全員で成し得たことだってことを、皆にきちんと知ってもらいたい」 




アトスの真剣な言葉を聞いて、マリウスが興味深そうにこちらを見てくる。




【マリウス】

「三銃士と共に剣を握っていた女剣士がいたとも聞いたけどもしかして……」




【シャルレ】

「それは私だよ。私の父は、近衛銃士隊総隊長のベルトラン・カステルモール。父が国を裏切るなんてこと、絶対にあり得なかったから……アトスたちにお願いして真実を明らかにしたの」




【マリウス】

「そっかそんな過酷な運命の中でアトス兄さんと出会い、そして……２人は恋に落ちたんだ。神によって導かれたとしか言いようのない夫婦だね。羨ましいくらいお似合いだよ」




【シャルレ】

「……あ、ありがとう」




手放しの絶賛に、なんだかむずがゆくなってしまう。




【シャルレ】

「何だか恥ずかしいね……」




【アトス】

「だから言わずにいたんだよ」




アトスが自ら言い出さなかった理由をようやく実感する。




【夫人】

「ともかく、あなたは自慢の息子だわ。ぜひとも皆さんに紹介させて」




【マリウス】

「そうだね。せっかくお招きしたのに、主催が長らく席を空けているのも失礼だよ。兄さんたちもぜひお茶会に出席していって」




【夫人】

「いま席を準備させるから」




【アトス】

「あ、いや」




アトスが夫人を引き止めようとした、そのときだ。部屋のドアがギィと開き…………。




【？？】

「せっかく招待に応じていらしてくれた客人を放っておいて一体、何をしているんだ」




【夫人】

「……！」




【アトス】

「っ」




低く、厳しい声が響いた途端。部屋の中の空気が一瞬にして凍りついた。そして、誰もがドアの前に立つひとりの紳士を見つめて青ざめた…………。




【夫人】

「申し訳ありません、あなた」




【アトス】

「……親父」




【ラ・フェール】

「…………」




【シャルレ】

（この方が……アトスの……父上）




【アトス】

「……親父」




【ラ・フェール】

「…………」




【シャルレ】

（この方が……アトスの……父上）




厳然とした雰囲気でその場の空気を支配する、伯爵。アトスの持つ明るい雰囲気や、赤い髪はお母さん似だと思ったけれど、迫力のある身体つきや風格は父親譲りなんだと……そう感じた。




【ラ・フェール】

「今後パリでの地盤を固め、我が家の名を王家の方々のお耳に入るほど高めるには今回お呼びした賓客ひんきゃくの方々との繋がりが要。それを理解していると思ったが」




【夫人】

「もちろん十分に理解しています。けれど、我が家の名誉なら……っ」




口を挟もうとした夫人の言葉を、無言の視線が威圧する。この家の主人に対して、反論するなどあり得ないのだと……その絶対的な圧力が伝わってくる。




【ラ・フェール】

「……そんな大切な方々を差し置いてこんなところで、誰とも分からぬ者の相手をしているとは」




【アトス】

「……」




アトスに対して目もくれようとしない。けれども確実にその場に、誰が立っているのか分かった上での発言だと感じられた。




【ラ・フェール】

「マリウス。改めてご挨拶に行くぞ。私の息子はお前だけなのだから。私に恥をかかせるな」




【マリウス】

「はい」




簡潔に返事をし、頷く。それは、絶対服従を意味しているようで……伯爵は満足そうに軽く頷いた。




【ラ・フェール】

「お前も早く来なさい」




【夫人】

「は、はい」




伯爵がマリウスを伴って部屋を出ていく。そのことを気にかけながら、夫人が無言で立ち尽くすアトスを見た。




【夫人】

「あの人を怒らせてしまったのは、お客様を放置した私の失態のせい。それさえなければ……」




必死に取り繕う母親に向かい、アトスは悲しそうな笑みで首を横に振った。




【アトス】

「すべては俺が原因だ」




【夫人】

「アトス、そんなことはないわ、だから……」




【アトス】

「早く追いかけた方がいい。後であの人に責められるのは母さんなんだ。残念ながら、俺が変わってやることはできない。視界にも入ってないようだからな」




【夫人】

「……でも、また会えるわよね……？」




【アトス】

「パリにいれば必ず」




そのかすかな希望を胸にしまって。夫人はようやく部屋を後にした。




【アトス】

「……俺たちも帰ろう」




【シャルレ】

「うん」




ズシ、と重たいものが胸に宿る。想像していた以上に、アトスと父親との関係は溝が深く……。安易に埋めようとすることは、焼け石に水なんだと実感した。




【アトス】

「あーあ……せっかくの休日だってのに妙な思いさせて悪かったな」




ずっと無言だったアトスが家に帰ってきた途端、明るい声でそう言い出した。




【シャルレ】

「そんな」




【アトス】

「気が重くなって疲れただろ。夕飯作る気力残ってないんじゃないか？　真っすぐ帰ってこないで、どこかで食べてくりゃよかったな。まあ今からでも……」




【シャルレ】

「アトス、ごめんね」




【アトス】

「ん？　急に何謝ってんだ？」




優しい顔をしたままそんな風に聞いてくる。それが、アトスの気遣いだとヒシヒシと感じる。




【シャルレ】

「実際に会えば……何かが変わると思ったの。意見が対立して決別したとしても何年も経った今なら、お互いに考えも変わって……」




【アトス】

「お前が俺と、俺の家族のことについて心配して会いに行こうって言ってくれたことには感謝してるよ」




【シャルレ】

「え……」




【アトス】

「まあ、父親は予想どおり昔のまんまだったが母さんとはゆっくり話すことができた。自慢の妻も紹介できたし、マリウスが家に入って今後は安泰だってことも分かった。今回のことは良いことのほうが大きい」

「だから……お前が気に病むことは何もないさ」




そう言って、ポンポンと頭を撫でる。大きい手の感触は、とても優しくて……おかげで気持ちが落ち着いた。




【シャルレ】

「アトス」




【アトス】

「ん？」




【シャルレ】

「私、別に疲れてないし、夕飯の準備するね。正式に副隊長になったお祝いと、アトスの家族と会えたことを祝ってフルコースの貴族料理にしようと思う！」




しんみりする必要はない。湿った雰囲気はいらないのだと感じて、両手を握りしめてグッと気合を入れるところを見せると。




【アトス】

「おい、今から始めたら食べるの夜中にならないか？　明日は任務があるだろ」




【シャルレ】

「分かってるなら手伝ってよね」




【アトス】

「副隊長をコキ使うなんざ、かなり生意気な見習いだな」




【シャルレ】

「な、もう２年も経ってるんだよ。いい加減見習いはないでしょ」




【アトス】

「３年だ。隊に入って３年経ってようやく一人前になるんだよ。それまではまだまだ半人前の見習いだ」




【シャルレ】

「なら、副隊長として見習いの腕がどれほどのものになったのか隣で成長を見守ってそして……気になったときには救いの手を差し伸べて」




【アトス】

「結局、手伝えってことか」




ハハ、という笑いがオレンジ色の陽光の中で揺れる。




【シャルレ】

「早く準備しないと、本当に夜中になるから」




そう言ってキッチンへ踵きびすを返した直後。




【アトス】

「シャルレ……っ」




【シャルレ】

「え」




彼の両腕が、私をギュッと抱きしめてきた。
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【シャルレ】

「アトス……？」




突然のことに、振り向こうとしたけれど。隙間なんてないほどに強く抱かれて、動ける余地なんてなかった。




【アトス】

「こっちは見るな、そのままで聞いてくれ」




【シャルレ】

「そう言われると見たくなるんだけど……アトス、今どんな顔してるの？」




【アトス】

「情けない顔だろうな……」




【シャルレ】

「さっきまでのカラ元気、もう使い切っちゃった？」




【アトス】

「お前なあ……そうやって、無理して笑ってたっての簡単に見破るなよ」




【シャルレ】

「だって、夫婦だよ？誰よりもそばでアトスを見てきたんだから……すぐに分かるに決まってるでしょ」




【アトス】

「……頼もしい奥さんだな。シャルレと結婚して、本当によかった」




【シャルレ】

「っ……」




とろけてしまうかと思うくらい、優しい声で囁いて。アトスはその顔を、私の首元へと埋めてきた。温かな吐息を肌で感じて、アトスへの愛おしさが胸に広がっていくのを感じる。




【シャルレ】

「ねえ、アトス……やっぱり傷…………ついた？」




【アトス】

「俺はガラスのハートを持った少年じゃねえぞ。あんなことくらいでいちいち傷つくかよ。ただ単純に、呆れたというか肩透かしを食らって力が抜けた……てとこだ」




【シャルレ】

「呆れたって……お父さんに？」




【アトス】

「何にも変わってない。昔と、全然変わってなかった…………あの人は」




【シャルレ】

「それに対してアトスは……変わった」




家を飛び出したあと、父上に拾われてどう変わっていったのか……。それは聞いて知っている。そこから、ロシュフォールとの因縁の対決に決着をつけ、どう変わったのかも見てきた。




【アトス】

「俺はお前たち親子から、家族って何なのかをたっぷりと教えてもらった。家族として結ばれた絆は、血の繋がりよりも強くて温かい。そういうことを身をもって教えてもらったからな……何ていうか、怖いもんなしだ」

「そんな今の俺からしたらあの人は、ただ家の名ばかりを気にしてる小さい人物に見えて何でこんな相手に恐れすら抱いてたんだろうって……がっかりした」




訥々とつとつと語られる言葉は、アトスの心からの声なんだと感じる。ともすれば弱音を吐いているとも取れるけど……。私は、逆にアトスの強さを感じられた。自分の弱い部分をさらけ出すことができる人は強い。そしてそれを、私に伝えてくれたことが嬉しかった。




【アトス】

「俺の中にあったわだかまり、全部溶かしてくのな……お前。心の底から、お前に出会えたことを感謝してる」

「愛してるよ……シャルレ」




名前と共に落とされた、耳元へのキス。とくん、と胸が跳ねるのを抑えられなかった私は……。２本の腕の拘束を解いて…………自らアトスに抱き着いて、キスをした。




【シャルレ】

「私も、愛してる。心の底から……アトスを愛してるよ」




再び交わした口づけの合間に見えた彼の顔は、夕日よりもさらに温かな光を放っているような……優しく満たされた表情を浮かべていた。




結局フルコースをつくる時間も、材料も足らなくてキッチンにワインを持ち込んで、簡単なつまみを作りながらつまんでいく手軽な形で夕食を済ませた。ほろ酔いの気分でベッドに入り、迎えた翌朝──。




【シャルレ】

「……あれ」




いつもなら私よりも遅く起きるアトスの姿が、見当たらなかった。




【シャルレ】

「私より先に起きるなんて、どうしたんだろ」




きょろきょろとその姿を探しながら、寝室を出ると……リビングから香ばしい匂いがしてきた。




【アトス】

「お、起きたのか」




【シャルレ】

「わあ、美味しそう……！」




目の覚めるような赤い薔薇が飾られたテーブルの上には。




【シャルレ】

「これって、アンヌ王妃がブルターニュ地方に行ったときに口にして気に入って最近宮廷料理に取り入れられたっていう……ガレットだよね？」




ぷるんとした目玉焼きとハムがのせられた、焼きたてのガレットが置かれていた。




【アトス】

「宮廷料理人の知り合いに聞いたら作り方を教えてくれてな。試してみたんだ」




【シャルレ】

「食べていい？」




【アトス】

「ああ、そのために作ったんだからな」




アトスが用意してくれた珍しい朝食はほんのり塩味が効いていて、生地のこんがり焼けたカリッとした食感と、上に乗っていた目玉焼きと、厚めに切られたハムのジューシーさが相まって、ほっぺたが落ちそうなくらい美味しかった。




【シャルレ】

「アトスすごい！　天才……！」




【アトス】

「それほどじゃないが……もっと褒めていいぞ。確かにそれくらいの出来だからな」




昨日持ち帰って来た感情は、一晩経てすっかり消えたらしい。清々しいほどの笑顔を見せるアトスを見て、より料理を美味しく感じていると。




【伝令係】

「早朝から、失礼いたします！　アトス副隊長はおいででしょうか」




【アトス】

「ん？」




緊急を知らせるような、固いノックの音と強張った声が……リビングに響いてきた。













第３章　忍び寄る不穏




【伝令係】

「早朝から失礼いたします！アトス副隊長はおいででしょうか」




強張った声が響いてきて、すぐにドアを開けて迎える。




【アトス】

「どうした？　何かあったのか」




【伝令係】

「銃士隊に緊急招集がかけられています。全員宿舎前へ集合せよとのことです」




【シャルレ】

「緊急……」




まだ朝早い時間の、突然の招集。否が応にも胸が嫌な音を立てた。




【アトス】

「分かった、すぐに向かう」




【伝令係】

「いえ、アトス副隊長は至急城へとお向かいください。総隊長がお待ちです」




【アトス】

「城……そうか。ここはもういい。次の場所へ伝令に向かってくれ」




【伝令係】

「は！」




アトスの言葉を受け、足早に去っていく。その足音と、速まった鼓動が重なる。




【シャルレ】

「今までこんなことなかった……よね」




【アトス】

「そうだな。隊が復活してからは特に大きな事件は起きてなかったからな」




【シャルレ】

「何が起きようとしてるんだろう」




不安に顔を曇らせる私の肩に、大きな手がポンとのせられる。




【アトス】

「それはこれから教えられるんだ。無駄に想像していらねえ不安を抱え込むな」




【シャルレ】

「でも……」




【アトス】

「情けない顔するな。お前は銃士隊士だ。いつでも胸張って堂々としてろ。じゃなきゃ、市民まで不安にさせちまうだろ」




【シャルレ】

「っ……」




【アトス】

「大丈夫だ。何があっても、親父と俺が隊を率いるんだ。これ以上に心強いことなんてあるか？」




ニコッと笑うその顔を見ると、曇り空に太陽が差したように心の中が明るくなる。




【シャルレ】

「……そうだね」




【アトス】

「そうだ。すぐに着替えて、出るぞ」




【シャルレ】

「はい！」




最後にパン、と背中を叩かれ、気合が入った気がする。すぐさま私たちは隊服に着替え、屋敷を後にした。




宿舎前の広場へと向かうと、すでにほとんどの隊士たちが集まっていた。




【隊士Ａ】

「俺、昨日夜中まで任務だったのに……」




【隊士Ｂ】

「全員こんな早くに集めるってことは相当緊急な用件なんだろうな」




【隊士Ｃ】

「噂では、スペインが国境付近に迫ってきてるって話だぜ」




【シャルレ】

（スペインが？　ということは……）




【隊士Ａ】

「最近、貴族の坊っちゃん方がこぞって軍に入隊してるって聞いたがあれは戦争の為の準備だったのか」




【シャルレ】

（戦争…………）

「！」




思わぬワードに気を取られているところに、ポンと肩を叩かれ思わずびくりとしてしまう。




【シャルレ】

「だ、誰!?」




慌てて振り返ると、同様に驚いたような顔をする【ポルトス】が立っていた。




【ポルトス】

「ごめん、驚かせる気はなかったんだけど呼びかけても反応なかったから……」




【シャルレ】

「え……あ……ごめん、ちょっと考えごとしてて」




【アラミス】

「アトスのことか？　まだ来てないようだが、こんな時まで寝坊か？」




【ポルトス】

「副隊長になったから、別に呼び出されたんじゃない？　隊長もまだ来てないみたいだし」




【シャルレ】

「うん。父上とアトスは、城へ呼ばれてそっちに行ってる」




【アラミス

「……そうだったか。アトスが副隊長という実感が湧かないからな。つい忘れてしまう」




【ポルトス

「つい一昨日任命されてたばかりだろ」




【シャルレ】

「ちゃんと覚えてあげて」




アラミスのいつもの調子にホッと心が和む。おかげで肩の力が抜けた。




【シャルレ】

「それで、今回のこと……スペインが国境付近に攻めてきたって噂を聞いたけど、２人は何か知ってる？」




【アラミス】

「そのことなら耳に入っている」




【シャルレ】

「やっぱり……本当なんだ」




【アラミス】

「だが、迫ってきているのはスペインだけではない。今この国は各国から狙われている。どこから攻められてもおかしくない状態だ」




【シャルレ】

「え……」




周辺の国々から狙われていると聞いて、心臓がドクンと強く高鳴る。




【シャルレ】

「どうして……」




【アラミス】

「あの国王陛下暗殺の事件以降、ルイ陛下が自ら政治に力を入れ始めたものの、どうしても、リシュリューが抜けた穴は大きい」




【ポルトス】

「リシュリューは、私財を投じて自分専用の諜報機関のようなものを作っていたらしい」




【シャルレ】

「諜報…………」




【ポルトス】

「周辺国に間諜（スパイ）を放って重要な情報を収集し何かが起きそうになると水面下で交渉して先手を打っていたとか……そういうの、外国だけじゃなく王宮とかフランス各地の主要な貴族の屋敷にも放ってたみたいでだから彼は、あっという間に国の政治を支配するまでに登りつめたんだ」




今後、二度と同じような事件を起こさせないために徹底的にリシュリューを調べている中で判明したらしい。




【アラミス】

「敵に回すと厄介な相手だが、味方としてはこれ以上ない優秀な男だったということだ……」




【シャルレ】

「妙な野心なんか持たず、素直に政治をしていてくれればよかったのに」




【ポルトス

「本当にね」




私が漏らした本音に、２人は頷き返してきた。




【シャルレ】

（この国の脅威がなくなって、様子を見ていたけど今のフランスなら容易に攻め落とせる。そう判断した…………てことか）




聞いた情報を頭の中で整理していると、アラミスが静かに口を開いた。




【アラミス】

「とはいえ、政府も馬鹿ではない。このような状況になることを予測して、事前に準備をしていた」




【シャルレ】

「それって……貴族の嫡男を軍に入るよう呼びかけてたこと？　軍力の強化を図ってたんだよね」




【アラミス】

「ああ、貴族の嫡男であればすでに誇りと責任を持っている。いちいち軍で教育する必要がなく、即戦力となる」




国を守ることが目的で編成されている陸軍騎兵隊は、王に仕える私兵隊と位置されている銃士隊とは異なり、名門貴族の子息しか入隊が許可されない。それぞれ幼少のころから剣術の指南を受け、それなりに腕を磨いてから入るとはいえ、子息とはいえ家を継がない次男以降と家督を継ぐ重責を担った長男とでは、心持ちが大きく違う。




【アラミス】

「……が、狙いはそれだけではない」




【シャルレ】

「え……それだけじゃない、って」




【ポルトス】

「今まで、各領地はそこを治める領主のものとして王宮との結びつきは弱かった。けれど、今回の軍入隊を通して政府と各地方の貴族との繋がりを強化してフランス全体の国力増加を狙ってるんだよ」




【アラミス】

「陸軍騎兵隊を率いるのはコンデ大公。王家とも血の繋がりのある、貴族の中の貴族とも呼べる人物だ」




【シャルレ】

「大公の元に各地方の貴族の嫡男が集まり、共に戦い抜いて絆を深めれば、それは自然とフランス全土の貴族たちと王家の絆も深まることになる……」




アトスの旧友のエドガーやマリウスと会ったときには、政府が目を光らせて各地の貴族の力を削ぐため、とか、貴族たちからすれば、成果を出して家の名をあげるため、とか……。あまり好意的な印象はなかったけれど改めて違う見方をしてみると、フランスをひとつにしてみんなで力を合わせて外国から国を守ろうということになるんだと、納得した。




【ベルトラン

「皆、集まっているようだな」




そこへ父上とアトスが現れ、隊士たちは整列して姿勢を正した。




【ベルトラン】

「こうして集まってもらった理由については、恐らく察しはついているだろう。スペインが国境付近に軍を配備しているという情報がもたらされ、これに対抗し、陸軍が派遣されることが決定した。国境の領地を巡っての戦争となる」




隊長である父上から飛び出した言葉は噂で飛び交うそれとは重みが違い、誰もが深く受け止めていた。




【ベルトラン】

「銃士隊は半数がこの地に留まり、普段どおりパリの治安維持の任務に就き、もう半数が陸軍と共に戦地へ赴く。どう分けるかについては、副隊長からの説明を聞くように」




そう言って父上が下がると、代わりにアトスが前に立った。




【アトス】

「では、これから編成について詳細を話す」




【ポルトス】

「俺は残留組か……」




パリへ残り、今までどおり治安維持に務める部隊のリーダーとしてポルトスが任命された。




【ポルトス】

「それにしても、リーダーになって皆をまとめるなんて……俺に務まるかな」




【アラミス】

「私は前線か。剣を振るい、敵を退ければいいのだろう。腕が鳴る」




アトス、アラミスは陸軍と共に戦地へと赴き、割り振られた部下を引き連れ前線に立つことになった。そして……。




【シャルレ】

（私も、戦地に）




前線に立つことはなく、後方支援として食料や武器、弾丸など物資を届けたり、ケガ人を医療テントへと運ぶチームのリーダーに任命された。




【アトス】

「以上、出立は明後日の朝だ。それまでに各自、装備を整えておくように」




解散の言葉が響き渡ると、とたんに隊列は崩れ、皆硬い表情をしながら帰っていった。散り散りになる人をかきわけ、先ほどまで前に立っていたアトスが私の元へとやって来る。




【アトス】

「かっちこちに硬い表情してるな……」




【シャルレ】

「だって、緊張してるんだもん」




感じていることを素直に口に出すと、アトスはフッと笑った。




【アトス】

「そうだな。お前にとっては初めてのことだ。そうなるのも仕方ない。だが、あんまり硬くなりすぎるのも考えものだ…………てことで、行くか」




【シャルレ】

「え、どこへ？」




そう尋ねるも返事はなく……。アトスは私の手を握って、どこかへと向かって歩き出した。




【シャルレ】

「ねえ、どこに行くのか教えてくれないの？」




【アトス

「秘密のほうがワクワクするだろ」




【シャルレ】

「そう言われても」




【アトス】

「じゃあ、デートだってことだけ伝えておく」




【シャルレ】

「デートって……」




【アトス】

「とっておきの場所に連れていってやるから、楽しみにしてろ」




それは、アトスなりの気遣いなんだとは感じた。けれど……戦場へ行くための剣の手入れや馬の準備などをしなければいけない。それが頭の中を占めていた。




【シャルレ】

「でも……」




言いかけて、握られていた手がぐいと引かれてアトスとの距離が縮まる。




【アトス】

「これ以上反発するなら、その口を塞ぐぞ？」




【シャルレ】

「なっ……何、言って……」




顔を真っ赤にして口を閉ざすと、アトスは優しい眼差しを向けてきた。不意打ちの表情に心を掴まれ、何も言えなくなると……




【アトス】

「さっき、出立までに装備を整えろと言ったが、それよりも重要なことがある」




今度は穏やかな声で語りかけてきた。




【シャルレ】

「重要なこと……？」




【アトス】

「覚悟だ。人は目的と覚悟を持つと強くなる」




【シャルレ】

「目的と覚悟……。それが、これから行く先で見つかるの？」




【アトス

「それはお前次第だ。とにかく付いて来い」




【シャルレ】

「うん、分かった」




アトスが私をどこかへと導こうとしてくれている。それが伝わってきて、黙って従うことにした。すると…………。




サンジェルマンアンレー城に隣接する大聖堂を有した城へとたどり着いた。




【シャルレ】

「え……ここって」




【アトス】

「かつての宰相さまの城、だ」




【シャルレ】

（リシュリューの城……）




今は人気のないその城の階段を、アトスは登り始めた。




【シャルレ】

（こんなところで何を見せようとしてるの？　リシュリューがいた場所で、どんな目的と覚悟が見つけられるっていうんだろう）




不安とも期待とも言えない不思議な気持ちが胸の中に渦巻きはじめる。壁面に反響する靴音を聞きながら、ただアトスを信じて一段一段登り──やがて最上部へとたどり着いた。




【アトス】

「ここだ」




【シャルレ】

「……」




ギィ、という音と共に、閉ざされていた扉が開いていく。そして、その先の光景が目に飛び込んできた。




【シャルレ】

「え……」




そこには清廉な香りが立ち込める、見事としか言いようのない……空に浮かぶ庭園が広がっていた。




【シャルレ】

「何、これ。こんなところに…………庭？」




真っ青に広がる空に浮かぶ、白い木蓮の花。枝を広げて咲き誇るその姿は、堂々としていて圧倒されるほどの美しさだった。




アトス

「もう数年ここには人が住んでいないが……降った雨が循環して植物に行き渡るように造られているらしく、人の手がしばらく入らなくても、庭が生きていくようになってるんだと」

「たく、国を乗っ取ろうと考えながらこういうものも造ってたんだからな。よっぽど暇だったのか、あの男は」




一歩踏み出せば、両脇に淡く色づいて花を広げる薔薇に目を奪われる。




【シャルレ】

「すごい……綺麗……」




そこは風の音と鳥のさえずりに包まれていて……心が静かに満たされていくような感じがした。




【アトス】

「こっちへ来てみろ」




花々に目を奪われている私を誘って、アトスは柵のある場所へと移動する。庭の端であるそこからは、パリの街並みを一望することができた。




【アトス】

「リシュリューの悪だくみを洗いざらい調べてるうちに偶然この場所を知ったんだ」




【シャルレ】

「パリが……遠くまで見渡せるね」




【アトス】

「こんなところに立って、あいつは何を考えてたんだろうな」




【シャルレ】

「あー疲れた、とか？　国を乗っ取る計画を立てながら政治もちゃんとやってたんでしょ？　だとしたら、頭の中混乱して大変そうだよね……」




【アトス】

「プ、ハハ。確かに忙しくて疲れてそうだな！」




思わず馬鹿げた発言が口を出たのは、空が近くてそのぶん心が軽くなったからだろうか。私の緊張が解けて穏やかになったのを確認すると、アトスは遠い目をした。




【アトス】

「……何を考えてたか、なんて想像したってどうせ正解なんか分からねえし。分かったところであいつのやったことは許されることじゃないだけど……ここからこのパリを見ていると守らなきゃ、って気持ちにならないか？」




家々が並び、整備された通路を人や馬が行き交う。そこに、たくさんの人たちが仕事をし暮らしているんだということが伝わってきた。




【シャルレ】

「……そうだね皆、生活してる。明日を生きるために働いているのが伝わってくる」




活気があるのは平和である証。この日々の営みを守りたい、と自然と胸が熱くなってきた。




【アトス】

「戦争になれば、今までのような街中での小競り合いとは比べ物にならない激しい戦いになる。そう考えると恐ろしくなってくる」




そう語るアトスの手が、ほんの少しだけれど震えているように見えた。




【シャルレ】

（アトスももしかして……怖い？）




そんな気がしてそっと手を取ると、彼は私を見てフッと笑った。




【アトス】

「俺には何があっても守りたいものがある。それは、シャルレだ」




【シャルレ】

「……アトス」




素直な言葉は、そのまま胸に響いてきて……感動が呼び起こされる。




【アトス】

「けど、お前だけ守れればいいってわけじゃない。お前と始めた結婚生活も守りたい。それには、いつも声をかけてくる街の奴らも守らないと駄目だ。じゃないと笑顔が消えちまう」




そう言って、アトスは私を抱き寄せて親指で軽く頬を撫でてきた。




【アトス】

「シャルレが笑ってなきゃ。ずっと笑ってられる生活を守らなきゃ意味がない。そのために俺は戦う。命を懸けて戦い、けれども必ず無事に帰って来る……そういう覚悟を持って」




【シャルレ】

「命を懸けながら、それでも必ず無事で帰って来るんだ……」




【アトス】

「難しいことだけどな。けど、そうしないと本当に守りたいものは守れない」




そう言って、アトスは私の額にキスを落とした。




【アトス】

「お前が絶対に譲れないものはなんだ？」




【シャルレ】

「同じだよ。アトスと同じ……私たちを見守ってくれる皆の笑顔と生活を守りたい」




【アトス】

「いい顔だ。やっぱり、お前を妻に選んだのは正解だったな」




【シャルレ】

「アトス……私こそ、いい夫を持ててよかったって思ってる」




いつの間にか心の震えは治まり、確固たる信念がそこに芽生えていた。




【シャルレ】

「ありがとうアトス。私は自分のできる精一杯のことをして、フランスを守るよ」




お互いの覚悟を確認するかのように。私たちは口づけを交わした…………。




戦争への恐怖から、緊張していた私にアトスが見せてくれたもの。それは……命を賭けても守りたいと思えるパリの街並みだった。美しい建物が並ぶその街の中で、笑いながら生活をする人々。彼らの日常を守ることが私の使命なんだと……改めて確認することができた。




【シャルレ】

「アトスはどうしてそんな風に、私に必要なものが分かるの？　的確に私の不安を取り除いてくれるよね……何か特殊な能力でも持ってる？」




【アトス】

「んなもんあるわけないだろ。ただ、思ったんだよ」




【シャルレ】

「何を？」




アトス

「ここを発見して、真っ先に。ああ……お前にも見せてやりたいって」




言いながらアトスは街を見下ろせる柵から離れ、庭園の中を歩き始めた。そこここに咲き乱れる花の香りに包まれながら、ベンチへと腰を下ろす。




【アトス】

「この庭に繋がる階段を見つけたとき、その先にはおぞましい拷問部屋でもあるんじゃないか……なんて考えてた。なんせ人をだまして利用し、国を乗っ取ろうなんて考えるような大悪党だったからな。ここの主は」




【シャルレ】

「……でも、扉の先にはこんなに美しい庭があった」




アトスの脇に空けられたひとり分の場所に、私もそっと腰かける。視線が低くなったことで、咲き誇る薔薇たちとの距離が近くなった。




【シャルレ】

「ここに座ると、薔薇の香りが強くなるね」




たっぷりの甘い香りを肺いっぱいに吸い込んだ。そうすると、身体の中から浄化されていくんじゃないか……そんな錯覚を覚えるほどに心も体もリラックスした。




【アトス】

「花ってすごいよな」




【シャルレ】

「え」




【アトス】

「何も言葉を発しないのに、その姿と香りだけで、人の心を掴むんだから」




【シャルレ】

「急に詩人みたいになったね」




【アトス】

「空が近いせいか、何だか解放された気分になるからな……感じたことをそのまま言葉にしたくなったんだよ」




そう言って、ベンチの座面に置いた私の手に自分の手を重ねてきた。伝わってくるぬくもりが優しくて、惹かれるようにアトスを見つめると─手の感触よりも温かな瞳が待っていた。




アトス

「お前って、花みたいだよな」




【シャルレ】

「何それ……それもこの庭が言わせてるの？」




照れ臭いセリフを笑ってごまかそうとしたけれど。それを許さないように、アトスは真っすぐに私を見つめてきた。




アトス

「俺にそう感じさせるのは、お前自身だ」




【シャルレ】

「っそんな……そんなこと……今まで言われたことない」




アトス

「お前が出会ってきた男たちは全員、お前の本当の魅力に気づかなかったんだな。そいつらに見る目がなかっただけだ」




優しい言葉で迫りながら、重ねていた手をずらし指の間に指を侵入させ、キュッと絡ませてきた。




【シャルレ】

「……っ」




普段触れられることのない、指と指の間に刺激を受けてくすぐったい。




【アトス】

「水がなければ枯れてしまう。かといって自分から動くことのできない弱い植物なのに、それでも見る人を惹きつけ、その香りで心を和ませる」




【シャルレ】

「……」




手をベンチに固定され、身動きが取れない私の耳元に口を寄せる。




アトス

「弱い部分もありながら強く咲き誇り、側にいる人間に勇気を与えるところが花のようだ」




【シャルレ】

「っ！」




耳たぶに触れるか触れないかの距離で囁くなんて、卑怯だ。温かな吐息が肌に触れて、否が応にも体温が上がってしまうのだから。




【シャルレ】

「アトス、近い」




アトス

「わざと距離を詰めてるんだから当たり前だろ」




【シャルレ】

「もうちょっと離れて」




【アトス】

「俺を魅了してやまないお前が悪いんだろ」




【シャルレ】

「私は別に……」




アトス

「頬を薔薇のように色付かせてるのに？」




【シャルレ】

「これは……アトスが」




【アトス】

「甘い香りを漂わせてるのに？」




そう言って、顔を私の首元へと埋める。




【シャルレ】

「そんな……香りしない……」




【アトス】

「いや、してる。蜜のように甘くて美味そうな匂いだ」




【シャルレ】

「お願い、駄目……離れて」

（じゃないと、私……）




キスもされていないのに、うっすらと汗がにじみそうなくらい身体が熱く、火照り始めていた。今まで、何度も迫られてきたけど。こんな風に言葉でじわじわと口説かれたことなんてないから、どういう対応をしていか分からない。




【シャルレ】

（頭が爆発しそう……！）




どうしようもなくなって、ギュッと目をつむった。すると、かすかな笑い声が耳を撫でた。




【アトス】

「お前って気丈なくせに、口説かれるのには慣れてないよな」




【シャルレ】

「え…………」




砕けた雰囲気にそっと目を開けると。そこにはいつものアトスがいた。




【シャルレ】

（もしかして……からかわれた!?）

「アトスは逆に、そういう口説き文句言うの慣れてるよね。一体今まで何人の女性に、そういう風に囁いてきたの？」




意趣返しとばかりに責めるように発言すると、アトスは平然とした顔で。




【アトス】

「女を花に例えるのは決まり文句だからな。正直、回数なんて覚えてない」




そう言い切った。




【シャルレ】

「な…………っ」




【アトス】

「だけど今まで、一度だって……気持ちが伴ったことはないな」




【シャルレ】

「……」




悪びれる様子もないことに呆れかけたのに、急に真剣な表情に切り替えるから文句が出てこなかった。




【シャルレ】

「からかったと思えば、そんな風に真面目な顔をして……人を弄ばないで」




【アトス】

「お前を花のようだと思ったのは真実で口説きたいと感じたから口説いたのは事実だ。からかうつもりなんて微塵みじんもない」




【シャルレ】

「!!」




からかわれた方がよかった。希望に反して、アトスは心の奥底を見つめるように私を見つめてきて……。やっぱりどう対応すればいいのか、熱の回った頭では分からなかった。




【シャルレ】

「こ、これ以上は……ほんとに無理。もう、私…………耐えられない……」




アトス

「身体に熱がこもって仕方ないか」




【シャルレ】

「……うん」




素直に頷き返すと、ベンチに座る私の腰を抱いて緑の芝生の上へとおろして、そのままごろんと仰向けに寝かせる。瑞々しい芝生が肌に触れて、ひんやりと気持ちいい。そう感じながら疑問符が浮かんだ。




【シャルレ】

「アトス……？」




どこまでも澄んだ青い空をバックにして、彼はふっと口元だけを緩める笑みを浮かべた。




【アトス】

「思考が止まるほど熱くさせたなら、そうさせた責任をとって冷ましてやるよ」




【シャルレ】

「え、それって……んん……っ」




柔らかな芝生に私の両手を縫い止めたまま、唇を奪いにきた。




【シャルレ】

「ん、アト…………ス……」




声を出そうとするのを、何度も深いキスに遮られ……息をするのも苦しくなってようやく、彼は唇を離した。




【アトス】

「お前の中の熱、俺が奪ってやる…………てことだ」




【シャルレ】

「これじゃ、体温が下がるどころか上がる一方なんだけど……」




【アトス】

「それならそれで限界まで行けば発散されるだろ」




【シャルレ】

「もう、適当なんだから、こんなことするために、ここへ私を連れてきたの？」




呆れ気味に呟くと、尖らせた唇についばむようなキスをしてくる。




【アトス】

「そういう気は全くなかったんだけどな。単純に、お前を勇気づけようとしか思ってなかった……けど」




【シャルレ】

「けど……？」




【アトス】

「ここに満ちた花の香りに刺激されたのか。お前が欲しい気持ちが抑えられなくなった」




そう語るアトスの上から、白い花びらがひらひらと舞い降りてくる。それはまるで、天使の羽根のようで。幻想的な美しさに、心が奪われる。




【シャルレ】

「……そうだね。ここにいると、頭の中の声より心の声の方が強くなる気がする」




【アトス】

「なら、素直にそれに従えばいい」




花びらと共に降りてきた、羽のように軽いキス。何度も何度も降って来るそのキスの雨を受け止めながら……。




【シャルレ】

「うん、そうだね」




身体の奥から沸き起こる衝動に身を任せ。アトスと私は、甘く極上な時間をたっぷりと味わった…………。




【隊士Ａ】

「いよいよ明日か」




【隊士Ｂ】

「そうだな……」




次の日を迎え、私たち後方支援部隊は指示された場所から、宿舎へと補給物資を運搬するよう命令が下された。




【シャルレ】

「みんなも戦争は初めて？」




【隊士Ａ】

「はい。自分はつい数週間前に入隊したばかりなので」




父上のあらぬ容疑が晴れ、見事銃士隊が復活を遂げてから……。国王を救ったという英雄として銃士隊が見直され、憧れを抱いて入隊する希望者は後を絶たなかった。




【隊士Ｂ】

「私は解隊騒ぎのあった以前から所属しており、復帰の際に改めて入隊したので一度だけ出征したことがあります」




【シャルレ】

「そっか……どんな感じだった？」




【隊士Ｂ】

「そのときは前線に立ち、敵軍を見事退けることに成功しました」




【シャルレ】

「そうなんだ。とても立派な功績をあげたんだね」




【隊士Ｂ】

「ええ。ですから……」




【シャルレ】

「？」

「どうしたの……？」




【隊士Ｂ】

「なぜ今回、後方支援に回されたのかと思いまして」




言いにくそうに声を潜めながら、けれども語ったその言葉から彼の本音が見えてきた。




【シャルレ】

（戦争に対する恐怖はないみたいだけど……不満があるんだ）




これをこのまま放置していてはいけないと、そう……感じた。




【シャルレ】

「目いっぱい剣を振るって、時には銃も用いて戦っているとお腹が減らない？」




【隊士Ｂ】

「それは……もちろん」




【シャルレ】

「ケガもするし、道具が壊れることもあるよね？」




【隊士Ｂ】

「はい。激しい戦いの中では、どうしてもそういった問題は発生します」




【シャルレ】

「けれども前線に立つ人たちは、そういった細々としたことを考えずに、前を向いて戦い続けなければいけない。それを……あなたは身をもって知ってるんだよね」




【隊士Ｂ】

「もちろんです」




【シャルレ】

「なら、前線の兵士が全力で戦うために余計なことを考えずに済むよう、支援することの大切さを誰よりも知ってる」




【隊士Ｂ】

「っ！　そ、それは……」




【シャルレ】

「私たちが考えなければいけないのは、勝利じゃない。いかに死傷者を出さずに勝利するか……だよ。後方からの支援がなければ、それを成し遂げるのは難しい。そのことを心に強く刻み込んでおいてほしい」




【隊士Ｂ】

「はい！」




目的と覚悟。何を目指してどんな心持で戦場へ臨むのか。今何を言うべきかが、アトスのおかげですんなりと出てきた。決意を固めた彼の様子に、他の隊士の士気も上がったような気がする。




【シャルレ】

（ありがとう、アトス。私をちゃんと導いてくれて）




そんなことを思っていると、拍手の音が聞こえてきた。




【？？】

「さすが、リーダーの言うことは違う。風格が出て来たみたいだな」




【シャルレ】

「？」




そんな声をかけられてハッと振り返ると……そこには見覚えのある人物が立っていた。




【シャルレ】

「プランシェ」




【プランシェ】

「うちの商会で用意した物資を取りに来る部隊のリーダーの名前を見て驚いたよ。そんなのお前に務まるのか？　て一瞬思ったけど心配は無用だったみたいだな」




【シャルレ】

「うちの商会って……あ、そうか。この場所ってプランシェのお店の場所だったね」




地図が書かれた紙を頼りに来たから、それが何の店なのかまで考えていなかった。




【シャルレ】

「それじゃ、補給物資って……」




【プランシェ】

「俺が考えた長期保存可能な携帯食だ。ハーブをたっぷり入れて、味や香りや食感を今までのよりもずっとずっとよくしてあるからな。街から遠く離れたところでも、食べることに不満は抱かせないぞ」

「まあとりあえず試食してくれ」




店の中へと招き入れられ、差し出された試食品をみんなで口にしてみると……




【隊士Ｂ】

「これは……！　前に自分が口にしていたものとは比べ物にならないほど美味しいです」




【隊士Ｃ】

「パサパサの硬いパンや干した果物を想像してたんで、こんなに爽やかな香りと柔らかな食感があるなんて」




その場にいたみんなが口々に絶賛の声をあげると、プランシェは胸を張ってニヤリと笑った。




【プランシェ】

「だろ？　戦争が始まりそうだって噂をいち早く聞きつけて、軍に売るチャンスだと思って前から考えてたアイデアを形にしたんだ。これを貴族の人間が口にして気に入ってくれれば、うちの名があがるからな。味はもちろん栄養の面でもきちんと考えてあるぞ。これは食糧としてだけじゃなく、薬としての効能もあるんだ」




【隊士Ａ】

「それはすごいですね」




【シャルレ】

「……」

（プランシェってば、逞しいな）




戦争と聞いて、不安になるどころかそれを商機と捉えて実際に行動してしまうのだから。その大胆さに何も言えずにいると、プランシェがこそっと耳打ちしてきた。




【プランシェ】

「……今日、景気づけに料理とワインを持ってアジトに行くつもりだけどお前たちも来るだろ？」




【シャルレ】

「そうなんだ、もちろん行くよ。アトスには私から伝えておくね」




【プランシェ】

「ああ、頼む。俺にできるのはこれくらいだからな。パーッと派手に送り出してやるよ」




プランシェから大量の食糧を受け取ると、他の店から薬や包帯などの食糧以外の物資なども受け取って、私たちは宿舎へと運んだ。それぞれの役目を終え、迎えた夜…………アジトに懐かしの顔がそろった。




【シャルレ】

「……久しぶりに来るから前みたいに散らかってるかなって思ったけど片づいてるね」




そんな第一声を放つと、ポルトスが力なく笑った。




【ポルトス】

「いや、うん……数時間前まではシャルレの想像どおりだったんだけどね」




【アラミス】

「凄腕の家政婦が、あっという間に片づけたんだ」




【プランシェ】

「誰が家政婦だ、誰が！」




私たちよりも先に来ていたプランシェが、見るに見かねて掃除をしたらしい。やっぱり相変わらずなんだと、笑いがこぼれてしまった。




【ベルトラン】

「全くひどい有様だったが、あっという間に綺麗に掃除してしまった。その手慣れた感は、どこの貴族でも家政婦長として欲しがるくらいだと思わず感心してしまったぞ。いや、これでパリで急成長を遂げる商会の会頭でなければうちの屋敷で雇いたいくらいだ」




【プランシェ】

「士爵まで何言ってるんですか……」




さすがに父上相手には激しく突っ込むことができなくて、うなだれながら反論するプランシェを見て、みんなの笑い声があがった。アトスが、どうせなら親父もと声をかけたことで、いつもの集まりがさらににぎやかになった。




【ベルトラン】

「それで、お前たちはちゃんとやっていけているのか？」




テーブルの上にプランシェの特製料理を並べて食事が始まると、父上は私たちに話題を振ってきた。




【シャルレ】

「もちろん。掃除も洗濯も、料理だってちゃんとやってるよ？」




【アトス

「最初の頃はどれも荒々しくてヒヤヒヤしたけどな」




【シャルレ】

「もう、それは別に言わなくてもいいことでしょ？」




【ベルトラン】

「じゃじゃ馬な娘だとばかり思っていたが……きちんとやっていけているようだな」




【プランシェ】

「ほんと。昔は料理も裁縫もできなくて、何かあるたび俺が面倒見てたのにそういえば今日、部下を引き連れてうちの店に来た時に……」




【シャルレ】

「ちょっと待ってプランシェ。そのことは……」




【ポルトス】

「何かあったの？」




【シャルレ】

「そんな、みんなに聞かせるようなことじゃ……」




【プランシェ】

「ひとつの部隊をまとめるリーダーらしいこと言ってたんだ。それ見て、成長したな……て思わず目を見張ったよ」




【アトス】

「へえ、そんなことがあったのか。やっぱりこいつをリーダーに据えて正解だったな」




【ベルトラン】

「うむ。いささか不安があったが……お前の見立ては間違っていなかったようだな」




【アトス】

「だろ？」




【シャルレ】

「アトスの見立てって……それじゃ、今回の人員配置って」




私にも、ポルトスにもアラミスにもそれぞれ部下が割り当てられ、指示を出す役目が与えられている。それはすべてアトスからの提案だったと父上が語った。




【ポルトス】

「そうだったの？　それにしても何で俺に、総隊長たち不在の銃士隊を任せたりしたの……正直、力不足を感じてるんだけど」




【アトス】

「そうか？　お前にぴったりだと思ったから俺はその役目を与えたんだ。ポルトスはいつでも一歩引いたところから物事を見ている。見ようによっては余裕をかまして、ふざけた態度って風にも取れるが、落ち着いて状況を判断する力に長けていると俺は思っている」




【ポルトス】

「……まいったね。そう自信満々に言われると、自分でもその気になってくるよ」




【アラミス】

「では、私にも人員を預け、前線部隊のリーダーに据えたのにも理由があるのか」




その問いかけに、アトスは頷いた。




【アトス】

「お前は残念ながら人望は薄い」




【シャルレ】

「え……ちょ、何言ってるのアトス」




長所を挙げるのかと思いきや、いきなり中傷から入るから驚いていると……




【ベルトラン

「まあ落ち着いて最後まで聞きなさいアトスの言葉を聞いて、私は提案を受け入れたのだから」




【シャルレ】

「……はい」




父上からそう声をかけられ、アトスの次の言葉を待つことにした。




【アラミス】

「そのことについては私も承知している。けれども、リーダーにした理由は？」




【アトス】

「人望は薄いが、カリスマ性はある。お前の剣の腕は人を惹きつけるものがあるからな。例え苦境に追い込まれても、アラミスの剣さばきを目にすればもしかしたら活路を見いだせるかもしれない。そう思わせる強さがある。どんなに訓練を積んで準備を万端にして臨んだとしても、戦場じゃ何が起こるか分からねえ」

「そんなときに頼りになるのは、その場にいる人間だけだ。だから俺は、お前をリーダーに据えた」




【アラミス】

「そうか」




アラミスは冷静に言葉を受け取った。もしこれが、アトスの適当な言葉だったなら……こんな素直に受け入れることはなかっただろう。




【シャルレ】

「…………」

（そんな風にみんなのこと、見てたんだ）




副隊長という肩書がアトスに相応しいものだと知って、何だか私まで誇らしい気持ちになっていると……アトスと視線が交わった。




【アトス】

「何にやついてんだ？」




【シャルレ】

「え」




【シャルレ】

「冷静に、的確に人を見抜くアトスがかっこいいなって思って……惚れ直してたところ」




耳打ち際でそっと告白すると、アトスはほんの少し頬を染めて、嬉しそうに笑った。




【アトス】

「そりゃよかった」




【プランシェ】

「はいそこイチャつかない。せっかく自慢の料理持ってきたんだから、冷めないうちに食べてくれ」




【アトス】

「安心しろ。冷めても俺たちの愛で温めてやるから」




【プランシェ】

「な……っ」




プランシェに見せつけるように言った言葉は、もちろん父上の耳にも届いたわけで……。




【ベルトラン】

「明日から戦場へ赴くというのにたるんでいる！　しっかりと気を引き締めんか」




大きな雷が落ちたのは言うまでもなかった。そうして、仲間たちと過ごす夜はにぎやかに過ぎていき…………。出立の朝がやって来た。




【シャルレ】

「うん、かっこよく決まってる」




青い隊服に身を包むアトス。その襟元を少し直して、改めてその凛々しい全身を眺めていると……感傷的な気持ちになってくる。




【シャルレ】

「こういうときって、ご武運を、でいいんだっけ？」




【アトス】

「何で見送るようなセリフになるんだよ。お前も一緒に行くのにおかしいだろ？」




笑って突っ込まれ、確かにおかしいと私も笑ってしまった。




【シャルレ】

「そうだったね。なんか、慣れないからつい」




自分も青い隊服に着替えているのに、何だか気持ちが伴わない。覚悟はきちんとできたのに。けれどもそれだけじゃ、実感が湧いてこないのだ。




【アトス

「普段どおりでいいんだよ」




そう言葉をかけて、アトスはそっと私を抱きしめた。




【アトス】

「妙な意気込みはいらない。あっちにいけば、否応なしに感覚は切り替わるからな。今はただ、いつもどおりに家を出ていつもどおりに帰って来る。そのことだけを考えてりゃいい」




私を抱きしめる腕の力強さ、その温もりの心強さ。何度も聞いてきた、落ち着く声。アトスの、存在感の大きさをひとつひとつ確かめていく。




【アトス

「これが普通の夫婦だったら、お前をここに残して行くんだがそうじゃない。お前は俺の帰りを待ちわびるより、率先して前に出てすべてを見て力強く成長していく女だ」

「そう信じてるからな……胸を張れ」




【シャルレ】

「……はい」




アトスの言葉は、人に活力を与える。昨日のアジトでのことも思い返しながら……。




【シャルレ】

（私も信じてる。アトスは必ず、安心の未来を保証してくれるって……）




その希望を胸に秘め、準備をしておいた馬へとまたがり……戦地へと出発した。













第４章　忍び寄る不穏




私たち銃士隊がスペイン軍のいる国境付近へと到着する頃。先発していた陸軍騎兵隊がすでに交戦を開始していた。数の多いスペイン軍に押され気味で、何人かが命を落とすという不利な状況だった。けれどかけつけた銃士隊が応援に入り前線へと躍り出ると一気に形勢逆転し、今回の戦争は、フランス軍の勝利に終わった──……。




【アトス】

「銃士隊副隊長、アトス」




【シャルレ】

「後方支援を担当しました、シャルレ。共に入ります」




【コンデ】

「うむ」




今回の総指揮を執られていた、陸軍大将のコンデ大公。王家とも血の繋がりがある大貴族から２人一緒に来るよう連絡を受け、緊張した面持ちでテントへと入ると……。




【アトス】

「ん……？　お前も呼ばれてたのか」




【マリウス】

「そうだよ」




そこにはマリウスの姿があった。




【コンデ】

「今回、我が騎兵隊の中で目覚ましい活躍をしたので呼んでみれば…後から駆けつけ、ものの見事に形成を逆転させた銃士隊の貴公と兄弟だと言うではないか。であれば両人を呼んで直接話を聞いて褒めたいと考え、一緒に呼んだのだ」




【アトス】

「身に余る光栄に存じます」




【コンデ】

「堅苦しい態度は抜きだ。せっかくの勝利の酒がまずくなる。さあ、グラスを取れ」




【マリウス】

「ありがたくいただきます」




テーブルの上に用意されていたグラスをマリウスが取ると、続いてアトスが私の分も取って渡してくれた。それを見てコンデ大公が視線を向けてくる。




【コンデ】

「貴公がベルトランの娘か」




【シャルレ】

「はい」




【コンデ】

「ここにいる副隊長の妻でもあるそうだな」




普段直接話すことなど許されない身分の方から声をかけられて、軽く緊張していると……。コンデ大公は、にやっとその顔を緩めた。




【シャルレ】

（……？）




【コンデ】

「そなたが配給した食糧は今までのものとは比べ物にならないほど美味だった。どうやって手配したのだ？　おかげで兵士たちの士気もあがってな。貴公にも声をかけたいと思い、呼ばせてもらった」




【シャルレ】

「……！」




切り出された話題に思わず……嬉しそうに、けれども自慢げに笑うプランシェの顔が頭に浮かんだ。




【シャルレ】

「パリ一番の商会からの品です。これらの食品にはハーブが練り込まれていて、戦地において偏りがちな栄養面についても、よく考えられているんです」




【コンデ】

「ほう、それは素晴らしいな」




【シャルレ】

（すごいよプランシェ！　大公直々に褒めてもらえるなんて）




自分まで褒められているような気がして嬉しくなり、とっさに包み紙を広げて大公のお付きの方に差し出した。




【シャルレ】

「こちらに店名と、店の所在地が書いてあります。ぜひともよろしくお願いします」




【コンデ】

「今後、陸軍の食糧品はここから仕入れるよう係の者に命じておけ」




【付き人】

「ハ！」




大公の前から足取り軽くアトスのそばへと戻ってくると、苦笑いする声が聞こえてきた。




【アトス】

「お前、いつの間にメガネの売り子になったんだ？」




【シャルレ】

「幼なじみを応援したいって思うのは普通でしょ？　それに、売り込んでおくよう頼まれてたし」




フフ、と笑っているとコンデ大公がイスから立ち上がる。




【コンデ】

「これから戦が続くと思われるが貴公らがいれば、わが国が負けることはなかろう」




【マリウス】

「もちろんです」




【アトス】

「フランスは、この手で守りきってみせます」




【コンデ】

「いい顔をしている。これほどの気概ある若者がいるならこの国は安泰だ」




ガハハ、と豪快な笑いを飛ばして、大公が乾杯の音頭を取る。それに合わせてグラスを突き合わせ、私たちは勝利の美酒を味わった……。




【アトス】

「それにしてもすごいな、マリウス」




コンデ大公のテントから出ると、アトスは嬉しそうにマリウスの肩を叩いた。




【アトス】

「初陣で軍のトップに立つ大将に認められるとは……。これならすぐ、少尉に抜擢されるんじゃないか？」




【マリウス】

「そんな。僕なんてまだまだだよ。それより兄さんがその上の少佐まで躍進しそうな気がするけど…………うん、その方がよほど現実的じゃない？」




【アトス

「俺は銃士隊の人間だ。陸軍とはまた別な組織だからな。それはあり得ねえよ」




【マリウス】

「でも、家柄に申し分はないわけだし」




【アトス】

「マリウス。あり得ないって言ってるだろ。俺はもう貴族じゃないんだ」




【マリウス】

「……兄さん」




【シャルレ】

（アトス……）




【アトス】

「じゃ、がんばれよ」




そこで話を切り上げて、アトスは背を向けた。




【シャルレ】

「アトスの中で、お父さんとの溝は埋まりそうにないみたいで」




【マリウス】

「まあそれは、父上も同じだけど。でも……やっぱり、本当の親子が仲良くするのが一番だと思うんですよね」




【シャルレ】

「マリウス……」




【マリウス】

「僕としては、帰る家を与えてもらっただけで感謝してるので、アトス兄さんと父上の関係が円満になるよう望んでます」




控えめな笑顔でそう告げる彼に、私は感謝の気持ちが湧いてくる。




【シャルレ】

「私もそうなったらいいなって思う。できることは協力していくね」




【マリウス】

「それじゃ、僕とシャルレさんで共同戦線を張る……ということで」




【シャルレ】

「？」




フフ、と笑みを含んで、マリウスが私の目の前に立つ。そして、私の右手を取ったかと思うと指を絡めて握ってきた。




【シャルレ】

「へ…………っ」




【マリウス】

「２人で一緒に頑張っていきましょう」




【シャルレ】

「あ、うん……」

（でもそれなら、普通に握手でよくない??）




ドギマギしているところに、さらに戸惑うような極上の笑みを見せてくる。




【マリウス】

「可愛らしい反応をする人だな。知ってます？　補給物資が届いたことで騎兵隊のみんなが元気になったのは確かですけど。それ以上に効果があったのは戦場に咲く花に力を与えてもらったから……なんですよ」




【シャルレ】

「戦場の花……？」

（それって……私のこと!?）




【マリウス】

「こう言うのは変だし、不謹慎かもしれないけど。今度の戦場でもまた……あなたに会いたい」




【シャルレ】

「っ……！　じゃ、じゃあ。行くね！」




これ以上は無理。今にも心臓が止まりそうで、慌てて手を放してアトスの後を追った。




【シャルレ】

（もう……何ドキドキしてるの？　私、結婚してるのに！）




何より義理とはいえ彼は弟だ。家族相手に動揺するなんておかしい。そう思うのに、頭では制御できない自分の反応に困っていると……。




【アトス】

「ん、どうしたんだ。顔赤くないか？」




【シャルレ】

「え、お酒のせいだよ。それに、王家に近しい貴族の方にいたんだと思ったら今さらながら緊張してきて」




【アトス

「ちゃっかりプランシェの店の宣伝してたくせに、今さらかよ」




【シャルレ】

「だって、いい機会だと思ったから」




【アトス】

「度胸があるんだか、ないんだか分からねえな」




クックと笑いながら、アトスは銃士隊の陣地へと戻っていった。




スペインとの戦いを終え、パリへと戻ってしばらくすると、家に私宛の封書が届いた。




【シャルレ】

「誰からだろ」




しっかりと封印が押されているところを見ると、それなりの身分の方からだと分かる。




【シャルレ】

（あ、もしかして……）




パッと思い浮かんだその人のことを考えながら封を破ると、やはりそれはアトスのお母さんからの手紙だった。そこには、マリウスがコンデ大公に覚えていただけるほどの活躍を見せたことでアトスのお父さんがとても上機嫌なこと。そして……。




【シャルレ】

（アトスの活躍ぶりも、お母さんの耳には届いてるんだ）




何より、アトスがケガもなく功績を残したことを嬉しく思っていることが書かれていた。




【シャルレ】

（パリの滞在は長期のものになるので時間のある時に又いらしてね……か）




文章に込められた気持ちをしっかり受け止めながら、そっと手紙をテーブルの上に置いた。紅茶のカップに目を落とすと、あのときのアトスの顔が思い浮かんでくる。




【アトス】

「マリウス。あり得ないって言ってるだろ。俺はもう貴族じゃないんだ」




きっぱり言い切った彼を、再び家族の元へ連れていくことはできるだろうか。そう考えていると……。




【マリウス】

「それじゃ、僕とシャルレさんで共同戦線を張る……ということで」

「２人で一緒に頑張っていきましょう」




【シャルレ】

「っ!!」




余計なことまで思い出して、つい顔が赤くなった。




【シャルレ】

（マリウスとは適切な距離を取らなきゃ。家族と思って変な隙つくるからいけないんだよね。姉として毅然とした態度で臨もう）




そんなことを改めて思い、今回の戦いの報告と、これからの動きについて城の会議に出席しているアトスの帰りを待っていると……。




【アトス】

「シャルレ！」




【シャルレ】

「アトス、お帰り……どうしたの？　険しい顔して」




【アトス】

「スペインを退けたと思ったら、今度はドイツとイギリスが同時に仕掛けてきやがった」




【シャルレ】

「え……!?」




ドイツ、イギリスと二国から同時に干渉され、騎兵隊と銃士隊は別行動をとることになった。海から攻めてくるイギリス軍を海岸線で食い止める騎兵隊と、ドイツの侵攻を食い止める銃士隊。この前のように協調することができなくなったことで、どうしても兵力が落ちてしまった。苦戦を強いられながらも両軍勝利したことはよかった。けれど……。




【隊士Ａ】

「ようやく……パリが見えてきた」




【隊士Ｂ】

「ああ、帰って来れたな」




【隊士Ｃ】

「五体満足で帰って来れてよかった」




戦いに参加した兵士たちは皆、疲弊していた。




【アラミス】

「何をうつむいている。私たちは厳しい争いに勝ったのだからな。胸を張れ」




【隊士Ａ】

「はい！」




緩んだ士気を、意外にもアラミスが引き締めた。今回の戦争において、少ない人員で的確な分隊をつくり数で勝る相手を翻弄させた彼の作戦が功を奏した。




【アトス】

「すっかり、まとめる立場が板についたようだな」




【シャルレ】

「アラミスのおかげで勝利を掴めたって言っても過言じゃないんでしょ？」




ゆっくりと歩く馬を並ばせて馬上から話しかけると、アラミスは特に興味なさそうな顔をしていた。




【アラミス】

「私はあの場で思いつき、できることをしただけ。戦の勝利を導いたのは私ではない。実際に動いた隊士たちだ」




【アトス】

「おい、こういうときは俺の功績だ！　て声高に言っていいんだぜ？　それは誰もが認めることなんだから」




【アラミス】

「名誉や名声に興味はない。私が欲しいのは、確かな勝利だけ」




【アトス】

「……はいはい、さすが祭司サマ。徳の高いことをおっしゃられる」




そうやっていつものように茶化して終わりかと思いきや、アトスはスッと真剣な表情を見せた。




【アトス】

「けど、お前のおかげで流れをつかめたのは確かだ。アラミスが認めなくても、俺はしっかりと見させてもらったからな。お前が味方でいてくれて心強いよ」




【アラミス】

「副隊長からのその言葉だけで十分だ」




普段はどうであれ、長い間共に剣を握って戦ってきた２人の間には、互いを認め合う絆があるのだと感じた。




【シャルレ】

（あれ……）




隊列を崩さずそのまま街へと入ると。違和感を覚えた。




【アトス】

「何だ？　ずいぶん静かだな。俺たちより先に、陸軍が戻ってきてお祭りムードかと思ってたんだが」




戦いに勝利したとあれば、当然パリで兵たちの帰りを待つ人たちが喜んで迎えてくれると、そう思っていた。けれど……行進する私たちに目を向ける人たちはパラパラとしていて。それ以外の人たちは、どこか元気がなさそうだった。




【シャルレ】

「勝利は嬉しいけど、こんなに立て続けに戦争が起きたことでみんな不安なのかな」




【アトス】

「確かに、それはあるだろうな」




【シャルレ】

（そうだよね、私も……不安がないとは言えないもの）




自分が戦地に赴くことは覚悟があるから、不安はない。けれども、こうもフランスを狙って周囲の国が攻め込んでくることにはどうなってしまうのかという気持ちが拭えなかった。




【アトス】

「ああ、そうだ」




【シャルレ】

「どうしたの？」




【アトス】

「隊長が、パリに戻ったら一緒に食事でもどうかって言ってたんだ。お前の分も返事しておいたが……いいよな」




【シャルレ】

「うん。もちろん。父上の屋敷で食事なんて久しぶりだね」




どうなるか分からない遠くのことを考えるより、今夜の、父上とアトスと３人で食べる夕食のことを考えようと、気持ちを切り替えた。




【アトス】

「そうだな。ここ最近、ほんとに慌ただしいことばかりだったからな。今日は親父の家で、たっぷり美味いもの食べさせてもらおう」




【シャルレ】

「父上が好きなお菓子をお土産に持って行こう」




【アトス】

「ああ、あの角にある店のやつか」




【シャルレ】

「そう。アトスも好きだったよね」




他愛ない話をしながら、夜の訪れを楽しみに待った。




【シャルレ】

「はぁ、美味しかった」




【アトス】

「親父が雇ってるシェフ、腕を挙げたんじゃないか？」




フルコースの料理を満喫し、今度は私が持ってきたお菓子でお茶をすることにした。




【ベルトラン】

「私が帰ってきたら、腕によりをかけたものを作ると気合を入れてくれていたらしくてな。待っていてくれる者がいるというのは、嬉しいことだ」




食事の時間は、戦とは関係のない話題で盛り上がった。あまり気まずい話をすると料理を作ってくれた方に失礼というのもあって、みんなわざと重い話を避けていたのだけれど。




【ベルトラン】

「それで……だ。城へ行き、陸軍の戦況を聞いてきたのだが」




香ばしい紅茶で一息入れた後、父上は避けていた話題を口にした。




【シャルレ】

「見事に勝って、敵を退けたんだよね」




【ベルトラン】

「確かにそうだが今回は激しい戦いになったそうでな……私と付き合いの長かった中佐が命を落としたそうだ」




【シャルレ】

「え」




肩を落とす父上を見て、胸がギュッと絞られる思いがした。




【アトス】

「どうしたって死は付き物だが……中佐クラスが命を落とすとは」




【ベルトラン】

「我が国には陸軍のほかに海軍もあるが、どうしてもスペイン、イギリスに比べると戦力が落ちる。そのため海岸線を陸軍が守っていたのだが報告を聞いているだけで、その厳しさは切々と伝わってきた。今の体制では今後の戦いは不利になる、そういう結果に至ってな。軍組織の改革をするということになった」




【アトス】

「改革？」




【シャルレ】

「何をするの？」




【ベルトラン】

「今回の戦いを通じ、才能ある人物を年齢や経歴に関係なく重要なポジションへと配置する。人事異動だ」




【シャルレ】

「人事異動？」




【ベルトラン】

「まずは、陸軍の中で入隊間もなく活躍をしたマリウスを少尉に、ということが決まった」




【アトス】

「それ、本当か」




【シャルレ】

「まさか、アトスが言ってたことがこんなに早く実現するなんて……」




【ベルトラン】

「昇進させるには年齢も経験も若すぎる、という意見もあったが彼は多くの人と円滑にコミュニケーションを図り、誰からも愛される人物と聞いている。その辺り、お前の方が詳しいと思うがどうだ？」




【アトス】

「それは確かな意見だ。あいつなら、年上を上手く立てることもできる器用さがあるから、早めの昇進をさせても問題ないだろうな」




【ベルトラン】

「そうか。そこまでお前が言い切るなら、そうなのだろう。それから……他国と戦力の差が出てしまう海軍にアラミスをと推している」




【アトス】

「……は？」




【シャルレ】

「えっ」




父上から次に挙がった名前に、私たちは同時に顔を見合わせていた。




【アトス】

「今、何て…………」




【ベルトラン】

「アラミスを海軍の指揮官候補として移籍させようと考えている」




【アトス】

「本気か」




【ベルトラン】

「船乗りとしての経験は乏しいが、今回の戦いでみせたアラミスの冷静に戦況を見つめ、瞬時に下した判断能力は素晴らしいものだと評価している」




【アトス】

「それは、まあ……否定できないが、いきなり海に出て使い物になるのか!?」




【ベルトラン】

「アラミスは、見た目は繊細そうに見えるが、アトスやポルトスよりも慣れない環境に応じやすい強さがあると私は思っている」




【シャルレ】

（それって、単純に周りには流されないマイペースってことじゃ……）




アラミスと海。あまりに合わない組み合わせだなと思って苦笑いしながら。




【シャルレ】

「そう言えば、海軍の制服って白だったよね。アラミスに似合いそう！」




全く持って論点のズレた発言をしてしまった。




【アトス】

「こら、何想像してんだお前は」




【シャルレ】

「あ……いや、うん。かっこいいかなって」

「！」




ハハ、と笑ったけれど、まったくごまかせていないと悟り、私は慌てて……。




【シャルレ】

「……で、アラミスが海軍に入るのは決まったの？」




話題を戻すと、父上は軽く首を振った。




【ベルトラン】

「まだ本人の意思を確認していないからな。アラミス次第だ」




【アトス】

「そうか……ま、あいつもいい大人だから自分の身の振り方は自分で決めればいい。それしか言えないな」




【ベルトラン】

「そうだな。…………それから」




アラミスの件が一区切り付いた。そう判断すると、父上はいよいよ本題と言った感じでアトスに向き直った。




【アトス】

「ん？」




父上の態度が変わったことに、彼も気づく。




【ベルトラン】

「アトス、お前に陸軍少佐の地位を、と言う声が上がっている」




【アトス】

「…………は？」




【ベルトラン】

「私はその件に関して賛成だが、お前自身はどう思う？」




【アトス】

「っ……」




思いもかけない展開に、アトスは口を閉ざしてしまった。




それは、他から見れば羨ましい話だった。銃士隊は先の事件でその名を高めたけれど、国に仕えるというより、国王に仕える私兵隊という位置づけには変わりない。もちろんそれも名誉な組織とみられてはいるけれど……軍隊よりも規模が小さいことは否めない。武の道で頂点を目指すなら、軍に入ることが必須だった。




【アトス】

「……どう思うってアラミスが海に出たりしたら、銃士隊はどうなる？　俺までいなくなってやっていけるのか？　それについ最近副隊長に就任したんだぜ。その仕事もまだまだ途中だってのに……」




【ベルトラン】

「銃士隊の総隊長は、私であることに変わりない。私が拾い、育てたお前たちが旅立ったあとはまた若い人間を入れて育てればいい」




【アトス】

「ならそれを補佐する。それが俺の役目だ。だいたい、俺はまだまだ未熟だって副隊長公表のときに言ってたろ。まだ親父の指導が必要なんだよ……今の俺には」




【シャルレ】

「アトス……」




【ベルトラン】

「まあこの話は、すぐということではない。よく考えた上できちんとした結果を出すんだ」




【アトス】

「考えて、その上で返事をして……」




【ベルトラン】

「アトス。私を父と慕ってくれることは嬉しい。そして、私にとってお前は実の子のようにかわいい存在でもある。だが子はいずれ、親を越えていかなければいけない」




【アトス】

「……」




【ベルトラン】

「今のお前は、銃士隊に入りたての頃を思い起こさせる。何があり何を考えているのかは知らんが、心のうちに秘めたわだかまりを解きしっかりと自分の道を行きなさい」

「話は以上だ帰って冷静になるといい」




それ以上、アトスは何も言い返すことが出来ず。私たちは父上の元を後にした……。




【アトス】

「……なんだってよってたかって俺を陸軍に入らせたがるんだろうな」




それは、まったくの他人事のような呟きだった。




【シャルレ】

（正面から行ったほうがいいって言っても素直に聞いてくれないだろうな……）




ふうと深呼吸をして、私も気ままに呟くことにした。




【シャルレ】

「私の旦那さまって、すごい人なんだよね……」




【アトス】

「は？　何言ってんだお前」




【シャルレ】

「結婚する前は、見てて危なっかしいて思うところもあったの。だから支えたいし、支えなきゃって感じて妻になったらもっと自覚を持たなきゃ。しっかりと旦那さまを支えられるように強くならなきゃ！　て気合入れてたんだよね」




【アトス】

「そんな肩に力入ってたら疲れるだろ。結婚して、夫婦になって一緒に生活するって……居心地がいいか悪いか、その気楽さが大事なんじゃないか？」




遠くの通りから人の声が聞こえてくる。辺りは静かなのに、けれどもほんのり騒がしい。寂しくもなく、かといってうるさくもない雰囲気が心地いい夜だった。




【アトス】

「だから無理するな。お前はそのままで十分俺の支えになってる」




歩調を合わせて私を見つめてくる瞳はとてもやさしいものだった。




【シャルレ】

「ふふ。やっぱりすごいよね、アトスは」




【アトス】

「だから何がだよ。急に変なこと言うな。調子が狂うだろ」




【シャルレ】

「だって……私自身にも分からない、私が欲しいと思う言葉をくれるんだもん。だから本当にすごいって思うんだ。アトスの言葉のおかげで、私は無理することなく自分を見つめて前を歩いていけるの、そうやって自然と人を導けるのって……才能だよね？」




【アトス】

「っおだてたって何も出す気はねえぞ？」




【シャルレ】

「やだ、出して」




【アトス】

「何を？」




【シャルレ】

「本当のアトス」




【アトス】

「は？」




【シャルレ】

「本当のアトスは、現状に満足したりしないでもっと上を目指すよ。そして、もっともっと多くの人を導いて、たくさんの人を幸せにできるはず。だから……アトスの真の実力を見せてよ」




【アトス】

「あ……お前…………」

「はぁー……あのな！」




何て返すか迷った挙句、アトスは私を後ろから羽交い絞めにした。




【シャルレ】

「ちょ、ちょっと愛する妻に何するの？」




【アトス】

「その愛してる妻からの言葉だから、今のは……効いた」




【シャルレ】

「っ……」




そう囁き、私の身体を拘束していた腕を解いて抱きしめ直して……頭の上に顎をのせてきた。




【アトス】

「人を上手くおだててその気にさせやがって」




【シャルレ】

「その気になったの？」




頭上にあるアトスを見上げるように視線を向ける。すると、彼はひょいと顔を背けた。




【アトス】

「な…………ってはねえ。なりかけただけ」




【シャルレ】

「でも、効いたんでしょ？　少しは考えてくれるんだよね？」




【アトス】

「少し。ほんの少しだけな」




【シャルレ】

「それでもいいよ。それだけでも…………嬉しい」




ハハハ、と心の底から笑い声をあげると対照的なアトスのため息が降りてくる。




【アトス】

「俺の方が上手だって思ってたのに、ここに来てお前に言いくるめられるなんて」




【シャルレ】

「アトスを見習ったんだよ。ポルトスやアラミスに対してかけていた言葉を聞いて、その人のどの部分を見て、なんて言葉をかけるべきか学んだの」




【アトス】

「お前、どんだけ成長する気だ？」




【シャルレ】

「アトスが成長すればするほど、どこまでも追いついていくよ」




【アトス】

「本気だから……怖い奴だ」




【シャルレ】

「だって、そばで見ていたいんだもん。アトスには無限の可能性が秘められてる気がするから」




そう告げると、アトスは私の頭をくしゃくしゃに撫でてきた。




【シャルレ】

「わっ、な、何するの!?」




【アトス】

「こっちが照れるようなことさらっと言いのけるからだろ。お前って時折、怖いよな。俺はシャルレの可能性のほうが大きいって……そう感じる」




【シャルレ】

「……」




私を真剣な目で見つめてきて、そして、息を吸うようにキスをした。




【アトス】

「俺は偉くなって国を守るっていうより、ただ身近な人を守りたかっただけだ。それが本音なんだ、て思ってた。いや、思い込もうとしてたんだな……」




そこで区切って、私を見つめてくるアトスの瞳には星にも負けないきらめきがあった。




【アトス】

「お前のおかげでその気になってきた。自分の中の壁、越えないと……な」




【アトス】

「なんか飲みたい気分だ」




照れくさそうに言うアトスに、胸がじわりと温かくなる。




【シャルレ】

「じゃ、飲みに行こうか」




【アトス】

「……ああ」




心が軽くて、アトスにくっつきたい衝動に駆られ……その腕に抱き着いた。




【アトス】

「何甘えてんだ？」




【シャルレ】

「いいでしょ？　たまには」




【アトス】

「そうだな」




２人並んで、酒場へ向かおうと大きな通りへと出た。その時だ。




【御者】

「こんな道端で寝てるんじゃねえ。邪魔だどけ！」




【男Ａ】

「何偉そうな口聞いてんだ！　てめえ何様だってんだよ」




【アトス】

「なんだ、ケンカか？」




激しく罵り合う声が聞こえてきて、２人で同時に振り返る。それがただの酔っ払い同士の口ゲンカだったなら放っておいた……けれど。




【シャルレ】

「あれ……どこかの貴族の馬車じゃない？」




少し離れたところから聞こえてきた声を探って視線を飛ばすと──２頭立ての立派な造りの馬車が見える。そしてその前に……酒瓶を持って振り回す男が道に横たわっていたのも見えた。




【御者】

「お前なんかに名乗っていたら、せっかくのお名前が穢れちまう。さっさとどけ、このゴミが」




【男Ｂ】

「ゴミだと……」




【男Ｃ】

「道塞いどいて、どっちが邪魔なゴミなんだ」




争う声を聞いていたのは私たちだけではなく。近くの店で飲んでいた男たちが、ワラワラと出てきた。




【シャルレ】

「アトス、行こう」




【アトス】

「ああ」




不穏な雲行きを感じて、走り出したそのとき。




【貴族】

「おい、何をしている！」




馬車が進まないことに苛立ったのか、窓から顔を出した貴族が声を荒げた。




【貴族】

「早く進め」




【御者】

「は、はい。申し訳ありません。酔っ払いのクズが道を塞いでおりまして」




【貴族】

「そんなものはムチで追い払え。それでもどかせないなら、ひいても構わん。国の一大事に貢献することもできん塵（ちり）なのだからな」




ハッキリと響く、低く人を威圧するような声。




【アトス】

「この声…………」




居丈高（いたけだか）なその貴族の態度は、周囲に集まり始めた市民たちの感情に火をつけた。




【御者】

「は、今すぐ…………ぐあっ」




【男Ｂ】

「ふざけんな！　戦争してっからって偉いのか!!」




【男Ｃ】

「こっちはてめえらが争いごっこしてるせいで、やたら税金絞られて家族食わせてくのもやっとだってのにさらに苦しい思いしてんだぞ」




怒りに染まった男たちが御者を殴り飛ばし、馬車の扉に手を掛けた。




【貴族】

「な、何をするっ」




【シャルレ】

「あなたたち、何してるの！」




【アトス】

「やめろ……っ」




足を速めて叫ぶけれど、その声は何の意味もなさなかった。




【男Ｄ】

「てめえらは俺たち市民を塵としか見てねえみてえだが俺たちからしたら、てめえの方が何の役にも立たねえ、でけえゴミにしか見えねえんだよ！」




ガシャンと窓ガラスが割れ、そこから腕を突っ込んだ男が馬車の扉の内鍵を開く。そして、乗っていた貴族を外へと引きずり出した。




【貴族】

「貴様ら、こんなことしてどうなるか分かってるのか！」




地面へと転がされたのは……。




【シャルレ】

「あれ、アトスのお父さんじゃ……」




【アトス】

「くそ、やっぱり」




あと一歩、届かない。その距離を埋めるようにアトスは地面を強く蹴った。




【男Ａ】

「てめえのほうこそ、今からどうなるか分かってねえなぁあ」




男が伯爵に対して持っていた酒瓶を振り上げるのと、アトスがレイピアに手を掛けたのは同時だった。そして──。




【男Ａ】

「ぎゃ、ああああああ！」




悲惨な声が、夜の空に響き渡った。













第５章　変革のとき




【男Ａ】

「ぎゃ、ああああああ！」




悲惨な声が、夜の空に響き渡った。




【アトス】

「！」




アトスのレイピアが届く前に──素早い一撃が男を襲った。そして、赤く濡れた刃は……次の獲物に食らいつく。




【男Ｂ】

「な…………ぅあ……っ」




【男Ｃ】

「うああああ!!」




【シャルレ】

（一瞬で２人を……）




馬車から飛び降り、伯爵を襲う男たちを次々に斬り払っていくその剣さばきは。




【アトス】

「！」




かつて私たちの前に立ちはだかった、あの男を彷彿ほうふつとさせた。




【シャルレ】

（ロシュフォール……？）




そう見えた影は、さらなる悲鳴によってかき消される。




【男Ｄ】

「ぐぁっ」




【アトス】

「……や、やめろ！」




現実に戻ったアトスがレイピアを抜き次々と市民たちを襲う剣の前に躍り出る。ガッ……金属がぶつかり合う音が響き、霧散した。




そう思った瞬間、激しい剣戟けんげきが始まった。




【アトス】

「な、お前…………っ」




繰り出される攻撃を受け止めながら、アトスは自分に剣を向けてくる相手の正体に気づく。




【マリウス】

「何してるの？　兄さん」




【アトス】

「それはこっちのセリフだ。お前こそ市民相手に何してんだ！」




【マリウス】

「市民？　僕はただ、父上を襲ってきた暴漢を返り討ちにしてるだけ。仕掛けてきたのはあっちからなんだから反撃は当然の行為でしょ？」




満面の笑みを浮かべながらサーベルを操るその姿に、背筋がゾッとした。




【マリウス】

「それとも兄さんは、目の前で父上が殴られるのを黙って見てろっていうの？　いくら嫌ってる相手だからって、それは薄情じゃない？」




【アトス】

「……っ俺は、別に……嫌ってるわけじゃ、大体そういうことが言いたいんじゃねえ」




一方的に攻めてくるサーベルを受け流し、レイピアの柄の末端、とがった部分でマリウスのみぞおちへと打撃を繰り出す。殺傷ではなく、動きを止める為のその攻撃は……スキを突いた一撃だったものの、ひらりとかわされてしまう。




【マリウス】

「ハハ、僕を傷つけないよう配慮してくれてるんだ？　だけど、さ」

「──それじゃ盛り上がらねぇだろ」




【アトス】

「!?」




整った顔が、ぐにゃりと悪意に満ちた顔に歪む。




【シャルレ】

（あの人……真剣勝負を楽しんでる……？）




【男Ａ】

「う……っ」




【シャルレ】

「！」

「大丈夫？」




【男Ａ】

「いてえ……死にたく…………ねえ……」




【シャルレ】

「すぐに助けるから、しっかりして」




地面に倒れ伏した男たちを見回して、まだ皆の息があるのを確認する。




【シャルレ】

「お願い！　包帯か清潔な布をちょうだい！　あと、消毒のためのアルコールを！」




騒ぎを聞きつけ、こちらを眺めていた近くの店主に声をかけると、すぐに必要なものを持って駆けつけてくれた。




【シャルレ】

「そっと仰向けにして。そっとよ」




【店主】

「あ、ああ……」




【男Ａ】

「ぐ……う」




斬られた箇所を露わにすると、その傷口がハッキリと見て取れた…………。




【シャルレ】

（なんて鮮やかなの…迷いもためらいも感じられない）




そのことに、再び寒気を感じながら応急処置を施した。




【シャルレ】

（綺麗に斬られてるから、逆に傷が塞ぎやすいなんて皮肉）




他の男たちも同様な斬られ方をしていたから、素早く処置を施してすぐに医者を呼んでくるよう、手伝ってくれた主人にお願いした。




【ラ・フェール】

「く……」




重傷の人たちの手当てを終えてホッとしたところに、砂埃にまみれた伯爵の姿が飛び込んで来る。




【シャルレ】

「伯爵、お怪我は？」




そう言って側に駆けつけると……




【ラ・フェール】

「何を…………している」




【シャルレ】

「え？」




【ラ・フェール】

「真っ先に私を心配すべきだろう。それをなぜ、ゴミ屑の元へ先に駆けつけた」




【シャルレ】

「何をおっしゃってるんですか。彼らはすぐに処置をしなければ、命に関わる怪我を……」




【ラ・フェール】

「必要な人間と、そうでない物の見分けもつかぬとは……愚鈍な女だ。ええい、邪魔だ！」




【シャルレ】

「きゃっ」




怒りに声を震わせた伯爵が手を振り上げる。その勢いに払われ、私は地面に座り込んでしまった。




【アトス】

「シャルレ!?」




【アトス】

「大丈夫か」




私の声を聞いて、アトスがこちらへと駆け寄る。




【マリウス】

「……ハァ。白けた」




濡れた刃を拭ってマリウスが剣を納める。そこで激しい攻防は終わった……。




【シャルレ】

「私は大丈夫」




差しのべられたアトスの手を借りて立ち上がる。すると、すぐそばに立っていた伯爵とアトスの視線がぶつかった。




【アトス】

「あんた、何をしたんだ」




【ラ・フェール】

「……その分別のつかぬ娘はお前の連れか。道理で」




【アトス】

「道理で…………何だって言いたい？」




【ラ・フェール】

「私に無礼を働いた下賤（げせん）な者たちを助けるようなお前に相応しい、低能な人間だと言っている」




【アトス】

「っ！」




怒りに目をきらめかせ、アトスは伯爵の胸倉を掴んだ。そんな彼を伯爵は冷たい視線で見下す。




【ラ・フェール】

「銃士隊の副隊長に昇進したとのぼせあがっていたようだが……所詮、騎兵隊に入れない身分の者が入る落ちこぼれの小隊。このような暴力的で粗野な行為をするお前にちょうどいい程度の集団にすぎん。そんなところで粋がったところで、何の名誉にもならん」




【シャルレ】

「な…………っ」




吐き捨てられた暴言。それを聞いて、黙ってなんていられなかった。




【シャルレ】

「銃士隊は国王を助け、国をお守りする誇り高い組織です。あなたの今の発言は、銃士隊を統べる国王に対する侮辱行為とみなされてもおかしくありません」




【ラ・フェール】

「何を……」




【マリウス】

「さすが義姉さん。父上相手にそんなことが言えるなんてすごい度胸だね」




パチパチ、と場違いな拍手が聞こえてきて力がふっと抜けてしまう。




【シャルレ】

「マリウス……ふざけたことを言うのはやめて」




【マリウス】

「やだな。それはこっちのセリフだよ？　義姉さんも、兄さんも……」




【アトス】

「……」




そう切り出して、マリウスは伯爵の胸を掴むアトスの腕に手をかけてそっと放させた。




【マリウス】

「銃士隊の一員としてパリの治安を守る人間なら、今起きたのがどんな事件だったのか、被害者は誰だったのかきちんと見極めるべきでしょう？　因縁をつけてきたのはそいつの方だ」




【男Ａ】

「く…………ぅ」




マリウスが、駆けつけた医師の腕の中にいる男を指さした。




【マリウス】

「そこの男が馬車の通り道を塞いで邪魔をしていた。だからどいてほしいと言ったのに」

「どかずに向かって来たんだよ？　悪いのはどう考えてもあっちだよね」




【シャルレ】

「それは……」




【男Ａ】

「どいて、ほしいだと……？　そんな風に普通に言ってくりゃこっちだって聞いて…………くっ」




【医師】

「大声を張り上げるんじゃない」

「手早い応急処置のおかげで助かったが、無理をすれば命に関わるぞ」




【男Ａ】

「……けどよ、あいつら……に言いたい放題させられる……か」




【男Ｂ】

「そうだ……ゴミだの塵だの……好き勝手言いやがって」




【男Ｃ】

「俺たち市民を人間と思ってもねえんだろ？　あ？　貴族様よ」




その場の視線が、一斉にラ・フェール伯爵の元へと注がれる。




【ラ・フェール】

「…………」




一触即発の空気の中、伯爵はアトスに掴まれて乱れた衣服を整えた。そして毅然とした顔で吐き捨てた。




【ラ・フェール】

「当たり前のことだろう。学の無い輩は、何度も言い聞かせてやらないと覚えられないようだな。これだから脳みそのない、家畜以下の生き物は救いようがない」




【主人】

「何て胸クソの悪い奴なんだ。あんなのに生きる価値なんかあるのか」




【女Ａ】

「ほんとだよ」




【女Ｂ】

「最近、戦争だなんだって言ってやたら金を巻き上げられるけど、ただ単にこいつらが私服肥やしてるだけじゃないのか」




【ラ・フェール】

「パリの外の状況も知らず、勝手なことを。戦う術もないお前たちを守ってやっているのは我々貴族だというのに」




【男Ｃ】

「てめえなんかに守られたくねえ」




【男Ｄ】

「そんな偉そうなこと言うなら、お前が真っ先に戦地に行って命落とせばいいんだ」




伯爵のあまりにも行き過ぎた発言は、騒ぎを傍観していた民衆からの反感を呼び寄せた。




【シャルレ】

（こんなに大勢の人がいる中でなんてことを）




もしもここにいる人たちが全員で暴動を起こしたら止められる術はない。最悪の事態を察知して、肌が静かに粟立ち始める。そんな状況を…………。




【アトス】

「……」




アトスは静かに見つめていた。




【シャルレ】

「ねえ、アトス。このままじゃ」




【アトス】

「あの男は市民たちに殴り殺されるだろうな」




【シャルレ】

「何、冷静に怖いこと言ってるの」




【アトス】

「……」




血の気が引いていく私を置いて、彼は歩き出した。怒りに沸きたつ皆の前に。




【シャルレ】

「…………アトス？」




【アトス】

「不快な思いをさせてすまない」




そう言って、潔く頭を下げるアトスに誰もが呆気に取られる。




【男Ａ】

「おい…………何であんたが頭さげんだ」




【男Ｂ】

「そうだよ。そこのお貴族様なら、分かるが」




【アトス】

「本当に、どうしようもない偏見に満ちていて、貴ぶべき箇所が見当たらない人間だが」

「この男は、俺の父親だ」




【男Ａ】

「な…………」




【ラ・フェール】

「っ……」




ずっと、背を向けて否定してきた事実。それをアトスは……この場において、大勢の人の前で認めた。




【シャルレ】

（アトス……）




目を背けて、認めようとしなかった事実を……アトスはよりにもよって今にも火がつきそうな状況で、自ら告白した。




【シャルレ】

（どうして？）




【ラ・フェール】

「何を、言っている……」




あんなにも頑なな態度を取り続けていた伯爵ですら、動揺を隠せずにいた。




【アトス】

「俺があの時…………この男との価値観の違いを痛感し、意見が対立したとき、逃げずにとことん戦い続ければ、もしかしたらその考えを少しは正せたのかもしれない」

「俺は息子としてその責任を果たさなかったことに対して、皆に詫びる必要がある」




【シャルレ】

「…………」




２人にどんないきさつがあったのか、細かいことは知る由もなかったけれど……。潔い言葉に、口を挟む人はいなかった。




【アトス】

「だから、不快な思いをさせたことについて俺から謝らせて欲しい」




【男Ｃ】

「い、いや……あんたが謝ることなんて」




【女Ａ】

「でもそうしたら、その人も貴族ってことなんだろ？」




【女Ｂ】

「この場しのぎで言ってるだけじゃないの」




静まり返っていた場が動揺でざわつき始める。混乱した人々は、思い思いに言いたいことを募らせた。




【女Ｃ】

「家族のやらかしたことについて頭下げるのなんて当たり前のことだし……そんなパフォーマンスされたからって、うちらに圧し掛かる税金が軽くなるわけじゃないんだし」




【女Ａ】

「そうね。結局は戦争なんてもんがでっちあげじゃないって証拠もないし」




【女Ｂ】

「そこの偉そうな貴族から、一文残らず巻き上げればいいのに」




ぶつぶつと呟かれる不満。




【アトス】

「……」




そのひとつひとつを、アトスは受け止めるようにしてただ黙って聞いていた。




【女Ｃ】

「そうよそうよ。今日明日食ってくのも必死なあたしたちから巻き上げないで、あるところからたんまり搾り取ればいいのよ」




そして、小さな文句が、大きな不満と膨らみかけたとき…………。




【アトス】

「聞いてほしい」




アトスは芯の通った力強い声を上げた。




【アトス】

「今、フランスの国境付近で戦争が立て続けに起きているのは事実だ。実際に戦地に赴き、敵軍と刃を交えてきたその俺が証言するんだから確かだ」




【シャルレ】

「私も、戦場へ行って多くの負傷した兵の手当てをしてきました」




【女Ａ】

「お嬢ちゃんも戦争に行ったのかい？」




【シャルレ】

「はい」




【男Ｂ】

「だから、俺たちの手当ても手際がよかったのか……」




【アトス】

「もしも侵略してこようとする他国に負ければ賠償金を要求され、領地も奪われてフランスは窮地に立たされる。そのまま国を丸ごと支配されるようなことになれば、住む家すら無くすかもしれない。そんな事態を迎えないために、俺たちは身体を張って、命を懸けて戦っている」




【市民たち】

「……」




【アトス】

「俺はフランスを。このパリを…………パリに住む皆を守りたいんだ」

「苦しい生活を強いられ、不満があるのは分かる。何度も戦争を仕掛けられ、先行きに不安があるのも分かる」

「けれども俺が、全てを守ってみせる。だから……戦い続けるための、協力をしてほしい」




【男Ａ】

「…………」




【アトス】

「今ある国の危機は、この国に住む人々の力を合わせれば乗り越えられるんだ。だから……どうかその怒りを俺に預けてくれ。敵は同じ国に住む貴族じゃない。外から侵略しようとしている奴らだ」




【男Ａ】

「あんたにだったら……任せてもいい」




ポツリと出た、素直な言葉。それに導かれるように、みんなも憑き物が落ちたような表情をし始める。




【女Ａ】

「こんなこと、真正面から言われたことないね」




【女Ｂ】

「いつだって何の説明も無しに始まるからね……あたしたちの国だってのに」




真っすぐな声は……人々の胸に響いていた。それは、市民たちだけでなく。




【ラ・フェール】

「……」




横暴な態度を取り続けていた、お父さんにも響いているように……私には見えた。




【アトス】

「……親父」




【ラ・フェール】

「…………」




【アトス】

「あんたなら、今の言葉が自分にも当てはまるって分かってるだろ。国がなくなり領地を失えば、ラ・フェールなんて名乗っていられなくなる。今の地位も、財産も、家族すら…………失う羽目になるんだ。くだらないプライドは捨てて、国が安定することだけを願うんだな」




【ラ・フェール】

「……」




真っすぐに自分を見つめてくる視線を受けとめ。けれどもすぐにそれを振り払うように伯爵は後ろを向いた。




【アトス】

「親父」




【ラ・フェール】

「そんな呼び方をするな。貴様と私は何の関係もない」




【アトス】

「な…………っ」




【シャルレ】

（なんで？　アトスの言葉は届いたと思ったのに）




【ラ・フェール】

「大勢の人間の前で頭を下げるなど……プライドの欠片も持ち合わせていない行動を取るとは。本当にお前はどこまでも恥知らずな奴だ。帰るぞ、マリウス」




傍らに立っていた青年にそう声をかけ自分の馬車の中へと戻っていった。




【アトス】

「っ……」




【マリウス】

「僕は感動したよ。素晴らしい演説だったと思う」




その言葉に、アトスは抑えきれない怒りを出そうとして……内に引っ込める。




【アトス】

「マリウス、敵に向けるべき剣を、守るべき者たちに向けるな」




【マリウス】

「うん。……分かってるさ。誰をヤるべきかなんて」




【アトス】

「？」




一瞬、声色が変わった。そんな気がしたけれど、すぐに向けられた笑顔にかき消されてしまう。




【マリウス】

「じゃあ、またね兄さん。義姉さんも」




【シャルレ】

「う、うん……」




マリウスが馬車へと乗り込むと、御者は静かに馬を走らせ始めた。もう誰も、その行く手を阻もうとする人はいなかった。




【医師】

「さ、もう言いたいことはないだろ。病院へ行くぞ」




【男Ａ】

「……ああ」




パラパラと人がはけていく。




【シャルレ】

「私たちも帰ろうか……」




飲むような気分じゃないだろうと思ってそう声をかけたけど。




【アトス】

「いや。少し飲んでいこう」




アトスは私を見ることもなく、近くの酒場へと入っていった。




【御者】

「ここで良いですか？」




【シャルレ】

「はい。そのソファに寝かせてください」




久しぶりにたっぷりと飲んで、酔ったアトスは足元もおぼつかない様子で……途中で拾った馬車の御者の手を借りて、部屋の中まで運んでもらった。




【シャルレ】

「お手数をおかけしてすみません」




【御者】

「まあ、よくあることなんで。それじゃまた」




御者が出ていくのを見送り、ぐったりとソファに寝るアトスの元へと寄った。




【シャルレ】

「アトス、大丈夫？」




【シャルレ】

「ねえ、お水持ってこようか？　少し酔いをさました方がいいよね」




【アトス】

「ん……」




返事らしきものをしたかと思ったけれど、そのままアトスは何も言わなくなった。




【シャルレ】

「寝るなら、寝室に行ってベッドで寝なきゃ」




彼の身体を起こそうとすると、突然、ガッと手首を掴まれた。




【シャルレ】

「何!?」




【アトス】

「……シャルレ」




【シャルレ】

「どうしたの？　アト……んっ」




手首を引っ張って私を抱き寄せたかと思うと。アトスは荒々しいほどの口づけをしてきた。




【シャルレ】

「あ……っ」

「ん」




アルコールの匂い混じりの吐息が、私の中に流れ込んで来る。




【シャルレ】

「アト…………」




【アトス】

「喋ると、舌噛むぞ」




【シャルレ】

「だっ……て、んん……っ」




いきなりぶつけられた激しさに流されていると……。いつの間にかアトスが横たわっていたソファの上に、私が寝るような体勢になっていた。




【シャルレ】

「アトス……」




【アトス】

「……」




ソファに頭を預けたまま、見上げたそこには。色々な感情をくすぶらせているような激しい瞳があった。そこから放たれる視線が深く私に突き刺さる。




【アトス】

「このまま抱いていいか？　もしかしたら、壊しちまうかもしれないけど」




触れたら、焦げてしまいそう。そう感じながら……私は彼の頬に手を伸ばした。




【シャルレ】

「……いいよ。アトスが抱えきれない想い私も半分持つよ」




彼は、自分の中のわだかまりを解いて差しのべた手を……跳ね除けられたのだ。その悔しさや怒りは、私の中にも流れていた。




【シャルレ】

「ん……あ…………っ」




荒々しいキスに痛みを感じながら……。それでも私は、彼の激しさを一身に受け止めた。




【アトス】

「ハァ……ッ」




シャツが開かれ、露わとなった首元にアトスは噛みつくようなキスを落とした。




【シャルレ】

「んぁ…………」




ピリ、とした痛みの後に訪れる熱。




【シャルレ】

「アト…………ス」




息が荒くなり、胸を激しく上下させ始めると、彼の手がするりと服の中へと侵入してきた。




【シャルレ】

「ん、ん！」




自分の中で燃え盛る炎を私に与えるかのように、触れる箇所すべてに熱を孕ませながら、激しく撫でる。やがて下着が外され、現れた胸の膨らみを手のひら全部で覆いながら揉んで、硬くなり始める先端を、人差し指で弄び始めた。




【シャルレ】

「ああ……っ」




強めの刺激に、身体がびくっと震えて肩がソファにぶつかる。




【アトス】

「ここじゃ……狭いな」




アトスは上半身を起こして、窮屈そうにする私を抱え、床へと移動した。硬い感触が背中を支える。




【アトス】

「痛くないか」




【シャルレ】

「痛く…………ないよ。ひんやりして、ちょっと気持ちいいくらい」




【アトス】

「そうか」




息を切らしながら喋る私を見降ろす、金色の瞳。窓から差し込む光を受けながら、激しく輝くその目は官能的で。身体の奥底から、ゾクゾクっとしたものが駆けあがって来る。




【アトス】

「怯えた顔してるな……俺が怖いか？」




床に頭を預ける私の横に、アトスの手が置かれる。私はこの人に囚われて、逃げることなど許されない。なぜかそんなことを思ってしまった。




【シャルレ】

「アトスを怖いと思うなんて……あるわけない」




【アトス】

「じゃあなんで、震えてんだよ」




【シャルレ】

「っ」




人差し指の背で頬を撫でられ、肩がびくっと反応してしまう。そこで初めて、身体が強張っていることに気づいた。




【シャルレ】

（アトスを怖がるなんて……変。どうして私、こんなに緊張しているの……？）




【アトス】

「やっぱり俺が怖いんだろ」




戸惑う私を見つめるアトスの顔には、冷ややかな表情が浮かんでいた。先ほどから私に熱を与えるほどに、その身の内に燃え上がる炎を抱えながら表面には冷たい仮面をかぶっている。そのことに気づいて、やはりゾクゾクとしたものが込み上げてきた。




【シャルレ】

「違う……怖いとかじゃなくて」




【アトス】

「何だ？」




【シャルレ】

「惹かれてるの」




【アトス】

「……」




【シャルレ】

「あなたが新しい魅力を見せつけるから。惹きつけられて仕方ないんだよ……」




【アトス】

「お前のことを組み敷いて上から見下ろして悦に浸ってるんだぞ。そんな奴に魅力なんてあるのか？」




【シャルレ】

「そんな自分を蔑むようなこと言いながら、優しくするんだから……」




気がつけば、私の頭の下にはアトスの上着が敷かれていた。そこに、彼の配慮が見える。




【アトス】

「優しくなんかねえよ」




【シャルレ】

「優しいよ」

「いつもより荒々しいけど乱暴なことはしないじゃない……本当は頭の中が煮えたぎるくらい、腹を立ててるくせに。その怒りをぶつけたいと思ってるのに」

「…………でも、私を傷つけたりしない」




【アトス】

「やめろ」

「そういう甘いこと言われると…全部ぐちゃぐちゃにしたくなる」




【シャルレ】

「優しくされるのが怖い？　希望を持って、裏切られたら自分が傷つくから」




【アトス】

「っやめろって言ってるだろ」




カッとなったアトスは拳を握りしめ、そして……。床に叩きつける。その激しい葛藤を見ながら、私はさらに言葉を紡ぐ。




【シャルレ】

「あのとき、アトスの心からの叫びは届いていたと思うよ」




【アトス】

「っ……！」




【シャルレ】

「けど、長年張り続けた意地のせいで素直になれなかったんじゃないかな……そういうところ、アトスとそっくりだね」




【アトス】

「やめろ。お前に何が分かるんだ」




【シャルレ】

「分からない。私は、アトスの昔を見てきたわけじゃないから……何も分からないよ。でもね、今私が何をすべきかは分かる」




【アトス】

「は……？」




戸惑いに揺れる金の瞳。自分の中の暴力的な怒りを発散させたいのに、理性がそれを許さない。伝えたいと願うのに、伝わらなかった想い。目を逸らしながら、自分の中にあるわだかまりに彼はちゃんと気づいている。反発し合う感情がアトスの中でごちゃごちゃになって、檻おりに閉じ込められた獣のように暴れている…………私にはそんな風に見えた。




【シャルレ】

「さっき、壊すかもしれないけどいいかって聞いてきたでしょ。だったらそれくらいの勢いでもっと激しくぶつかってきて。私はそんなくらいじゃ壊れたりしないから」




キッと睨むと、アトスは目を見開いてその瞳をギラつかせた。




【シャルレ】

「中途半端なままじゃ消化不良を起こすから。あなたの全部、私にぶつけて」




【アトス】

「……いい加減黙れ。喋りすぎだ」




【シャルレ】

「！」




私の肩を床に押し付けて、唇を唇でふさいでくる。




【シャルレ】

「……ぁっ」




舌を絡めとられ、声が跳ねる。




【シャルレ】

「ん、あ……」




そのまま、苦しくなるくらいに息を吸い取られ。目の前が暗くなっていく。




【シャルレ】

「ふっ…………ん、ぁ……っ」




肩を押さえつける力が強くなって、痛みが増していく。覚悟を持って誘ったはずなのに。けれどもそれじゃ補えないほどに、アトスの中の獣は激しく私を責めてきた。




【アトス】

「涙……出てるぞ」




【シャルレ】

「んっ」




濡れた目元を、熱い舌が這うのを感じた。




【アトス】

「だけどお前が解き放ったんだからな……しっかりと食われろよ？　俺は腹が減って仕方ないんだ」




【シャルレ】

「…………っ」




たっぷりと吐息をかけながら、耳元でそう囁いてうなじから耳たぶの付け根までを舐めあげてくる。ざらっとした濡れた感触は、本当に野獣の舌のようで。




【シャルレ】

（怖い）




今度こそ本当に恐怖を感じた。




【シャルレ】

「私、骨まで全部食べられちゃうんだ……」




【アトス】

「ああ。全部…………余すところなく、すべてを食べる。この耳も」




【シャルレ】

「ん」




【アトス】

「頬も」




【シャルレ】

「あ」




【アトス】

「唇も、鎖骨も……」




身体を覆っていた服が一枚残らずはがされて、さらけ出された裸の、あらゆる部分にアトスの口づけが落ちてくる。




【シャルレ】

「ん……ぁ……ああんっ」




歯を当てられ、強く吸われ、何もなかった肌に朱い痕が残されていく。それは、アトスに食べられた何よりの証拠で。その痕で埋め尽くそうとするかのように、胸を襲った激しいキスの雨がお腹から、やがて下半身へと移動していく。




【シャルレ】

「アト…………スッ」




今まで感じたことのないほどの激しさに身体を揺らしながら、喉をしならせ、甘い声で啼いてしまう。




【シャルレ】

「駄目……あ、あん…………!!」




たやすく限界へと達してしまった、けれど……。




【アトス】

「まだ、だ。まだこんなもんじゃ、終れない」




それではもちろん彼は満足などせず、火照った肌を押し付けて身体を密着させながら、さらに私を求めてきた。




【シャルレ】

「本当に……壊れちゃいそう……」




【アトス】

「壊れちまえ」




突き放すようにそう言ったかと思うと、アトスは私の耳元に口を寄せた。




【アトス】

「今日のお前、今までにないくらい感じてる。最高に……いいぜ。シャルレの中にも俺と似た獣がいるんじゃねえか？」

「そいつを出せ」




【シャルレ】

「そんな…………の……」




限界の、さらに果て。そこまでいけと急かすアトス。そんなものなどないと思っていたのに。




【シャルレ】

「んん、あ」

「あ……あん…………っ」




突然、身体が熱くなり。あまりの激しさに痛みと苦しみさえ感じていたのに、そのすべてが……。甘い刺激となって襲って来た。




【シャルレ】

「アトス、アトス……」




刺激は麻薬のように感覚を狂わせ。いつの間にか自ら……更なる快感を求め始めていた。




【アトス】

「ん……は…………っシャルレ……っ！」




２人の身体が、激しく燃えるように火照っていく。うっすらと汗を浮かべる肌を合わせながら、私たちは互いの温度に、溺れていった…………。




【シャルレ】

「ん……痛…………っ」




[91頭に差し込むような痛みが走り。身体がきしむ。




【シャルレ】

「んん……」




だるさを引きずりながら身体を起こして、自分がリビングのソファで寝ていたことを思い出す。




【シャルレ】

（あ、昨日……あのまま）




ぼんやりとする頭を少しずつ動かしていると、すぐそばで眠っていたアトスも起きだした。




【アトス】

「ん、て、いたたたたた、俺……床で寝てたのか」




【シャルレ】

「大丈夫？　アトス」




【アトス】

「身体がバッキバキだが……問題ない。それよりお前の方こそ、大丈夫か？　かなり無理をさせただろ」




抱えていた熱を余すことなく発散させられたのか。すっきりとした顔で、アトスが聞いてくる。




【シャルレ】

「ほんと、すごく無理な体勢で激しかったから私も身体中痛いよ」




【アトス】

「悪かったな」




硬い床から起き上がると、アトスはソファに座って私を優しく抱きしめてきた。




【シャルレ】

「いいの。あんな獣みたいなアトス、私じゃなきゃ手に負えないもの」




【アトス】

「そうだな。俺でも、自分をどうしたらいいか分かんなかったからな……」

「お前がいてくれてよかった」




私の胸の中に顔を埋めて甘えてくる。そんな行動に愛おしさを感じながら、アトスの頭を撫でた。赤茶色に光る髪は、太くてしっかりしているけれど柔らかい。




【アトス】

「お前にこうされると気持ちいい」




【シャルレ】

「じゃあ一日中、こうしてようか？」




【アトス】

「それいいな。今日の見廻り任務、サボっちまうか」




軽い冗談を交わしながら、ゆったり流れる朝の時間に身を浸していると……。




【ポルトス】

「アトス！　いるか!?」




ただならぬ気配と共に、ポルトスが駆けこんできた。




【アトス】

「どうしたんだ……血相変えて」




すぐさま迎え入れたポルトスは、切らした息を整えることもせずに、手にしていた紙を突き出してきた。




【アトス】

「新聞？」




【シャルレ】

「え……！」




【アトス】

「何だ、この記事は」




そこに書かれていたのは、昨夜のアトスの父親と市民たちの衝突のことで。貴族の横暴な態度に市民の怒りが爆発した、というのは事実のまま…………だったけど。




【シャルレ】

「どうしてアトスが……貴族の味方をして、一般市民たちを弾圧したことになってるの？　あのときアトスは、彼らの声を聞いて、彼らの気持ちをきちんと受け止めて……その場を収めたのに」




【ポルトス】

「ここには、パリの安全を守る庶民の味方と思われていた銃士隊の副隊長が、実は伯爵家の子息で、騎兵隊のように銃士隊も家柄重視の組織に変え高慢な貴族色に染め上げようとしてる…………て書かれてるんだ」




ガン、という壁を蹴る音が響く。




【アトス】

「っんだこれ誰がそんなこと考えたっていうんだよ！　んなことこれっぽっちも思っちゃいねえ」




【ポルトス】

「それは、君を知る人物なら誰もが分かってることだよ。だけど……」




言葉を詰まらせるポルトスを、アトスがキッと睨みつける。




【アトス】

「何だ？」




【ポルトス】

「このパリの中には、真実のアトスを知る人の方が圧倒的に少ない」




【アトス】

「何かまずいことが起きてんだな？　勿体ぶらずに早く言え」




【ポルトス】

「……」

「今、大通りのほとんどが封鎖されている」




【シャルレ】

「え、誰がそんなこと……」




【ポルトス】

「貴族や、国に不満を抱える市民たちが……暴動を起こしたんだ」




【シャルレ】

「暴動……？」




【アトス】

「な……馬鹿な…………」




あまりにも予想外のことを告げられて。私たちは言葉を詰まらせてしまった。




【ポルトス】

「驚くのも無理はない。俺も早朝の見廻りに出た隊士から報告を受けても、すぐには信じられなかったから。けど、外に出れば分かる」




【アトス】

「！」




【シャルレ】

「あ、待ってアトス」




起き抜けの恰好のまま、身なりに気を使うことなく走り出す。




その私たちの目に…………信じられない光景が飛び込んできた。




【シャルレ】

「本当に、道が塞がれてる」




【アトス】

「何でこんなことに……」




【ポルトス】

「元々、市民たちの間には不満が芽吹いていた」




【アトス】

「戦争のことか？　だったら」




【ポルトス

「違う、それよりもずっと前だよ」




【シャルレ】

「ずっと前って」




【ポルトス】

「リシュリューがいなくなって、ルイ１３世陛下が政治の主導権を握ってから、この国の財政難が浮き彫りになったんだ」




【シャルレ】

「じゃあ数年前から……」




【ポルトス】

「税で取られる分は増えたのに、自分たちの暮らしは一向によくならない。そういう後ろ向きな考えが根づいていたんだ」




【シャルレ】

（そんな……みんな、毎日笑顔で暮らしてたのに）




見廻りに出るたびに声をかけてくれる肉屋や野菜売りや、パン屋の顔が浮かび上がる。けれどもすぐに、昨日不満を口にしていた人々の顔がそれを打ち消した。




【シャルレ】

（そうだ。パリには多くの人が住んでいる。実際に不満を抱えていた人たちは大勢いたんだ）




自分の了見の狭さを思い知り、悔しさを噛みしめていると……。




【男Ａ】

「おい、やめろ！　こんな記事はでたらめだ！」




【デモ隊Ａ】

「うるさい、どけ。記事がどうだろうと関係ねえんだよ。銃士隊だろうが、騎兵隊だろうが、とにかく貴族連中は俺たちの敵だ」




【男Ｂ】

「待て、銃士隊は貴族とは違う」




【シャルレ】

「あの声……」




争う声に慌てて駆けつけると……。農具やらフライパンやら、とにかく武器になりそうな身の回りの物を持った集団と、昨日の夜、マリウスによって斬られた男の人たちが争っていた。




【アトス】

「おいやめろ」




デモ隊の前にアトスが立ちはだかる。そのすきに、私は包帯を赤くにじませる男の人たちの元へと駆けつけた。




【シャルレ】

「みんな病院に行ったはずじゃ……しばらく安静にしてなきゃいけないのに、こんなところで何してるの？」




【男Ａ】

「あんたは……」




【男Ｂ】

「確かに病院に入って寝てたがこんなデタラメを目にしたら、いてもたってもいられなかったんだ」




そう言う彼の手には、先ほど私たちが目にした新聞が握られていた。




【男Ｃ】

「あのとき俺たちは……アトスさんの言葉に感動したんだ。だってのに、それに水を差すようなことしやがって。挙句の果てにこんなおおごとになるなんて」




【ポルトス】

「誰かが事実を捻じ曲げて情報を操作したんだろうな」




【シャルレ】

「一体誰が……」




【デモ隊Ａ】

「ああっ、こいつだ！　この赤髪が例の副隊長だ」




【デモ隊Ｂ】

「そっちの銀髪も女も見覚えがある。どっちも銃士隊の人間だ」




【デモ隊Ｃ】

「私たちを力づくで止めに来たのね……」




【アトス】

「待て、俺たちにそんな気はない。だから冷静に話し合いを……」

「！」




騒ぎを静めようとするアトスに向かって、刃先が鋭く研がれたクワが振り下ろされる。




【ポルトス】

「アトス、今この場で何を言っても無駄だ。とにかく一旦退いて城へ向かおう。この緊急事態だ。隊長もきっとそこにいるはず」




【アトス】

「ああ。お前ら、この騒ぎは俺たちがなんとかする。だから妙なことは考えずに、大人しく病院に戻ってろ」




【男Ａ】

「は、はい」




走り出すポルトスを追いかけ、私たちもその場を後にした。




【ポルトス】

「ハァ……ハァ」




街中のどこを通ろうとしても、殺気だった市民がいてそのまま強行突破するよりも、一旦街から離れて作戦を立てることにした。




【アトス】

「……どうなってんだ。街中にいたデモ隊の奴らの中に、軍用の銃を持ってるのが混じってたぞ」




【シャルレ】

「帯剣してる人たちも何人かいたよ。どう見ても慣れた感じで……ただの市民って雰囲気じゃなかった」




【ポルトス】

「武器を横流しして、騒ぎを大きくさせたい奴らが関わってる…………てことだろうね」




【アトス】

「数か国が連携するかのように戦争仕掛けてきて国内に不安と不満が満ちているところにこの騒ぎ……か」




【シャルレ】

「それって全部に繋がりがあるってこと？　でも、そんなことをしている犯人がいるとしたら……」




【アトス】

「とてつもなく大きくて、頭のいい連中ってことになるな」




【シャルレ】

「っ」




考えも及ばないような、巨大な相手が狙ってきている。そう考えた瞬間、身体が震えた。




【ポルトス】

「ねえアトス。君に聞きたいことがあるんだけど」




【アトス】

「何だ？」




想像もしてこなかった事態に直面して困惑するばかりの私の前で、ポルトスは落ち着き払った様子でアトスを見つめる。




【ポルトス】

「ここ最近に起きた戦争で、中佐が命を落としたことは……」




【アトス】

「親父から聞いた。旧友だったそうだな」

「それがどうした？」




【ポルトス】

「実は、その中佐以外にも命を落としたり、もしくは二度と戦場に立てないほどの大怪我をしてる人たちがいるんだ」




【アトス】

「立て続けに戦争が起きたから……だから死傷者が出るのに不思議はない。そう思ってたが違うのか」




【ポルトス】

「戦争初参加の新米が慣れない戦いで命を落とす…………のなら分かるけど、揃いも揃って、今まで功績をあげた人物ばかりなんだよ。大尉や少尉……階級を持っていなくても、過去に勲章をもらったことのあるような人物たちが」




【シャルレ】

「それって、まるで……フランス軍の要を、的確に突いてるような」




【ポルトス】

「そう。何者かが軍に混じってこちらの弱体化を図っている気がするんだ」




【シャルレ】

「……！」




何となく口にしたことを肯定されて、寒気が一層酷くなる。




【アトス】

「で、俺に聞きたいって本題は何なんだ」




鋭く目を光らせるアトスに、ポルトスもまた目を光らせる。




【ポルトス】

「主要な戦力が抜け落ち弱体化する陸軍の中でメキメキと頭角を現して、昇格している人物」




【アトス】

「つまりは、入隊して間もないってのに少尉に任命された……」




【シャルレ】

「…………っ」




耳に飛び込んでキーワードから、脳内で勝手に映像が結びつく。




【ポルトス】

「マリウス」

「俺は、彼の存在が気になって仕方ないんだ」




【シャルレ】

（やっぱり……）




【マリウス】

「──それじゃ盛り上がらねぇだろ」




悪意に歪む、冷たい笑顔が私の心臓をギュッと握り締めてきた。
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【ポルトス】

「マリウス」

「俺は、彼の存在が気になって仕方ないんだ」




【シャルレ】

（やっぱり……）




ドクン、と心臓が嫌な音を立てる。




【ポルトス】

「君の弟だと聞いたけど。それ、本当？　今まで一緒にいてそんな話聞いたことないけど」

【アトス】

「あいつは俺の弟じゃねえ…………ロシュフォールの弟だ」




【ポルトス】

「なっ」




【アトス】

「ロシュフォールが逆賊と判明して、あいつの家は取り潰しになった。それで……かねてから付き合いのあった俺の家の養子になったんだ」




【ポルトス】

「そこから陸軍騎兵隊に入ったのか」




【シャルレ】

「昨日の事件……マリウスもあの場にいたよね」




【アトス】

「……そうだな」




【ポルトス】

「なら、事件の内容をうまい具合に書き換えられるほど詳しく知っていてもおかしくはない」




【アトス】

「…………だけど、それだけじゃ何の証拠にもならねえ」




【ポルトス】

「彼をかばうの？」




【アトス】

「確かにあいつはキナ臭いとこがある。だがな、今はそのことよりも、どうやって城へ行くかが重要だろ。今、街で起きてる暴動を止めなきゃ……パリは落ちる」




【シャルレ】

「……」




アトスのあまりにも冷静な声に、スッと私たちの頭も冷えた。




【ポルトス】

「そうだね。それじゃ、どのルートを通って行くかだけど……」




【アトス】

「最近まったく使ってないが、きっとまだ通れんだろ」




【ポルトス】

「市民たちに見つからずに城へ抜ける道があるの？」




【アトス】

「ん？　ああ……ちょっと臭くて、暗くてジメジメした道…………だけどな」




ニヤ、と笑うアトスの顔を見て、嫌な予感しかしない。




【シャルレ】

「それって、本当に…………道、なの？」




【アトス】

「まあ付いて来い」




そう言ってアトスは得意げに走り出した。




【ポルトス】

「もしかしてアレかな」




【シャルレ】

「多分、アレだと思う」




嫌な予感は的中し、私たちは……。下水路の中を走ることになった。けれど。その進路は途中で塞がれていて、それ以上先に進むことが出来なかった。




【アトス】

「……くそ。誰だよあそこ封じたのは」




【シャルレ】

「残念とは思うけど。でも、よかったような……」




ホッと胸を撫で下ろしていると。




【？？】

「なあ、おい」




【シャルレ】

「！」




突然声をかけられて、一斉にハッと後ろを振り返った。




【プランシェ】

「こんなとこで何してんだ、お前ら」




【ポルトス】

「プランシェ……君こそ何でここに」




【プランシェ】

「何でって、ここはうちの店の裏だ」




【アトス】

「お前の店の裏って……ああっ、もしかして下水路塞いだのお前かメガネ！」




【プランシェ】

「メガネじゃない、この赤ザルがっ下水路なら、確かに俺が従業員に言って塞がせた。パリの人間は何も気にせず下水にゴミを捨てるからな。この先で詰まりが起きて漂う腐臭が商売に影響してたんだ。だから途中でせき止めてマメに処分してんだ」




【アトス】

「っ……余計なことを」




【プランシェ】

「余計ってなんだよ衛生的になっていいだろ？　感謝される覚えはあっても怒られる覚えはないぞ」




【アトス】

「あのな、そのせいで城に行けねえんだよ」




【プランシェ】

「城…………お前ら、城に行くとこだったのか！」




途端にプランシェの目がキラリと光る。




【プランシェ】

「ピンチはチャンス。騒ぎで店開けてる場合じゃなかったし、どうするかって考えてたが……まさかここで、一番実現しにくいアイデアに光が差すとはな」




【シャルレ】

「一番実現しにくいアイデアって……何、考えてるの？」




【プランシェ】

「よくぞ聞いてくれた、シャルレ！」




フフフ、と胸を張りながらメガネをクイと押し上げて、プランシェは勿体ぶりながら口を開く。




【プランシェ】

「俺は、財務大臣になる！」




【シャルレ】

「え」




【ポルトス】

「ん!?」




【アトス】

「はあ??」




【シャルレ】

「財務……大臣って言った？」




あまりにも怒涛どとうの展開が続いたから、頭がうまく働かず聞き間違えたのかと思ったけれど……。




【プランシェ】

「そうだ」




プランシェはハッキリと頷いてみせた。




【プランシェ】

「今回の騒動と、それを解決できる方法について考えてたんだ。とりあえず、貴族との身分差に不満が集中しているようにみえるけど。現実的な問題は、重い税金の方だ」




【ポルトス】

「そうだね」

「リシュリューと共に前任の財務大臣も王宮を去り、ルイ陛下が新たな大臣を任命したけれど」




【プランシェ】

「地位に目がくらんだ貴族の息子を、適性も見極めずに据えた。そのせいで国の財政は傾いて、立て続けに戦争が起きたことで……市民が怒りを爆発させるほどの、さらなる無理な税金の取り立てを行うことになった」




【アトス】

「金の遣い方も分からない金持ちの息子よりこの数年で目覚ましい発展を遂げた商会の会頭が国の財布握った方が、よほど健全だな」




【プランシェ】

「俺も一応、士族の息子だから貴族といえば貴族だけど田舎のそこまで裕福でもない家だからな。庶民と変わらない。そんな俺が、市民代表として国王に謁見えっけんして財務大臣になってこの国の景気をよくするって言ったらどうだ？」




するすると出てくる言葉に、突飛だと思われた意見が救いの手に見えてくる。




【シャルレ】

「可能性が少しでもあるなら……それに賭けよう」




【アトス】

「その通りだ」




【ポルトス】

「けど、どうやって向かう？　下水路を通って市民たちに見つからないように向かうルートは断たれたし」




【プランシェ】

「大丈夫だ、俺に考えがある」




プランシェの計画は、自分の商会の荷車を使ってデモ隊へ差し入れをするという名目で城の前に占拠する市民たちの元まで行き、荷物の中に隠れていた私たちを密かに降ろすというものだった。プランシェ自身は、差し入れを受け取りにきた市民たちに向けて自分が庶民の代表となって城へ赴き、直接王に謁見して、暮らしを向上させる交渉をしてくると演説を打って堂々と城の門をくぐった。




【プランシェ】

「上手くいったな」




【シャルレ】

「すごいよ。この緊急事態に、よくこんな考え思いついたね」




【アトス】

「だてにメガネかけてんじゃねえんだな」




【プランシェ】

「もっと素直に褒めろ」




【ポルトス】

「さ、ここまで来れたんだから先を急ごう。総隊長と陛下に全てを報告しないと」




ポルトスに促され、至急、国王陛下にお目通りを願った。




緊急事態ということで、陛下のそばには父上が付いており、おかげですぐさま謁見の間に通された。その場には、父上とルイ陛下だけでなく王妃様も同席されていた。




【ルイ】

「アトス、お前が今回の騒ぎの原因だと聞いたが本当か」




【アトス】

「確かに昨日、騒動の発端とされる貴族と市民の対立の事件が起きました。しかし」




【ポルトス】

「流布している情報が、意図的に操作されていることが発覚しました」




【アンヌ】

「間違いはないのですね」




【ポルトス】

「昨夜事件に関わった市民から直接聞いた情報です」




きっぱりと言い切るポルトスを見て、王妃様はその愛らしいお顔を曇らせた。




【アンヌ】

「……では、誰かが裏から扇動している可能性が高い、ということになりますね」




【ポルトス】

「はい。戦争と、デモ。敵は内外からこの国を崩壊させようとしています」




【ルイ】

「なっ……それは誰だ！　正体はつかめているのか!?」




【ポルトス】

「強大な相手です。犯人をひとり捕まえればいいという容易な問題ではありません。その全体像が見えるまで、なんとも言えない状況です」




【ルイ】

「くう……ならどうすればいい」




【ベルトラン】

「落ち着いてください、陛下。糸口は見つけてあります。相手を探る仕事は、私たちにお任せください」




【ルイ】

「お前がそこまで言うなら……その件は任せよう。敵についての調査はベルトランに任せるとして……」




【アンヌ】

「真っ先に考えるべきは、城の前を占拠し、パリの道路を塞いでいるデモ隊のことですね」




【ルイ】

「うう……軍を差し向けて蹴散らしたい…………が、それじゃ解決しないんだろ？」




【ベルトラン】

「そのとおりです」




【ルイ】

「じゃあ、どうすればいいんだ！」




【プランシェ】

「陛下」




陛下が頭を抱えたそのとき、プランシェが一歩前に出た。




【プランシェ】

「ひとつご提案があります」




【ルイ】

「ん？　お前は……」




【プランシェ】

「このパリにて、食糧品などを扱った商売をしているプランシェと申します」




【ルイ】

「その名は耳にしたことがあるぞ！　軍隊へ物資を提供したり資金の援助もしてくれているのだろう」




【プランシェ】

「陛下に名前を憶えていただけるとは光栄の至り」




【ルイ】

「それで提案とは何だ？」




【プランシェ】

「それは……」




口を開きかけて、唾を飲む。




【ルイ】

「どうした？」




デモ隊の前を堂々と通り過ぎたプランシェも、陛下を前にして、自分を大臣にして欲しいと願うことに緊張しているようだ。




【シャルレ】

（プランシェ……）




側に行って励ましたい。思わず身体が動き出しそうになったそのとき、ポンと私の肩に手を置いて……アトスが前に出て、プランシェの隣に並んだ。




【アトス】

「今回の騒ぎを穏便に鎮めるため、市民代表としてこの場に立っている彼を財務大臣にしていただきたいと思っています」




【ルイ】

「何だと!?」




【アンヌ】

「まあ」




【ベルトラン】

「なんと……」




突然の申し出に、陛下を始め、王妃様、父上までもが目を丸めた。




【ルイ】

「何を言い出すんだ！　今の財務大臣はボクが選んだんだぞ。なのに……」




【アトス】

「恐れながら申し上げます。その決断は誤りであった、と」




【ルイ】

「!!」




きっぱりとしたアトスの言葉が、その場の空気を凍てつかせた。







※注意

これより先はいずれかの選択肢を選んだ際に表示される文章になります。

選択肢をタップせずにページをめくると、現在読んでいるストーリーと関係のない文章が表示されますのでご注意ください。







●選択肢




ハッキリと断じる声に、そこにいた誰もが再び目を丸くした。




動揺する陛下を前にしても、アトスは自分の発言を撤回する意思を見せなかった。




例え相手が国王陛下であっても、間違いは間違いと指摘しなければ……
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【アトス】

「恐れながら申し上げます。その決断は誤りであった、と」




【ルイ】

「!!」




ハッキリと断じる声に、そこにいた誰もが再び目を丸くした。




【シャルレ】

（プランシェを励ますためにそこに立ったんじゃないの？）




当のプランシェはアトスの言葉に顔を真っ青にしていた。




【プランシェ】

「ちょ、ちょっと待て。確かに今の人選には問題がある。だけどな、もう少し言葉を選べ」




慌てて漏れ出た言葉を、ルイ陛下は聞き逃さなかった。




【ルイ】

「どうやらお前も、ボクの決断が間違ってた。そう言いたいらしいな」




【プランシェ】

「あ……」




冷や汗を流すプランシェの肩に、アトスの手がのせられる。




【アトス】

「さっきまでの堂々とした態度はどこにいった？　お前は市民代表として来たんだろ。陛下の前できちんと意見を述べておかなければ、ここまで来た意味がないんじゃないか」




【プランシェ】

「…………恐れながら陛下に申し上げます。私も、確かに……財務大臣を選んだ陛下のご決断は間違いだったと思います」




【ルイ】

「だから、自分を大臣にしろというのか？　ずいぶんと乱暴な物言いだな」




【プランシェ】

「私は、自分が財務大臣になりたいから文句を付けている、というわけでは……」




プランシェが冷静に反論を述べようとするのを遮るように、慌ただしい足音が迫ってきた。




【兵士】

「陛下に申し上げます！」




【ルイ】

「どうした？」




【兵士】

「城門前に集結していた市民たちが、代表として入った者の帰りが遅いと暴れ始めています」




【プランシェ】

「な……っ」




【シャルレ】

「そんな、私たちがここに来て一時間も経っていないのに」




しびれを切らすには早すぎる。




【兵士】

「兵を集結させ抑えていますが……その数と勢いは強まるばかりで、今にも門が破られそうです」




高まった緊張を前に、ルイ陛下は顔を強ばらせながらプランシェを見た。




【ルイ】

「まさかお前……ボクを脅す気か」




【プランシェ】

「え、何のことですか!?」




【ルイ】

「自分を大臣にしなければ、市民たちがこの王宮内にまで侵入してくる。そう言いたいのだろう！」




【プランシェ】

「待ってください、俺はそんな……っ」




【ルイ】

「それで望む地位に就いて、何を企んでる。市民の手先として国家の予算をいいように使うつもりだな」




【シャルレ】

「お待ちください陛下。彼はそのようなことを考える人物ではありません」




【ルイ】

「ベルトランの娘、お前も市民側の人間か」




【シャルレ】

「違います！」




【ベルトラン】

「陛下、落ち着いてください。このような事態でこそ、正しい考えが出来るよう心を平らかに」




【アンヌ】

「そうです、陛下……」




【ルイ】

「ええい、うるさい！」




かけられる言葉を振り払い、陛下は怒りを露わに立ち上がった。




【ルイ】

「どうするかはボクが決める。ボクがこの国の王だ。誰にも左右されたりなんかしない。もう誰にも、いいように利用されたりなんかしないんだ……!!」




悲痛さを感じさせるような怒りの声。その想いがどこから来たものなのか……ここにいる誰もが理解できた。




【シャルレ】

（リシュリューが残した爪痕は未だ癒えてないんだ）




状況を飲みこめない兵士は、おろおろしながら陛下の顔色をうかがう。




【兵士】

「門前の市民たちに対し、どう対応すればよいでしょうか……」




【ルイ】

「そんなもの、全員捕まえて牢屋に入れればいいだろう」




【兵士】

「ですが、宰相殿から市民たちの神経を逆立てないよう言いつかっております」




【ルイ】

「何を……そういえば、その宰相はどうした？　ここへ来るよう命じたはずだが」




【兵士】

「事態が急変し、真っ先に宰相殿へ指示を仰ぎに行ったのですが、お姿が見当たらなく」




【ルイ】

「姿が見えない？　どこに行ったんだ……」




【兵士】

「側近の方々に行方をお訊ねしようとしたのですが、その方たちも見当たらず。重ねて申し上げますと、市民たちの怒りの対象となっている財務大臣のお姿も」




【ルイ】

「揃っていなくなったというのか！」




ダン！　と床を強く踏む音が響き渡る。




【ルイ】

「国の一大事だというのに、このボクを置いて真っ先に逃げるとは……コンデに報せ、軍隊の力を持って暴れる市民たちを制圧しろ!!」




【アンヌ】

「陛下、それでは乱暴すぎます。のちに禍根を残しかねません」




【ルイ】

「また何か起きたなら、そのときも軍の力でねじ伏せればいい」




陛下の怒りはさらに上昇し、誰も止めることができない。そう感じていたところへ──。




【アトス】

「公正王ルイ13世陛下」




アトスの声が、響き渡った。




【ルイ】

「公正……王…………？」




頑として他人の意見を聞き入れようとしなかった陛下の耳に、その低く、強い声は届いた。




【アトス】

「そう呼ばれるのと、暴力王ルイ13世陛下と呼ばれるのと、どちらをお選びになりますか」




【ルイ】

「それは……公正王と呼ばれるほうがいいに決まってるだろう」




【アトス】

「ならばその威厳をお示しください」




【ルイ】

「何のことを……言ってるんだ」




【アトス】

「単純なことです。今ある状況を公正に見極め、その上で判断を下していただきたい」




【ルイ】

「……」




迫る声に、たじろぐ陛下。そこに生じた迷いが、陛下の怒りを和らげた。




【ベルトラン】

「状況を今一度整理してみましょう。プランシェ、市民たちは何に怒りを覚え、どうして武器を手に城へと迫ったんだ」




【プランシェ】

「……市民たちは、フランスの財政難による不景気が続いた上に度重なる税の徴収に不満を抱いています」




【ベルトラン】

「その募った不満が爆発することとなったきっかけは」




【ポルトス】

「昨夜起きた貴族と市民の対立です。伯爵家の人間が横暴な態度を取り、市民に暴力を振るったことで怒りが頂点に達したようです」




【ルイ】

「その件に関しては……」




【ベルトラン】

「何者かが意図的にこの事件の情報を操作したと思われます。つまり、陛下が公正な判断をしなければ敵の意のままになる可能性があるというわけです」




【ルイ】

「……」




【アンヌ】

「権力を持たぬ市民には、数を集め暴力で訴えるしか手段が選べません。けれど、国を統べる陛下には暴力以外に取れる方法があるはずです」




【ルイ】

「暴力に対し暴力を振るえばそれは戦争と同じ。国同士ではなく、国の中でそんなことをしていては分裂するだけ……」




【アトス】

「そうです」




【ルイ】

「それでは、どうすればいいんだ。何をしていけないかは分かっても、どうすれば一番いいのかは分からない」




【アトス】

「私にお任せください。暴力に訴えることなく、人々を鎮めてみせます」




【ルイ】

「どうやってそんなことを成し遂げる？」




【アトス】

「そのために、私を陸軍の少佐に。そして……ここにいるプランシェを財務大臣に据えてください」




【シャルレ】

（アトス……）




プランシェのことを持ち出すならともかく、まさかこの場で自らのことも口にするとは思ってもいなかった。




【シャルレ】

（決めたんだね）




アトスの横顔を見つめると、より精悍さが増しているのを感じる。すべてのわだかまりを解いて、自分の行く道を決断したことがひしひしと伝わってきた。




【ベルトラン】

「アトスを少佐に、という話はコンデ大公から出た話です」




【ルイ】

「軍のことはコンデに任せている。問題ないだろう」




【アトス】

「大臣については」




【ルイ】

「……その者は、貴族ではなく一般の人間だろう。平民を大臣へ据えるなど今までなかったことだ。せめて由緒ある家柄の者であれば」




【アトス】

「貴族か、そうでないか。そのこだわりが今の軋轢あつれきを生んでいます。すべての民を公正に評価する。陛下が公正王としての態度を示せば市民は安心と信頼を覚え、怒りを手放すことでしょう」




【ルイ】

「公正……」




【プランシェ】

「どうか、家柄ではなく私自身を見て評価してください。財務に関して明確な知識を持っていること。国に貢献する忠義心。それらは、自らの商売を繁盛させ軍への援助によって示したつもりです」




【ベルトラン】

「この者が不正を働くことのない、正直な人柄であるということは、彼を生まれたときから見守り続けた私が保証します」




【ルイ】

「では……」




【ルイ】

「ボクはお前たちを信じ、その者に財務大臣の地位を預けることを約束しよう」




【プランシェ】

「!!」




【シャルレ】

「！」

（やったね……すごいよ、プランシェ！）




【アトス】

「公正王ルイ13世陛下。その素晴らしき英断に、感動いたしました」




感無量の想いが、張り詰めた緊張の空気を飲みこんでいく。




【ポルトス】

「アトスが少佐に、プランシェが大臣に…………か」




【アンヌ】

「であれば、あなたもご自分が就かれる立場に身を置かれてはいかがですか」




【ポルトス】

「御意のままに」




【シャルレ】

（？）




突然交わされた、王妃様とポルトスの意味深長な会話に私だけでなくアトスも気づいたようだ。




【アトス】

「お前が就くべき立場って……何のことだ？」




【ポルトス】

「それは」

「君が元帥げんすいになれば、分かることだよ」




【アトス】

「は？」




【ベルトラン】

「お喋りはそこまでだ」

「ではアトス、すぐに城門へと向かいこの騒ぎを収めてほしいのだが、依頼できるかな」




【アトス】

「……」




命令ではなく、願い。それは、直属の上司と部下という立場が変化したことを意味する。




【アトス】

「お任せ下さい、銃士隊総隊長殿」




【ベルトラン】

「では、よろしく頼む。少佐殿」




アトスが敬礼をすると、父上もそれに合わせて返礼をした。




【アトス】

「プランシェ、一緒に来てくれ」




【プランシェ】

「ああ。もちろんだ」




２人が謁見の間を後にする。私もついていこうとすると……。




【ベルトラン】

「ポルトス、お前にも頼もう。アトスたちと共にゆき、状況を冷静に見極めてほしい」




【ポルトス】

「もちろんです」




【シャルレ】

（ポルトスも……アトスと同じように銃士隊を抜けて新たな役目に就いた……？）




思わず足を止めて状況を見つめていると。ポルトスが私に気づき、ポンと肩を叩いてきた。




【ポルトス】

「何ボーッとしてるの？　さあ行こう」




【シャルレ】

「う、うん」




自分の知らないところで、様々な変化が起きている。それを感じていたものの……不安を感じるどころか、期待が胸を膨らませていた。




【シャルレ】

（私は何も知らない……けど、今見える光を追って行けば大丈夫）




そう素直に信じ、力強く床を蹴った。




急いで城門へと駆けつけると、外側から激しくぶつかってくる音が響いてきた。分厚く丈夫な門扉がギシギシと軋みをあげる。




【アトス】

「おい、開門しろ」




到着して早々アトスがそう命令すると、兵は青ざめた顔で首を横に振った。




【門兵Ａ】

「だ、駄目です」




【アトス】

「何でだ？」




【門兵Ｂ】

「上で見張りをしている兵から連絡がありました。あいつら、どこからか大砲を持ってきたと」




【シャルレ】

「大砲？」




【プランシェ】

「ただの市民が気軽に持ちだせるもんじゃないだろ」




【ポルトス】

「デモ隊の中には、軍用の装備を持っている者がいた」




【アトス】

「同じようなルートから流れてきたんだろうな」




【門兵Ａ】

「扉を閉じておけば、一発や二発撃たれたくらいではビクともしません」




【門兵Ｂ】

「弾が尽きるまで待つほうが得策かと」




門を開け、そこへと大砲を撃ちこまれたら城そのものへの被害は免れない。




【シャルレ】

「……そうだよね。大きな被害を出すわけにはいかないもの」




【プランシェ】

「そうだな……」




兵からの提案が妥当だと、私とプランシェは納得したけれど……。アトスは首を縦には振らなかった。




【アトス】

「だったらなおさら、すぐに門を開くんだ」




【プランシェ】

「何言ってんだよ！　今の話聞いてたのか？」




【アトス】

「聞いてるから開門しろと言ってるんだ。大砲を撃つという決断をさせる前に止めなきゃいけねえんだよ」

「引っ込みがつかなくなって自棄になる前に、まだ後戻りができるところで、踏みとどまらせてやらなきゃいけないんだ」




【シャルレ】

「！」




もし本当に撃ってしまったら。後悔をする人間が出てくるかもしれない。そしてその罪悪感に駆られ、命を無駄に散らしてまでもさらなる罪を犯そうとする人が出てくる可能性がある……。銃士となり、色々な問題に立ち会ってきた中でそういう人たちを見てきた覚えがある。




【門兵Ａ】

「ですが……」




兵士たちにもアトスのいわんとしていることは伝わっている様子だった。けれど……。




【シャルレ】

（もしここでデモを止めることができなければ、彼らが責めを負うことになる）




重くなる空気の中、ポルトスは笑った。




【ポルトス】

「責任は彼が全てとる。銃士隊副隊長であり、間もなく陸軍少佐となる人間の命令なら、君たちが罪を背負うことは絶対にない…………よね？」




【アトス】

「ああ。そうだ。最悪の事態になった場合、すべての罪は俺にある。そう言えばいい」

「だから、開けてくれ」




【門兵Ａ】

「……分かりました」




【門兵Ｂ】

「では、開門します」




説得に応じてくれた門兵たちが、堅く閉ざされた門扉を開く…………。ギギギギギ……、と重たい軋み音をあげながら開かれた門の向こうには。大砲をこちらへと向けた市民たちが待ち構えていた。




【市民Ａ】

「我ら市民に対して負けを認め、降伏する気になったのか」




大砲の横に立つ男が声をあげた。彼がこの集団のけん引役なのだろう。アトスはそれを見極め、前へと出た。




【アトス】

「俺は銃士隊副隊長のアトス」

「我ら、とか言ってるけどあんたは一体どこの誰だ？」




【市民Ａ】

「私はただの一市民に過ぎない。名乗る名などない」

「それより、お前が銃士隊の副隊長ということは」




【市民Ｂ】

「あの新聞に載っていた、貴族の子息だ！」




【市民Ｃ】

「銃士隊を貴族の色に染め上げようって魂胆なんだろ？　そのお貴族の坊っちゃんが何しにノコノコ出てきやがった！」




【市民Ｄ】

「あたしたちを散々踏みにじってきたことを詫びようってのかい？」




非難の声が、一気にアトスに集中する。とてつもないプレッシャーがかかる中……けれども彼はひるむことなどなかった。




【アトス】

「俺に詫びるべきことなんてない」




【市民Ａ】

「開き直ろうっていうのか」




【市民Ｂ】

「じゃあ何をしにきたんだ！」




【アトス】

「俺は、問いかけに来たんだ」

「ここに真のパリ市民はいるのかと」




【市民Ｃ】

「はぁ!?」




【市民Ｄ】

「どういう意味だい？　あたしたちがパリ市民じゃないって文句つけにきたのかい!?」




【アトス】

「真のパリ市民であれば知っているはずだ。身をもって体験しているはずなんだ。誤った情報を植え付けられ、それによって踊らされる愚かさを」

「２年前に」




【市民たち】

「……っ」




多くの人たちがハッとする顔を見せた。彼らの頭の中には恐らく、共通の出来事が思い浮かんでいるはず。




【アトス】

「銃士隊が貴族の色に染まる？」

「市民を守るための組織が、貴族に肩入れし、お前たちを弾圧するようになるなんて本気で思ってるのか？」




【市民Ｃ】

「そりゃ……だってあんた、伯爵家の人間なんだろ……？」




【アトス】

「ああ、そうだ。俺は、ラ・フェール伯爵家の人間として生を受けた」




【市民Ｄ】

「ほ、ほらやっぱり。誤った情報なんかじゃないってことでしょ！　伯爵なんて偉そうな家の人間が、あたしたちのことを本気で守るなんて……」




【アトス】

「生は受けたが絶縁した。今の俺は、ただの一市民だ」




【市民Ｄ】

「えっ……」




【シャルレ】

（アトス……）




絶縁した。その硬い響きが、シン……と静けさをもたらす。人々が耳を傾けている。そう感じたところでアトスは強く声を張り上げる。




【アトス】

「俺たちは、リシュリューによって濡れ衣を着せられ解隊された。一度地に落ちた銃士隊が今のように復活するまでの間、何をしてきたのか。市民であれば自分の目で確かめ、知っているはずだ」




【市民たち】

「……」




【アトス】

「なあ、お前たちは本当に自分で考えてここに来て、国王陛下に盾突こうと考えているのか？　誰かに踊らされているとは思えないか？」




【市民Ａ】

「戯言はもういい！　私たちは重い税金に苦しんでいるんだ。このまま搾取（さくしゅ）されるばかりで終わったりはしない」




【アトス】

「そのことについてなら、プランシェ。お前からよく説明してやれ」




【プランシェ】

「ああ」




市民を代表して国王へ意見しに行く。そう宣言した人物の登場に、市民たちはざわつき始めた。




【プランシェ】

「聞いてくれ、みんな。俺は国王陛下に直接かけ合い、この国の問題を解決するための提案をしてきた」




【市民Ｂ】

「問題を解決する提案……？」




【市民Ｃ】

「そりゃ、一体……」




【プランシェ】

「この俺が、財務大臣になって国の財政を立て直す」




【市民Ｄ】

「財務大臣……!?」




【プランシェ】

「そうだ。そうすれば税金の負担は軽くなる」




【市民Ａ】

「嘘だ」




【ルイ】

「嘘ではない。ボクは確かにその者に財務大臣の地位を与えることを約束した」




【市民Ａ】

「!!」




バルコニーからお姿を現した陛下の高らかな宣言に、市民たちの誰もが目を丸くした。




【市民Ｂ】

「今、ハッキリと言ったよな」




【市民Ｃ】

「ああ、聞いた」




【プランシェ】

「陛下は今回の件を受け、心を痛め、どうすべきか真剣に悩んだ上で、俺の意見を受け入れてくれた」

「市民の声を聞き入れてくれる陛下をどうして攻撃する必要がある？」




【市民たち】

「…………」




【アトス】

「銃士隊がいつ市民の敵になった？　いつでもこの街の平和を守るために尽力してきたはずだ」




【市民Ｃ】

「そう…………だな」




【肉屋】

「そうだ！　俺はずっとそう言い続けてきた。あそこにいるアトスは、もう何年も前から銃士としてこの街を守って身体を張って来たんだ」




【野菜売り】

「そうだそうだ。いつだって俺たちの話を聞いてくれる、俺たちの味方だ！」




【シャルレ】

（あれは……いつも親切にしてくれる、商店街のみんな……）




【パン屋】

「あいつが貴族の味方なんて、あるもんか」




【市民Ｂ】

「確かに……そうだよな」




【市民Ｃ】

「銃士隊の人間は、何か起こる度にすぐに駆けつけて解決してくれてた」




【アトス】

「俺はこの街を守りたい。この国を守りたい。ここに住むお前たちを守りたい」

「いつでもその想いを忘れたことはない」




【市民Ｄ】

「落ち着いて考えてみたら、確かに……隊長さんはいつだって私たちに優しい声をかけてくれてた。あの隊長さんが率いる組織が、貴族のものになるなんて……そんなことないわよね」




憑き物が落ちたように、みんなは怒りの感情を手放して落ち着きを見せ始めた。




【アトス】

「俺たちはお前たちを守りたい。その志を持って、陸軍少佐になる」




【市民Ａ】

「……な、騙されるな皆！」

「あいつは私たちをいいように丸め込んで結局は名声欲しさに陸軍に入る気だ！」




【アトス】

「もしその気なら、この場でこんなこと言う訳ないだろ」




【市民Ａ】

「くっ」




【アトス】

「いい加減にしろ、お前はパリの市民じゃないから名乗ることもできないんだろ？　潔く負けを認めるんだな」




【市民Ａ】

「……っ」




先ほどまで威勢よく声を上げていた男は、アトスの言葉に観念したのか口を閉ざし、するりと人ごみの中へ身を滑り込ませた。




【シャルレ】

「あ、逃げた……！」




【アトス】

「おいポルトス。あいつが何者か調べてくれ。お前ならその裏の繋がりまで分かるんじゃないか」




【ポルトス】

「……ハハ。何も知らないのに、俺の使い方を心得てるんだ」




【アトス】

「？」

「いいから、早く」




【ポルトス】

「了解。未来の元帥殿」




アトスからの唐突な申し出にポルトスは笑って応じ、先ほどの男を追いかけ始めた。みんなを扇動していた人物が姿を消したことで、そこに集結していた暴力的な空気は霧散し始めた……。




【シャルレ】

「これで、終わったの……？」




アトスの説得は成功した。そう感じるのに、スッキリしない何かが残る。




【アトス】

「いや、むしろここからが始まりだろうな」




【シャルレ】

「始まり……確かにそう言われた方がしっくりくる」




何者かが裏で市民たちの怒りを煽っていた。推測と思われたその考えが、真実味を帯びてきたのだから。




【アトス】

「お前には、陸軍にもついて来て欲しいと思っている」




【シャルレ】

「え……」




【アトス】

「前よりも強大な敵と戦わなきゃいけなくなるからな。どうしてもお前の力が必要なんだ」

「だから、そばにいてくれないか」




【シャルレ】

「……」




突然のことなのに、不思議と迷いは一切なかった。




【シャルレ】

「もちろん、どこまでも付いていくよ」




アトスが私を必要としてくれるなら、どこまでも付いていく。その想いと共に力強く頷くと、アトスは笑って……私を抱き寄せた。




【アトス】

「さすが俺の妻だな」




色々なことが同時に起こり、今まで共に歩んできた仲間はそれぞれの道を歩み始めることになった。けれども……その絆は以前よりも強まった、そんな気がする。




【シャルレ】

（どんな敵が現れようとも、必ず……その野望を打ち砕いてみせる）




そう心に強く想いながら、晴れ渡るパリの空を見上げた──。エピローグ＜美酒に酔いしれて＞




城での騒動が解決し、迎えた夜。疲れた心を癒そうと酒場へと足を運んだ。




【アトス】

「ようやく落ち着いて酒が飲める……」




【シャルレ】

「ここ数日で、色んなことが起きたよね」




店員さんに頼んだビールが到着するのを待っていると……。




【男Ａ】

「おい……」




【男Ｂ】

「ああ、そうだ」




【シャルレ】

「？」




酒場にいたお客さんがちらちらとこちらを見て、やがて取り囲むように立ち上がった。




【アトス】

「何だ？」




【シャルレ】

（デモ隊の人たち……？）




城門まで迫ってきたデモ隊を説得したことで、中心メンバーと思われる人たちを納得させることはできたけれど。パリのあちこちで暴動を起こしていたそのすべての人を納得させられたわけじゃない。残って最後の抵抗を続けている一部のデモ隊は、今、銃士隊が鎮圧に向かっているところだった。




【男Ｃ】

「なあ、あんた。あんたがアトスなんだろ」




【アトス】

「ああ、そうだが……」




中心部は落ち着きを取り戻したから安心だ。そう思って油断したことを後悔していると……。




【肉屋】

「まさかお前が将軍になるとはな！ずいぶん派手に出世したな」




【パン屋】

「今日はうちらの売り物を店に提供して派手に飲んでるところだ」




【野菜売り】

「お前も、それにシャルレさんも、存分に食って飲んでいってくれ！」




【シャルレ】

「みんな……」




私たちを歓迎する笑顔に、警戒心など一瞬で吹き飛んだ。




【アトス】

「お前ら…………あのな、俺はまだ将軍にはなってねえ。少佐だ、少佐」




【果物売り】

「は？　軍の偉い人になったならみんな将軍なんだろ？」




【アトス】

「少佐のずっと上、少将にでもならなきゃ将軍って呼べねえんだよ」




【肉屋】

「だったらさっさとそれになっちまえよ」




【アトス】

「そう簡単になれるもんじゃねえっての……」




【野菜売り】

「細かいことは抜きだ。それより酒、酒はまだか？」




【店員】

「はいよ！　これはうちからのサービスよ」




テーブルの上に頼んだビールが置かれると、私たちを囲むように立っていたみんなが、それぞれにグラスを手にする。




【肉屋】

「よし！　乾杯だ。アトスとシャルレさんの今後の活躍を俺たち全員、応援してるぜ！」




【パン屋】

「将軍様、万歳！」




【アトス】

「だから違うって……ああ、もういい、とにかく乾杯だ！」




【シャルレ】

「フフ、乾杯！」




【男Ａ】

「カンパーイ!!」




いくつものグラスが重なり合ってにぎやかな音が生まれる。




【アトス】

「たく……落ち着いてゆっくり飲みたかったってのに」




ぶつぶつ文句を言いながら、その顔は嬉しさに緩んでいた。




【シャルレ】

「でも、こんな風ににぎやかな飲み会も楽しくていいよね」




【アトス】

「まあな……」




誰もが楽しく笑い合えるのは平和な証拠だ。そのことが、何より私たちには嬉しい。微笑み合う私たちの間に、男性が身を乗り出してくる。




【男Ｂ】

「アトスさん！　俺、感動したんす」




【アトス】

「ん？」




【男Ｂ】

「昨夜の通りでの演説に、今日の城門での演説……どっちも聞いて」

「それで……心打たれたんすよ！」




【アトス】

「あ……そうなのか」




【男Ｂ】

「そんな立派な人と酒が飲めるなんてほんと光栄です。握手してください！」




【アトス】

「お、おう」




顔を真っ赤にして、半ば目を潤ませながら語りかけてくる男性の勢いに押されながらけれども口元を綻ばせてアトスは握手に応じた。




【肉屋】

「すっかりヒーローだな」




【パン屋】

「まあ確かに、今日のおめえはかっこよかった！」




【野菜売り】

「昔は隊長さんの手を焼かせるだけの生意気なガキだったのにな」




【シャルレ】

「あ、その頃の話聞きたい！」




【アトス】

「いや、いいだろ！」




【野菜売り】

「こいつすげえやさぐれてて、道で肩がぶつかったくらいでイチイチ絡んで来るくらい尖ってたんだぜ」




【シャルレ】

「へえ……」




【肉屋】

「あの頃はただの目つきの悪いクソガキとしか思ってなかったよ」




【パン屋】

「それがあんな立派なこと言えるようになったんだもんな……俺も年を取るわけだ」




【アトス】

「やめろ、酒がまずくなるだろ。いいから飲んで、もっと景気のいい話しろ！」




感激して、目元を潤ませ始めるからアトスは空気を変えようと必死だった。落ち着き払って頼もしい一面ばかり見てきたからこうやってちょっとしたことに動揺する姿に、ホッとしてしまう。




【シャルレ】

（本当に、みんなに愛されてるな……アトス）




にぎやかで楽しい空気をお供に飲むお酒は格別で。何よりも美味しい味に、酔いしれていった…………。




【シャルレ】

「アトス、ほらベッドまであと少しだから」




【アトス】

「ん……」




あれから、他のお客さんたちもどんどん私たちの周りに集まってきて宴会は盛り上がり続け…………。日付が変わる頃には、アトスはすっかり酔いつぶれていた。




【アトス】

「んあ……」




肩を貸せば歩ける状態だったから何とか寝室まで連れていったけど……。ベッドまであとほんの少し、というところでアトスは身体を大きく傾けた。




【シャルレ】

「ああっ」




ぐらりと倒れた身体は支えきれないほど重く、

私もそのまま引っ張られて、共に絨毯（じゅうたん）の上に倒れ込んだ。




【シャルレ】

「うう……アトス、大丈夫？」




そっと身体を起こして大きく倒れ込んだアトスの顔を覗き込むと……。




【アトス】

「大丈夫…………だ。俺は何があっても……お前さえいれば……」




私をギュッと抱きしめながら、そんなことをつぶやいた。




【シャルレ】

「……」

（これってまだ…………寝ぼけてるよね？）




意識がハッキリしていないのに、けれども私を抱く腕の力は確かで。そうまでして私を求めてくれるのが素直に嬉しかった。




【シャルレ】

「私もアトスがいれば大丈夫。何でもできそうな気がするよ」




想いを込めてチュ、と振れた唇は熱かった。




【アトス】

「ん……シャルレ…………」




【シャルレ】

「あ、目が覚めた？」




【アトス】

「う……んん……ああ……」




【シャルレ】

「て、まだ酔っ払ってる…………よね？」

「ね、アトス」




曖昧な返事を発しながら、ごろんと私を床の上に転がしてそのまま身体を重ねて、口づけてくる。




【シャルレ】

「ちょっと……ん……っ」




【アトス】

「愛してる……」




【シャルレ】

「！」




寝ぼけているはずなのに。けれども、その言葉は素直に心に響いて来るような気持ちのこもったものだった。




【アトス】

「お前を、愛してる」

「シャルレ…………」




何度も繰り返される愛の言葉と共に落ちてくる、熱い口づけ。そのひとつひとつに酔わされて……。身体に火が灯されたかのように熱く、昂り始める。




【シャルレ】

「アトス……私も、あなたを愛してる」

「ん……あ…………」




求められるままに、身を預けていった……。




それから数日が経ったある日。騒ぎの爪痕があちこちに残るものの、人々は以前と同じ平穏な生活を送りはじめていた。




【マリウス】

「あっさりと丸め込まれやがって……人がせっかくお膳立てしてやったのに」




街の一角で道行く人々を冷たい目で見下すマリウス。そんな彼の後ろに、一人の貴婦人が立った。




【シャルロット】

「そんな顔してると、せっかくの見目の麗しさが損なわれるわよ」




視線を交わすことなく、そっと手紙を渡す。




【マリウス】

「フン、喋りかけんじゃねえよ。用が済んだら消えろ」




【シャルロット】

「ご機嫌ななめね。でも、中を見たら少しは気分よくなるんじゃないかしら」




邪険に扱われながらも、みじんも気にすることなく人ごみの中へと消えていく。そのすぐ後に、マリウスも裏路地へと場所を移した。人の気配がないことを確認し、そっと折りたたまれた紙を開く。




【マリウス】

「……へえ。あいつが少佐になったと聞いて大人しくしてらんなくなったようだな。俺にはどうだっていいことだけど」




サッと目を通し終わると、マリウスは手にしていた紙を宙に放り投げ、腰のサーベルを抜き放ち、一瞬にしてバラバラに切り刻んだ。




【マリウス】

「面白くなるなら何だっていい……」




細切れになった紙片が風に吹かれ、舞い上がる。空では雲が忙しなく動いている。ようやく落ち着きを取り戻したパリに、またも不穏な空気が忍び寄ろうとしていた──。

─ＥＮＤ─







前の選択肢に戻る
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第７章 それぞれの道




【ルイ】

「ボクの判断が間違ってた……だと？」




【アトス】

「はい」




動揺する陛下を前にしても、アトスは自分の発言を撤回する意思を見せなかった。




【プランシェ】

「お、お前……いきなりなんてこと言い出すんだ。無礼にもほどがあるだろ！」




【アトス】

「うるせえな、黙ってろ。お前が自分で言えなそうだったから代わりに発言してやってるんだぞ」




【プランシェ】

「えらっそうに……！　別にお前が出てこなくても俺は自分でちゃんと言えたんだ。それを勝手にしゃしゃり出て来て、めちゃくちゃにしやがって」




【アトス】

「ダラダラ汗流して緊張して固まってたくせに」




【プランシェ】

「慎重に言葉を選んでたんだろ。説得力ある話し方をする必要がある重要な場面だったから」




【シャルレ】

（ちょっと、何してるの２人とも……！）




国王陛下と皇后陛下を前にして、口ゲンカを始めるアトスとプランシェにハラハラしてしまう。




【シャルレ】

（陛下の機嫌が悪くなるだけじゃない…………！）




２人の間に入って言い争いを止めようとする前に、ゴホンという音が響いた。




【ベルトラン】

「陛下。今しがたのアトスの発言はいささか乱暴でしたがプランシェの身元が確かなこと。そして、頭の回転が速く、機転が利く人物であることは私が保証します」




【プランシェ】

「……カステルモール士爵」




どっしりと落ち着いた声に、その場の騒ぎが収まる。




【ルイ】

「人物としては疑ってない。実際にすでに、軍への資金援助も行っているんだからな。ただ」

「今、財務大臣を務めてる者がいるのにそれを押しのける理由にはならないだろう」




明らかに不機嫌になっているけれど、それを何とか隠して公平な発言をしようとしている姿からは、以前と違う印象を受ける。失礼だとは思いながら、成長していると感じてしまった。




【シャルレ】

（今の陛下なら、きちんと進言すれば聞き入れてくれそう）




私たちの言葉に耳を傾けてくれる余裕を持っている。そんな雰囲気を放つ陛下に向かって、アトスは……。




【アトス】

「ですが陛下、今現職の財務大臣は本当に責務を果たしているのでしょうか」




【ルイ】

「む」




またも挑戦的な発言をした。




【シャルレ】

（もっと違う言い方はなかったのかな）




ヤキモキする私の肩を、ポルトスがぽんと叩いた。




【ポルトス】

「アトスの発言、何かとハラハラさせられるけど。でも、無責任にあんなこと言ってるわけじゃないだろうから、今は見守っていよう」




【シャルレ】

「ほんとに、そうだといいんだけど……」




【ポルトス】

「城へと来るまでの間のアトスからは今までとは違うものを感じた。彼の中で何かが変わったんじゃない？」




穏やかな声に諭されて、気持ちが落ち着いていく。




【シャルレ】

「…………」

「……うん」




【ポルトス】

「なら、この事態をどう解決してみせるか見ていようよ」




【シャルレ】

「そうだね」




昨夜の父親との葛藤を乗り越え、その中に何かが目覚めたんじゃないか。そう信じて、自分の夫の後ろ姿を見つめた。




【アトス】

「物事を公平に見る国王陛下であればすでにお気づきのはずです。なぜ今、市民が怒りを手にこの城へ迫っているのか」




【ルイ】

「それは……度重なる税の徴収で、生活を苦しめているからだろう」




【アトス】

「現財務大臣が確かな人物であれば、この問題を解決する方法を速やかに提案するでしょう。それでその人は、今どこにおられるのでしょうか」




【ルイ】

「っ……そう言えばそうだ。大臣はどこにいる？　それに、あの男をボクに薦めてきた宰相は？」




陛下のうろたえる声を聞き、側に控えていた兵士が重たそうな口を開いた。




【兵士】

「残念ながら、朝からお２人ともお姿が見えません」




【ルイ】

「なんだと……！　昨夜は２人とも、今後の方針を決める必要があると城へ泊まって会議をしていたはずだが。す、少なくともボクはそう聞いてた！」




【アンヌ】

「雲行きが怪しいことを誰よりも素早く察知して、お隠れになったのでは？」




【ルイ】

「……!!　この事態に真っ先に対応せねばならん立場だというのに」




【ベルトラン】

「陛下からの信頼を得て今の地位を与えられたというのにこれは、裏切り行為と言えましょう」

「今一度申し上げます。ここにいるプランシェは、外見以上に度胸があり、何よりも忠義に厚い男です」




【ルイ】

「それをどうやって信じろと言うんだ。ボクは何度も……人を選ぶことに失敗してきた。そんなボクが、今度も間違えないとは限らないだろ」




怒りに震える陛下の前に、アトスが膝をつく。今度は先ほどのような不躾な態度ではなく、こうべを垂れて恭しい姿を見せた。




【アトス】

「今、この緊急事態において自ら陛下の前に赴いた。これ以上の証明が必要でしょうか。逃げ出す者がいるなか、前に進み出るには相当な勇気を要します」




【ルイ】

「……っ」




【アトス】

「城の前をデモ隊が占拠し、城内に入ることが難しい状況で私たちが今こうしてここに立てているのは彼が機転を利かせ、市民たちに向かって自分が今から陛下に声を届けてくると進言したからです」

「怒りに武器を手にした群衆の注目を集め、見事にその心を掴んだ。ともすれば反感を買い、命を失うかもしれない危険があったなか彼はこうして、陛下の前に立っています」




その言葉に突き動かされるように、陛下はプランシェを見つめた。




【ルイ】

「……お前はどうして危険だと分かってるのにここに来たんだ」




その視線を受け、プランシェも膝を折って頭をたれる。




【プランシェ】

「私は、生まれ育ったこのフランスが好きです。ここに住む人たちが好きです」

「その皆を守りたい……その想いからここへやって来ました」




【ルイ】

「……わかった。今この場において、ルイ１３世が命じる」

「プランシェ、お前には次の財務大臣としてその才能をいかんなく発揮してもらう」




【プランシェ】

「！」

「恐悦至極に存じます」




ちょっと上擦った声が響いて、それを耳にした瞬間……その場にいた誰もが安堵の笑みを浮かべた。




【アトス】

「やったな、財務大臣様！」




バン、と肩を叩かれ、勢いでプランシェの眼鏡がずれた。




【プランシェ】

「あのな、もっとちゃんと敬え！　この馬鹿力が！　だけど、ありがとうな！」




真っ赤な顔をしながら、感激に震えてそのまま抱き着こうとするのをアトスは額を片手で掴んで阻止する。




【アトス】

「……と、男に抱き着かれて喜ぶ趣味はねえ」




【プランシェ】

「お・ま・え・は……！　こういうときは一緒に感動を分かち合うものだろ」




緊張が解けて、騒ぎ始める２人を父上が止めに入る。




【ベルトラン】

「こらお前たち、陛下の前だということを忘れるな」




【ルイ】

「よい。こういうにぎやかなほうが、気が晴れる。ずっと重苦しい空気ばかり流れていたからな」




【アンヌ】

「そうですね」




頬が緩ませながら目の前の光景を眺めていると……ポルトスがふぅ、と息を整えた。




【ポルトス】

「プランシェが財務大臣か……流れが変わる。俺も変わらないとな」




【シャルレ】

「どうしたの、急に？」




【ポルトス】

「変わらなきゃいけない、そのときが来たってことだよ」




【シャルレ】

「？」




首をかしげる私を置いて、ポルトスはアトスのそばへ移動した。




【ポルトス】

「アトス、それで君はどうするんだ？　プランシェを財務大臣に据えるためだけに城へ訪れたの？」




【アトス】

「……それは」




問いを投げかけられ、アトスは父上を見た。




【ベルトラン】

「心を決めたのか」




【アトス】

「はい。その意思を伝えるため、ここへ来ました」




【アトス】

「昨日までの私は自分が、過去に囚われていたことを認めることが出来ずにいましたが、昨晩、そして今朝の事件を受けて悟りました。最も大切にしなければいけないことを」




【ベルトラン】

「それは何だ」




【アトス】

「人です。家族、仲間、市民……それを統べる陛下、皇后陛下。この国に住む人々を守る」

「最も大事なことに気づいたら、自分の小ささを知ることに何の恐れも抱きませんでした」




【ベルトラン】

「では、陸軍へ行き少佐になるという話」




【アトス】

「謹んでお受けいたします」




【ベルトラン】

「そうか。ならばその旨、コンデ大公にお伝えしておこう」




【アンヌ】

「このように頼もしい方が国を守ってくださるのであれば安心ですね」




【ルイ】

「ああ、そうだな。この国は安泰だ」




陛下たちに見守られながら、アトスは自分が進むべき道を決めた。清々しいまでのその姿に、妻として誇らしく感じた。




【ポルトス】

「おめでとう、将軍」




【アトス】

「その呼び方はまだ早い。まあでもすぐ、少将まで駆け上がってみせるけどな」




【ポルトス】

「言うね」




【アトス】

「やるからには上を目指さないとな」




【ポルトス】

「じゃあいずれは元帥げんすいってことかな」




【プランシェ】

「こいつが元帥って器か？」




【アトス】

「メガネの田舎者が大臣にまでなったんだ。あり得ない話じゃないだろ」




【プランシェ】

「その田舎者ってのやめろ。今やうちの商会がこのパリの流行りをつくってるんだからな」




【ポルトス】

「勇ましい限りだね、２人とも。アラミスも海軍に行くと決めてたし……俺も銃士隊にいられなくなるからな。寂しくなるな」




【シャルレ】

「え、ポルトス銃士隊辞めるの？」




アラミスの件はともかく、ポルトスのことは初耳だ。




【アトス】

「どういうことだ？」




思いもよらない発言に、私もアトスも驚きが隠せなかった。




【シャルレ】

「え、ポルトス銃士隊辞めるの？」




【アトス】

「どういうことだ？」




同時にポルトスを見つめると、彼は意味深長な笑みを浮かべながら唇の前に人差し指を立てた。




【ポルトス】

「秘密」




【アトス】

「ふざけてないで、真面目に答えろよ」




【ポルトス】

「そんなに俺のことが気になる？　でもこれ以上深入りしたら……後戻りできなくなるよ」




【アトス】

「げっ」




止めにウィンクまでされて、アトスは閉じた口が開けられない様子だった。




【シャルレ】

「……いつもそんな風に女の人口説いてるの？」




【ポルトス】

「そうだね。それより、君はどうするの？」




【シャルレ】

「え」




【ポルトス】

「アトスが陸軍に異動になっても、銃士隊に残り続けるのかなと思って」




【シャルレ】

「…………」




正直に言って、考えてなかった。アトスが実の親との確執を解いて、さらなる高みを目指してくれればいいとしか頭になかったから。




【シャルレ】

「私は……」




突然振られた話題について、どう答えようかと考えながらアトスを見た。




【アトス】

「夫婦と言ってもお前の人生だ。幼い頃からの夢である銃士を辞める必要はないぞ」




【シャルレ】

「……」




優しく語りかけてくれる彼の目を見て、心がスッと定まった。




【シャルレ】

「銃士隊に入りたい。それは、ずっと思い描いてきた夢……」




【アトス】

「お前のその想いの強さは、そばでずっと見てきたから知ってる」




【シャルレ】

「でもね今は……」

「アトスの隣に立って、この国の未来を見つめていきたい」




【アトス】

「シャルレ…………」




アトスは驚きに目を見開かせ、けれどもすぐに優しい笑顔を見せてくれた。




【アトス】

「お前がそばにいれば、俺は何でもできる。一緒に、軍へ入るか」




【シャルレ】

「はい」




【ベルトラン】

「息子だけでなく、娘まで銃士隊を離れるのか」




私たちの会話を近くで聞いていた父上が、寂しそうな表情を浮かべている。




【シャルレ】

「入隊してまだ数年しか経ってないのに……ごめんなさい、父上。けど私」




【ベルトラン】

「自分で決めた道を行きなさい。遠慮や後悔などする必要はない」




【シャルレ】

「父上……」




【ベルトラン】

「私から大公殿に進言しておく。お前も一度お会いしているから、快諾してくださるだろう」

「軍人として、立派に務めを果たすんだぞ」




【シャルレ】

「はい、もちろんです」




父上の前で、右手を上げて敬礼をする。そんな私の姿をしっかりと目に焼きつけるように見つめ、父上も答礼してくれた。




【ベルトラン】

「後は頼んだぞ、アトス」




【アトス】

「了解です」




アトスも敬礼でそれに応え、私たちはそれぞれの道を歩むこととなった……。




パリを緊張の渦に落とした市民たちによる暴動は、プランシェが財務大臣に就任するという報せがルイ陛下から直接もたらされたことで勢いを弱めた。武器を手に激しい抗議を続けた人たちもいたけれど、そちらは銃士隊によって鎮圧された。死者を出すことなく、今回の件は終わりを迎えたけれど……

その爪痕は街中のいたるところに残され、いつものにぎやかで明るいパリが戻ってくるのには少し時間がかかった。




【アトス】

「ようやくこの日が来たか」




アトスが父上に決意表明して、数週間後…………。家のリビングには、新たな制服に袖を通した立派な姿があった。




【シャルレ】

「アトス、ネクタイが曲がってる」




【アトス】

「そうか？」




【シャルレ】

「ほんの少し、ね」




軽く位置を調整して、改めて貫禄あるアトスの陸軍少佐としての姿を見つめた。




【アトス】

「何ジッと見つめてるんだよ」




【シャルレ】

「ふふ、カッコいいな……て思って」




【アトス】

「惚れ直したか？」




【シャルレ】

「うん」




【アトス】

「照れもなくハッキリと頷かれると、逆にこっちが恥ずかしくなる」




【シャルレ】

「だって、正直な気持ちだもん」




【アトス】

「お前も似合ってる。その制服」




そう返され、慌てて自分の姿を見つめ直す。配給されたばかりの、陸軍の制服。その真新しさに背筋が伸びた。




【シャルレ】

「これから私たち、正式に任命されるんだね」




【アトス】

「しぶとく暴れまわった残党のせいで式の開催が遅れたからな。ずいぶん待たされたぜ」




【シャルレ】

「アトスの晴れ姿、しっかり目に焼き付けておくから」




父上が前に言っていた、人事異動。それによって佐官以上の地位に就くことになる者は、陛下から直々に任命を受けることになる。私は銃士隊での活躍などを考慮され、兵士からではなく少佐であるアトスと兵たちの間に立つ下士官となることになった。




【アトス】

「ああ、見てろ。お前だけじゃなく、その場にいる誰の目にもしっかりと俺の姿を焼き付けてやる。もちろんあいつにも…………な」




【シャルレ】

「……」




サンジェルマンアンレー城の広場には、陸軍の制服に身を包んだ兵士たちがズラリと列をなして並んでいた。私も到着してすぐに列に加わった。その位置から、少し前方の辺りに…………少尉となったマリウスの姿がある。




【シャルレ】

（彼は、アトスが少佐になればいいと言ってたけれど、それは本心だったの……？）




彼を疑うには、証拠が少なすぎた。けれどもの潔白を証明するには怪しい点が多い。




【シャルレ】

（あなたの本当の顔、見抜いてみせる）




アトスが壇上に立つ陛下に呼ばれ、颯爽とその姿を大勢の前に表す。その堂々たる様に感動を覚えながら……。視界の端に、マリウスを捉えた。




【シャルレ】

「……っ」




陛下とコンデ大公を前に、臆することなく立つアトスの背中を見据えながら……。




【マリウス】

「……」




マリウスは薄らと笑っていた。それは、不敵な印象を与える表情だった。




【シャルレ】

（やっぱり……何かを企んでそう）




疑惑は深まったけれど、それにより心が定まる。




【シャルレ】

（何を考えているのかは分からないけど例えどんな相手と通じていたとしても、負けない。負けるわけにはいかない）




しっかりと前を見据え、この国を守るために戦うと……。高らかに宣言するアトスと共に、心の中で共に誓った。任命式に合わせて、パリの復興を祝う祭りが開催され、大勢の人でにぎわっていた。城での式を終えた私たちは、その盛り上がる雰囲気を楽しんでいた。




【シャルレ】

「あの朝、この辺り一帯が物騒な雰囲気に包まれてたなんて嘘みたい」




【アトス】

「これがこの街の本当の姿だ。いつでもこうあるよう努めるのが、俺たちの役目…………だな」




【シャルレ】

「そうだね」




【アトス】

「あいつ、どうだった？　式の間も終わってからも会うことがなかったからな。どんな顔して少佐になった俺を見てたんだか」




【シャルレ】

「…………笑ってたよ。心の底から、愉快そうに」




【アトス】

「そうか……！」




街の人たちの様子を見つめていた瞳が急に開かれて、その視線の先が気になって追いかけたけど……特に変わった様子は見られなかった。




【シャルレ】

「どうしたの？　何かあった？」




【アトス】

「……今、一瞬マリウスとロシュフォールが見えた気がしたが」




【シャルレ】

「え」




【アトス】

「だが、すぐに消えた。疑ってかかってることで、幻を見たのかもしれない」




【シャルレ】

「でも、本当だとしたら」




アトスの視線があった場所へ向かおうとして、けれども肩に手を置かれ止められる。




【アトス】

「行くな」




【シャルレ】

「どうして……」




【アトス】

「あいつらが本当にあそこにいて、何か企んでたとしてもまた阻止すればいい。この国を狙う奴らはごまんといる。視野を狭めれば、他の奴に隙を与えることになる。今は堂々と構えていればいいさ」




余裕のあるその態度に、急いた自分が恥ずかしくなる。




【シャルレ】

「焦ったりしてすみません、少佐」




【アトス】

「お前が先に取り乱してくれると、俺はそれを見て落ち着きを保てる。だからどんどん失敗していいぞ」




【シャルレ】

「もう……何それ。わざわざ失態を犯すために軍に入ったわけじゃないんだからね」




怒ってそう告げると、からかい気味の顔がふっと柔和なものへと変わる。




【アトス】

「分かってる。俺を支えてくれるんだろ？　どこまでも献身的で、何よりも心強い奥さんだな……お前は」




そう言って、アトスは私を抱き寄せたかと思うと。そのまま唇を重ねてきた……。
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【シャルレ】

「アトス!?」




【アトス】

「今までの感謝の気持ちと、これからも支えて欲しいという願いとそして、シャルレを守り続ける……その誓いだ」




【シャルレ】

「だからって、何もここで」




【アトス】

「ここ、だからだ。俺が守るのは、お前が好きなこのにぎやかで明るい街そのものなんだから、ここで誓わなきゃ意味ないだろ」




【シャルレ】

「っ……」




明るい太陽の日差しを背に笑うアトスは、生命力にあふれた輝きを放っていた。その笑顔に逆らうことはできず……




【シャルレ】

「ならもう一回、誓って。この街と、私を守るって」




【アトス】

「何度でも誓ってやるよ。俺はお前を、その笑顔ごと守ってやる」




そう言い切る唇が紡ぎだすキスは力強くて。何よりも頼もしいと感じさせる、優しい味がした。




【市民Ａ】

「おお、熱いね！」




【市民Ｂ】

「こんな往来でイチャつくとは、平和になった証拠だな」




【シャルレ】

「！」




いつの間にか周囲の人々が足を止め、私たちに注目してることに気づかなかった。ハッとして辺りを見回すと、そこには暖かく見守ってくれる笑顔があふれていた。




【アトス】

「見世物じゃないんだがな」




【シャルレ】

「でも……こんな風に幸せそうに笑ってくれてるなら、いいじゃない」




【アトス】

「まあそうだな」




花びらと、拍手と、口笛と笑い声が入り混じる。暖かく優しいこの時間を守っていきたい。アトスと私は、手を繋ぎ合ってその想いを強く心に刻み込んだ。

─ＥＮＤ─







前の選択肢に戻る







※注意

これより先は何らかの選択肢を選んだ際に表示される文章になります。

１つ前か、ページ一覧から選択肢画面に戻り、いずれかタップしてください。













第７章 アトスが選んだ道




【アトス】

「恐れながら申し上げます。その決断は誤りであった、と」




【ルイ】

「!!」

「な……っ」




顔を真っ赤にして、口をパクパクとさせている陛下。対照的にプランシェが真っ青な顔をしてアトスを見つめる。




【プランシェ】

「お、お前、陛下に向かって何を……」




【アトス】

「例え相手が国王陛下であっても、間違いは間違いと指摘しなければ、フランスは取り返しのつかないことになる。何が正しい道なのか、今一度陛下には考えていただきたい」




【ルイ】

「っ……」




力強く、真っ直ぐな視線を向けられて陛下が口を閉じる。混乱の様子が表情から察することができた、けれど……。




【ルイ】

「正しい道を考え直す……か。そうだな。今一度冷静になって考え直したほうがいいのかもしれない。ボクが舵を取ると息巻いて政治に口を出すようになった結果……今の状態を招いたのだから」




【アンヌ】

「陛下……」




【ルイ】

「アトス、お前はどうしてその者を財務大臣に推薦するんだ。その理由を教えてくれ」




頑なに閉ざされるかと思われた陛下の心が開かれ、その場を見守る誰もがホッと胸を撫で下ろした。




【アトス】

「彼はこの数年で、一から始めた商売をどんどん拡大させ、経営者としての才能をいかんなく発揮しました」




【ルイ】

「そのことについてなら理解できる。得た利益の中から我が軍へ資金援助してくれてるのだからな」




【アトス】

「軍に多額の支援ができるほどに商会を大きく出来たのは常に考え、最善のアイデアを出してきたためかと思います」

「私が彼を財務大臣に推薦するのは、財務に関する知識があることはもちろんですが常に新しいことを考え続けるその姿勢こそが、これからの政治に重要だと思うからです」




【アンヌ】

「……今いる政治家は、過去の例を見て今まで通りやればよいという姿勢の方が多いように感じます」




【ルイ】

「ボクも何も分からず、とにかく父上がされてきたことを真似してきただけだ」




【プランシェ】

「っ……」




アトスの発言が、物怖じしていたプランシェの背中を押す。




【プランシェ】

「過去の歴史を学び、そこから教えを得ることはとても大切なことですが、それだけでは訪れる新たな試練を乗り越えることはできません」




【プランシェ】

「私なら……どんな不測の事態が訪れようと、それを乗り切るための案を出してみせます」




【ルイ】

「……おい、財務大臣は今どこにいる？　呼んで来るんだ」




【兵士】

「は」




プランシェの言葉を受けた陛下は、側に控えていた兵士にそう告げた。




【ルイ】

「今、お前の言葉を聞いて、アトスの言うことは一理あるのかもしれないと感じた……」

「けれど現職の大臣がいる以上、そう簡単にその座を変えるわけにもいかない。現在の状況に対する双方の意見を聞いた上で考えたい」




【プランシェ】

「こちらの意見に耳を傾けていただけるだけ、ありがたく存じます」




プランシェが深く頭を下げ、しばらく待ち続けていると……。大臣を呼びに行ったはずの兵士が、ひとりで戻ってきた。




【兵士】

「陛下に申し上げます」




【ルイ】

「どうした？　なぜひとりで帰ってきた」




【兵士】

「それが……大臣の部屋を訪ねてみたのですが、そこにお姿はなく行方を確かめるために側近の方々を探したのですが、どなたも見当たりませんでした」




【ルイ】

「ど、どういうことだ……」




ベルトラン

「恐らくは今回の騒ぎを聞きつけ、自身の身の安全を考え逃げ出したのでしょうな」




【ルイ】

「っ!!」

「宰相は、宰相はどこへ行った。ボクはあいつの紹介だというから信じて……」




【兵士】

「朝からお姿が見えません」




【ルイ】

「そ、揃いも揃って……」




想定外の事態に、陛下は感情を荒ぶらせる。




【ルイ】

「どうやらボクの周りには、自分のことしか考えない人間ばかり集まるらしい。こういうときに一番に考えなきゃいけないのは国だというのに……！　そこにいる男も、いざというときにそうならないという保証がどこにある！」




【プランシェ】

「それは……」




怒りの矛先を向けられ、たじろぐプランシェの横でけれどもアトスは落ち着いたままだった。




【アトス】

「それはありません」




【ルイ】

「どうしてそう言い切れるんだ！　みんな、口では綺麗ごとを並べて都合のいいことばかり言う。言葉だけで信用なんてできるか」




【アトス】

「彼はすでに、この国への忠義を身をもって示しています」




【ルイ】

「すでに……？」




アトスが何を言いたいのか、すぐに悟った私は……思いがけず前に出ていた。




【シャルレ】

「はい。先の、宰相が起こした事件。彼は瀕死の状態になりながら、重要な情報を掴んできてくれました。剣は不得手で、戦うことに慣れないながらも……必死になって」




あのときのボロボロになったプランシェの姿が思い浮かび、胸が痛くなる。必死になる私の横に、ポルトスも並んだ。




【ポルトス】

「そのことについてなら私からも証言できます。その後何日も入院をする必要がある大怪我をしながら敵の密書を入手し、そのおかげで私たちは陛下をお守りし、またここにいる総隊長をお助けすることができました」




【ベルトラン】

「私が牢から無事助け出されたかと思えばプランシェが代わりに病院のベッドの上で寝ているのだからな……あのときのことについては、本当に感謝している」




【プランシェ】

「俺に力があれば、あんな怪我をせずもっとみんなの役に立てたはずです。剣の才能さえあれば……」




自分の手を握り締め、そこに視線を落としたかと思うとプランシェはスッと顔を上げる。




【プランシェ】

「私には残念ながら、剣を携え陛下を直接お守りすることはできません。けれどそれはここにいる仲間に託せばいい。私は私のできることで、この国を、陛下を支えたいと思っています。ですからどうか、財務大臣の地位をお与えください」




【ルイ】

「…………剣の才能はいらない。財務についての才能さえあれば十分だ」




【プランシェ】

「……！」




【ルイ】

「プランシェ。お前を財務大臣に任命する。これからボクを助け、共にフランスを守ってくれ」




【プランシェ】

「陛下…………身に余る光栄に存じます……！」




【アトス】

「よかったなプランシェ」




【プランシェ】

「お前が助けてくれたおかげだ。ありがとうアトス……！」




【アトス】

「おわっ」




感極まってその場でアトスを抱きしめるプランシェ。その行動に驚きながらも……アトスは嬉しそうに微笑んだ。




【ポルトス】

「そうであれば早々に市民に対して発表し、暴動の沈静化を目指した方がよいかと思われます」




【アンヌ】

「それはもちろんですが……わざわざ意見する理由があるのですか」




【ポルトス】

「はい。先の戦で、一旦退いたかと思われたイギリス軍が沖にて体制を立て直し、再び攻め入る隙を突こうとしているとの情報を耳にしました」




【ベルトラン】

「……やつらはこの暴動が起きることを知っていたというのか」




【ルイ】

「ならばすぐに城の前に集まっている市民たちを広場へ招き、このことを報せよう」




【アンヌ】

「それが賢明です」




【ルイ】

「プランシェ、ボクについて来い」




【プランシェ】

「はい」




プランシェと他の数人の兵士を引き連れ陛下が部屋を出ていく。その状況を横目に見ながら、アトスがポルトスを見つめた。




【アトス】

「ここから離れた海の情報なんてよく仕入れられたな」




【ポルトス】

「戦争が続くからデモが起こった、と２つには因果関係があるように見えるけど、自然に起きたというより何者かの策略によって引き起こされたと考えておいたほうがいいと思ってね。素早く情報を仕入れられるよう、根回ししておいたんだ」




【ベルトラン】

「より正確な情報をいかに早く入手できるか。それがこれからの戦いには必要になってくるだろう」




【シャルレ】

「そういえば……リシュリューが私財を投じて諜報機関を作ってた、て言ってたよね」




かなり前に話したことをふと思い出して口にすると、ポルトスは一瞬ハッとして、その後すぐにいつもの表情でうなずいた。




【ポルトス】

「そう。彼のように、他国に隙を見せることなくこの国を守るためには情報がとても重要なんだと……実感したよ」




【アンヌ】

「ええ。そのようですね」




しみじみとしたポルトスの声に王妃様が反応し、それを受けて父上も頷く。




【ベルトラン】

「武力だけではなく、情報を得る力もまた重要。それに気づいたということは覚悟を決めたということだな」




【シャルレ】

（覚悟…………？）




【ポルトス】

「……」




何の事だろうと思う私の隣で、ポルトスが真剣な顔を見せた。




【シャルレ】

（一体、何のことを言ってるんだろう）




【アンヌ】

「では、よろしくお願いいたします」




詳細についてはよく分からなかったものの。アンヌ王妃と父上、ポルトスの間では会話が成立したようだ。内容は気になったけれど……私が知るべきではないということも、同時に悟った。




【ベルトラン】

「さて……プランシェが財務大臣に躍進したわけだが推薦した当のお前はどうするつもりだ。まだ、今の地位に甘んじると言うのか？」




心の奥を見抜くような鋭い視線を受け、アトスは……その場に膝をついた。




【アトス】

「今もまだ、あのお話が有効であれば……お受けしたいと思っています」




【ベルトラン】

「頑なに拒否していたというのに、何があった？　心が定まらずに勢いで言われたのでは、安心して任せられん」




【アトス】

「自分の中に、もうないと思っていた過去に対するわだかまりがありました。それを認めたくないと、目を背けてきましたが……昨夜の貴族と市民との間に起きた事件で、もう無視することはできないと悟ったのです」




【ベルトラン】

「ようやく……認めたか」




【アトス】

「ご心配をおかけし申し訳ありません。ですがもう、迷いません」

「心を定めました。私に陸軍少佐の地位をお与えください」




【ベルトラン】

「…………その件に関しては、私が直々に任命できるものではない。話を振って来たコンデ大公殿に伝えておこう」




【アトス】

「よろしくお願いします」




【ベルトラン】

「お前が銃士隊を巣立つと思うと……やはり寂しいものがあるな」




ポツ、と落とされた声に。アトスは父上を親父と慕ういつもの顔を見せた。




【アトス】

「どこへ行っても、親父は親父に変わりねえよ」




【ベルトラン】

「しっかりやるんだぞ」




【アトス】

「ああ、そっちこそ。俺がいなくなっても、新しい銃士たちをきっちり育て上げてくれよ」




【ベルトラン】

「お前がいなくなろうとも、隊は何も変わりはせん」




【アトス】

「それを聞いて安心だ……で、俺が陸軍に行くにあたって聞いてもらいたいことがある」




【ベルトラン】

「何だ？」




いつもの調子を取り戻したアトスが、私の肩を抱く。




【シャルレ】

「？」




【アトス】

「シャルレも、俺と共に陸軍へ転属させてほしい」




【シャルレ】

「……」




【ベルトラン】

「本人にその意思があれば、構わん。大公も恐らく承諾してくださるだろう。それで、お前は今の申し出をどう思っている？」




それは、唐突な話だった。けれど……当然のことだと思えた。




【シャルレ】

「お許しいただけるなら、私もアトスに付いていきたいです」




話の水を向けられて、するりと言葉が口を出た。その発言に父上は少し寂しそうな表情を見せる。




【ベルトラン】

「昔は私の背を追いかけ、銃士隊になると息巻いていた娘だったのに……」




【シャルレ】

「主人の隣が、今の私の居場所です。私も、アトスの見据える先にあるものを共に見つめたいと思ってます」




【ベルトラン】

「…………結婚式に立ち会って以来だな、このような想いを噛みしめるのは。一緒になったものの、まだ未熟な２人だと前に言ったがあの発言は撤回しよう。お前たちは確かに互いを支え合い、成長を促してきたようだな」




目を閉じ、しみじみとそう呟くと……。父上はその両腕の中にアトスと私を抱き寄せた。




【ベルトラン】

「娘と息子が同時に私の下を去るのは寂しいことだが……これからを生きる者たちの妨げになる気はない」

「２人とも、しっかりと己が務めを果たすんだぞ」




【アトス】

「ああ」




【シャルレ】

「はい」

（認めてくれてありがとう……父上）




私たちを包む大きな腕。その温もりを覚えておこうと……私たちも父上をしっかりと抱きしめ返した。アトスたちがそれぞれ自分の行くべき道を決めている頃──。




【ルイ】

「愛する民に伝える。ボクはお前たちの苦悩を分かち、その肩に圧し掛かる苦労をねぎらい共に立ちはだかる問題を解決したいと望んでいる」




ルイはプランシェを伴い、広場に集まる市民たちに向かって声を上げていた。




【ルイ】

「その証として、ここにいるプランシェを財務大臣に据えると約束しよう」




その言葉を聞いていた市民たちは驚きと感嘆の声を漏らす。




【プランシェ】

「陛下は確かに約束してくれた。俺はみんなの為に財務大臣になり、そしてこの国に住むすべてのひとの暮らしを向上させる。だから、武器を置いていい。ここに集まった人々の声は確かに陛下に届いたのだから……！」




【市民Ａ】

「陛下が俺たちのことを……」




【市民Ｂ】

「あのメガネ、まさか本当に陛下を説得するとは」




市民の声は確かに王へと届いた。それだけで、十分だった。その事実を目の当たりにしたことで人々の怒りは薄れ、不信感は消えうせた。




【市民たち】

「国王陛下万歳！　新しい財務大臣、万歳…………！」




喝采かっさいの声が満ちる中……。喜ぶ人々の陰で妖しげな笑みを浮かべる女がひとり。




【シャルロット】

「あれは確か……あの銃士たちのお友だちじゃなかったかしら」




大きな羽根飾りのついた帽子をかぶるその派手な姿は目立つものの─すべての人間がバルコニーに目を向けている今、その存在を気にする者はいなかった。




【シャルロット】

「やっぱり、ここに来ても彼らは邪魔をするのね。フフ、面白い」

「次は負けないわよ」




宣戦布告の不敵なキスを投げ、彼女は姿を消した。パリからいなくなったはずの存在が再び現れたことを、アトスたちの誰も気づくことはなかった──……。




一晩のうちに起きた市民による暴動は、国王陛下とプランシェの演説により沈静化していった。一部、過激な行動で抗議する人たちも残っていたけれどそちらは銃士隊によって速やかに鎮圧された。




パリに平穏が戻ってきて数日……。アトスは正式にコンデ大公から陸軍少将へと任命され、私も併せて下士官となった。陸軍へと入ってからは、軍の訓練と上官をサポートする仕事について勉強する毎日だった。今日も私が城へ行って様々なことを学んでいる間、アトスはフランスの沖合に停船したままのイギリス海軍への対処についての軍議に出席していた。




【シャルレ】

「アトス、遅いな」




先に帰宅し、簡単な食事を作って彼の帰りを待っていると……。玄関が開く音がした。




【アトス】

「ハァ……長い会議だった」




【シャルレ】

「おかえりなさい。ほんとに長かったね。昼前には出ていったのにこんな夜更けに帰ってくるなんて」




【アトス

「親父が言ってた人事異動。あれで尉官いかん以上の地位に就いた人間が一堂に会することになったからな。挨拶をして顔を合わせておくという懇親会のようなものも兼ねてたが誰もが名声を上げるため、次の地位を狙っているって感じだった」




【シャルレ】

「挨拶して親しくなるって雰囲気じゃなさそうだね」




【アトス】

「ああ。息が詰まったぜ。それに……あいつもいたからな」




【シャルレ】

「……」




〝あいつ〟と聞いてすぐに思い浮かんだのは、明るい金髪とにこやかな笑顔。




【シャルレ】

「どんな感じだった？」




【アトス】

「軍に入隊して早々、少尉に抜擢とあって注目されたがあの甘いマスクで、ご指導よろしくお願いしますって愛想振りまいてたからな。上手く溶け込んでたよ」




【シャルレ】

「……何を考えてるんだろう」




【アトス】

「さあな。あいつの真意は分からないが、どうであれ俺は自分の決めた道を行くだけだ」

揺るがないアトスの顔を見て、訪れようとしていた不安は一瞬で去っていた。




【シャルレ】

「……ご飯、どうする？　落ち着いて食べられなかったでしょ」




【アトス】

「飯はいい。それより…………酒を持ってきてくれ」




静かに飲みたい気分だ。そう言って、アトスは明かりもつけずに寝室の静かな闇の中に身を置いていた。




【シャルレ】

「持ってきたよ」




食事と共に気軽に飲むワインとは違い、ちょっとしたお祝いのときに開けようと置いておいた年代物。アトスが欲してるのはこっちだろうと思った。




【アトス】

「ちゃんと分かったようだな」




窓枠に腰かけ、月明かりを背負いながらアトスがボトルを見て笑う。




【シャルレ】

「今日は懇親会だけじゃなく、次の戦争についての会議でもあったんでしょ。陸軍少佐としての実感が湧き、上質なお酒で自分を鼓舞したいと思われたのではないかと感じまして」




背筋を伸ばして告げると、彼は口の端を軽く持ち上げた。




【アトス】

「正解だ。夫を支える妻としてだけでなく上官を支える部下としても優秀だな」




【シャルレ】

「お褒めの言葉ありがとうございます」




【アトス】

「もっと褒めてやる。だから……俺の喉の渇きを癒してくれ」




青白い月光を吸収して、瞳を爛々と輝かせる。挑戦的で、刺激的なその視線を受けて胸が熱く高鳴り始めた……。




【シャルレ】

「はい、少佐」




サイドテーブルにボトルとグラスをのせたトレイを置いて、グラスにワインを注ぐ。そして、そのグラスに口をつけた。渋みと深みのある味を舌の上で転がし、鼻腔の奥に芳醇な香りが広がるのを感じながら……そっと、アトス少佐の唇に自分の唇を重ねた。




【アトス】

「ん……」




口から口へと伝い落ちていくワイン。それを一気に飲み干し、唇を潤わせながら満足そうに頷く。




【アトス】

「美味い。もっともらおうか」




求めに応じ、さらなる一杯を自らの口で運ぶ。それを喉をならしてゴクゴクと飲みながら、アトスは自分の膝の上に私を座らせ、腰に手を這わせてくる。アルコール混じりの吐息に酔わされ、高揚していく私の中に……ワインを飲み干した口が浸食してくる。
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【シャルレ】

「ん……あっ」




アトスの熱に、口の中がとろとろになっていく。




【アトス】

「ワインより甘く熟し始めて俺を誘ってるのか？」




【シャルレ】

「ん……はぁ……」




何も言わず、ただ、潤み始めた瞳で彼を見つめる。




【アトス】

「視線で誘惑するとは淫らな部下だな……」




ニヤ、と笑ったアトスは私を抱きかかえベッドへと場所を移した。




【アトス】

「上司として、しっかりとその想いに応えてやるよ」




【シャルレ】

「アトス……少佐」




今までとは違う、硬い響き。そう呼ぶごとにアトスは目に宿した光を強め、より頼もしくなっていく気がした。




【アトス】

「シャルレ」




深く私に口付けながら、スカートの中へと手を伸ばしてくる。逞しく、男としての色香を強めていく彼に触れられるだけで自分の中の欲求が、増していく。




【シャルレ】

（アトス…………）

「あなたが、欲しい」




そっと首元に巻かれたネクタイに手をかけ緩めながら……シャツのボタンを外していく。




【アトス】

「いくらでもくれてやる。お前のすべてを俺で埋め尽くしてやるよ」




【シャルレ】

「あ……っん……んん……！」




唇も、吐き出した息も、そのすべてが彼に食べられていく。




【シャルレ】

「…………はぁっ」




身体が火照り、シーツの上にぐったりとする私を、アトスが静かな目で見降ろした。




【アトス】

「銃士隊の青い隊服も似合ってたが陸軍のその制服も、似合ってるな」




身体のラインをなぞるように降ろされる視線に刺激を覚え、ぞくぞくした感触に、背中が震えてしまう。




【アトス】

「迷わず俺について来てくれたお前の想いに答えてやる」




口元にかかった髪をそっと降ろして、誓うようにキスをする。




【アトス】

「これからもずっと、俺の側にいろ」




【シャルレ】

「……はい」




アトスの放つ色香に酔いながら。今度は私が彼の首に手を伸ばして、自ら唇を重ねた。これから２人で赴くのは、今までよりも危険で激しい戦場。いつ日常に終わりが来ようとも悔いが残らぬよう…………。私たちは一分、一秒を、全力で愛し合った。
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【シャルレ】

「あ、朝の見廻り……！」




ハッと目が覚めてベッドから身を起こすと、隣で眠っていたアトスがクスッと笑う。




【アトス】

「何寝ボケてんだ？　俺たちはもう銃士隊じゃなくなっただろ」




【シャルレ】

「……そう、だったね」




パリの暴動が鎮静化し、そのタイミングを見計らって攻め込んで来るだろうと予測されていたイギリスの海軍は未だ沈黙を守ったまま……だった。海軍へと異動したアラミスが状況を見極め、適切な作戦を提案したことで敵も容易に動けない状態だと情報が入ってきていた。




【アトス】

「貴重な３日間だ。あと２日あるとはいえ、存分に羽根を伸ばしておけ。国境付近では何が起こるか分からないからな」




海からの攻撃は海軍が警戒を強めていたけれど陸続きの国境は、陸軍の分隊がそれぞれ交替で見張ることになった。２日後にはアトスが指揮する隊の出動となる。




【アトス】

「入隊したばかりとはいえ、お前は下士官。現場では兵士たちに命令を出す立場になる。その場で余裕を失えば、自分だけじゃなく隊の人間を危険にさらすことに繋がるからな……」




【シャルレ】

「だから休息は十分に取っておかなきゃ…………て、分かってるけど。改めて意識したら緊張してきた。目が覚めちゃったし、戦術書でも読もうかな」




落ち着かなくて、そのままベッドを出ようとして……。




【アトス】

「却下」




【シャルレ】

「え、うわ…………っ」




後ろから伸びてきた手によって、シーツの上に押し倒されてしまった。




【アトス】

「何かしてないと落ち着かないなら、上官の相手を務めてもらおうか」




枕の中に私を沈めて、たっぷりとした笑顔を浮かべながら迫って来る。




【シャルレ】

「昨日の夜もお相手したと思うんですが……まだ、足りないんですか？」




【アトス】

「足りる、足りないの問題じゃない。愛してる女を見たら、いつだってその肌に触れたいと思うのが男の性だ」




言いながら、アトスは私の胸元にキスをした。




【シャルレ】

「少佐の言い分は、かなり強引だと思います」




【アトス】

「お前は俺を見て、好きだって感じないのか？」




【シャルレ】

「そんなの……いつだって好きだって思うに決まってるじゃない」




【アトス】

「だったら、近くにいたい。なんなら触れていたいって思わないか？」




【シャルレ】

「それは……」




【アトス】

「思うんだろ。だったらお前も存分に俺に触れて来いよ」




布団の中に隠れていた手を掴まれ、そのままアトスの頬へと……導かれる。精悍なその顔に触れた瞬間、否が応にも胸がときめいて彼が欲しいと思う気持ちが湧きおこる。




【シャルレ】

「そうやって私を思うまま導くんだから……ズルイ」




【アトス】

「お前の愛を得るためなら、ズルくて卑怯だと言われても構わないさ」




アトスの頬に触れている手に自ら顔を近づけ、撫でて欲しいとばかりにすり寄せる。軍服を着れば誰からも一目を置かれる威厳を持つのに、全てを脱いだそのときには、可愛いとも思えるほどに甘えてくる。自分にだけ見せるその顔を、いつまででも見ていたいと願ってしまうのは女の性なんだろうか。




【シャルレ】

（結局またアトスのペースに乗せられてる）




それを悔しいと思いながら、でも……。愛おしいという気持ちが胸の中にあふれて、抵抗の意思はあっけなく溶けてしまった。




【シャルレ】

「私の愛をたっぷり注ぐから。私にも…………あなたの愛をちょうだい」




自ら後頭部に手を伸ばして、そのまま唇を近づけてキスをする。




【アトス】

「奥さまの望まれるがままに……」




寝間着のボタンを外しながら、露わになる肌に隙間なく口づけてくる。そのくすぐったい甘さに…………。




【シャルレ】

「んっあ……」

「あん…………っ」




たっぷりと浸っていった。──それから昼がすぎ、太陽が頂点から傾き始めた頃。ようやく私たちはベッドから起き出てきた。




【シャルレ】

「さすがに休日だからって、ゆっくりしすぎだと思う」




遅めの昼食となってしまったので、手早く食べられるようにとパンに野菜やハムをサンドしたものと淹れたての紅茶を用意した。




【アトス】

「細かくこだわるなって遠征したら気ままに過ごせなくなるんだから」




【シャルレ】

「もう、そんなことばっかり言うんだから」




【アトス】

「とはいえ、上流階級の人間になったらこんな暮らしが当たり前になるんだぞ？　基本的に家のことは使用人に任せて、主人は優雅にお茶をして過ごすものだから」




【シャルレ】

「上流階級って……私たちには関係ないでしょ」




【アトス】

「俺が戦で手柄を立てて領地をもらったらそうとも言えないだろ。そうなったらお前は立派な女主人になる。ないとは言い切れないから、予測しても無駄じゃないだろ」




【シャルレ】

「……」




アトスの軽口だと分かっていたけれど。なんとなく、現実になりそうな気がしてくる。




【シャルレ】

「ねえ、女主人って……何するの？」




【アトス】

「屋敷の切り盛りだな。細かく言えば、インテリアをどうするかこだわったり。人を招いてのパーティなら、どんな料理でもてなして誰をどこに座らせるかなんて席順も考えたり……基本的にそういうのは妻の役目になる」




【シャルレ】

「そうなんだ……」




アトスの話を聞いて、自分が女主人になったときのことを想像してみる。




【シャルレ】

「だめ。全然想像できない。うちは使用人とかほとんどいなかったし、パーティすることもなかったもの。自信ないな」




【アトス】

「実際やってみなきゃわからないだろ。まずはそうだな……俺に何か命令してみろ」




【シャルレ】

「え、そんな急に言われても……」




【アトス】

「いいから、この屋敷の主人になったつもりで俺に何か言いつけてみろって」




【シャルレ】

「うーん……それじゃ、お茶のおかわりを淹れてくれる？」




思いついたお願いを口にすると、アトスは首を横に振った。




【アトス】

「駄目だ命令って言っただろ。主人として威厳を保ちながら、お願いじゃなく命令するんだ」




【シャルレ】

「う……じゃあアトス、おかわりをお願い」




威厳を、と念を押されたから精一杯胸を張って強気で言ってみたのだけれど。




【アトス】

「それじゃ、威厳ある主人ていうより小娘…………だな。見てるといじめたくなるような生意気な」




【シャルレ】

「……？」




口の端に笑みを浮かべたまま、アトスは立ち上がり座ったままの私の首筋にいきなりキスをしてきた。




【シャルレ】

「ひゃっ…………！　何するの？」




【アトス】

「いつかその日が来て、お前が恥ずかしい思いをしなくて済むよう指導してやるから、もう一回やってみるんだ」




私の座るイスの背もたれにひじを置き、近距離で囁きかけてくる。




【シャルレ】

「それはいいけど、なんでこんなに距離が近いの……？」




【アトス】

「身体に覚えさせるのが一番だからな。間違うたびに、お仕置きを与える」




【シャルレ】

「ええ!?　ちょっと待って」




振り返ろうとして無防備になった首筋を、またもアトスのキスに襲われた。




【シャルレ】

「ん！」




【アトス】

「口答えしてもお仕置きだ」




【シャルレ】

「そんな…………」




【アトス】

「ちゃんとできなけりゃ、キスする場所はどんどん下に降りてくからな？」




【シャルレ】

「！」

「それって……どこまで…………」




【アトス】

「もちろん、触れたらお前が一番かわいい声をあげるあの場所……だ」




【シャルレ】

「っ」




【アトス】

「それに期待してるなら、いくらでも間違いを犯していいぞ」




真っ赤に顔を染める私を見てニヤリとした笑みを形作る唇。それが妙に艶めいて見え、どきっとしてしまう。




【シャルレ】

「な、何言ってるの……！」




【アトス】

「無視したらしたでそれもペナルティの対象だからな？　さ、始めるとしよう」




【シャルレ】

「っ……」




結局、アトスに押し切られるまま彼に有利な条件でゲームが始まってしまった。ようやくベッドから抜け出したというのに……甘く刺激的な時間は、１日中続くのだった。




アトスたちが濃密な休日を過ごしている頃……。マリウスはラ・フェール家の別宅の庭で休暇を持て余していた。




【マリウス】

「こんなとこで茶なんて飲んでてもつまらねえ。早く戦争になんねえかな……」




空に浮かぶ雲を忌々しげに見つめながら、そんな独り言を漏らしていると。柵越しにクスクスとした笑いが漏れてくる。




【シャルロット】

「見目麗しいお坊ちゃまがそんな口を利いているのを耳にしたら皆さん興ざめしてしまうんじゃない？」




【マリウス】

「どこからどう見ても妖しい美女の中身がクソ生意気な男だって方がガッカリだろ」




ハァ、とため息を漏らしながらマリウスが柵の近くへと歩み寄る。




【マリウス】

「で、何か報せがあるんだろ」




【シャルロット】

「これ」




スッと差し出された４つ折りの紙をマリウスが受け取ると、シャルロットはすぐにその場を離れた。マリウスは紙に書かれた内容に目を通し、真っ直ぐに屋敷の裏手にある焼却炉へと向かう。そして、火の中に手紙を放り投げた。




【マリウス】

「……フ。あいつが少佐になったと聞いて、いてもたってもいられなくなったんだ……くっだらねえ。ま、面白くなればなんでもいいけど」




一瞬にして紙が燃え上がり、灰へとなっていく様子をマリウスは愉しそうに眺めていた──。

─ＥＮＤ─
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